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    　英雄ブレイズが魔王を打倒して、人類の文明は急速に発展した。


    　人口は急激に増加し、生産力も増加した。


    　生産力の増加はさらに人口を増加させる。


    　人類はこれまで体験したことのない繁栄を享受し、文明の発達は頂点に達した。


    　しかしある人は言う。


    　人類の頂点ははるか古代にあったと。


    　英雄ブレイズが倒した魔王は最初の魔王ではない。


    　魔王が現れ、英雄がそれを倒し、人類が栄える。人類はそれを繰り返してきたのだと。


    　ある人は言う。


    　魔王が復活する日がまた訪れるであろうと。


    　荒廃した街、怯おびえる人々。


    　そして本当の恐怖に立ち向かうことができず、勇者を名乗っていた者たちは、自慢の脚力で我先にと逃げ去るであろう。こうして勇者は駆逐され、人類は次の英雄となる真の勇者を待ち望むことになるであろうと。


    　つまり──。

  


  
    ──大勇者〝あまり〟時代の終しゆう焉えんである。
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    　海辺の塔の冒険からひと月弱。


    　駆け出し勇者であるルディ・シュミットは、毎晩眠る前にあの日のことを思い出す。


    　──あれはお互いの技と力、そして知力、すべてをぶつけあった死闘だった。


    　もしかしたら、エリたんサイドから見ると異論があるのかもしれないが、ルディにとってはルディの解釈こそ真理である。


    　いまでもあの戦いを思い出すと、血が沸きたつような感覚を覚えるのである。


    　あの戦いこそ自分が勇者として望んでいたことであった。


    　魂たましいごとすべてをぶつける死闘、そして勝利。


    　勇者が求め、目指すものは、名声や人気ではない。業界人とのコネや、ましてや異世界よりもたらされたＳＮＳ〝イセッター〟のフォロワーの数などではない。


    　自分の全力をぶつけることができる冒険とバトル、それこそが勇者の本分である。


    　ついに勇者としてのモチベーションを取り戻したルディ。


    　これまでの、モヤモヤした煮え切らない日々ともお別れし、勇者らしい健康的で活動的な毎日を送ることができるはずだったのだが………………。


    　午後一時、普通の生活を送る人々が昼の休憩から戻るころ。


    　ルディは自分の部屋からコーポ勇者のリビングへとのっそりと姿を現す。


    　眉み間けんにシワを寄せながら、常人をはるかに凌しのぐ長時間の睡眠によってもたらされた寝ね癖ぐせによってむしろモンスター寄りの奇抜なスタイルになった勇者ヘアを撫なでつける。


    　そしてそのまま、どっしりとソファーに腰を下ろし、リモコンでテレビの電源をオン。テレビをつけておきながら、それを見るわけでもなく、スマートフォンをいじる。


    「はぁー」


    　知らず知らずのうち漏もれるため息。


    　勇者としての本分を取り戻した男とは思えない激しい貧乏ゆすり。


    　スマートフォンに表示されているのは大手勇者プロダクション、ブレイブビジョンの所属勇者一覧のページ。


    　ルディが苛いら立だっている理由はたったひとつ。


    　コーポ勇者のシェアメイトであるネネとヴォルフが売れかけているのだ。


    　前回のエリたんとの攻防が認められたらしく、エリたんの所属する事務所、ブレイブビジョンの預かりになったらしい。


    　現在は正式なデビューに向けてレッスン中。


    　演技、トーク、タップダンス等の稽けい古こで日々汗を流しているらしい。


    　いつもはルディと共にダラダラとした日々を過ごしていたネネも、ここのところ朝から事務所に出かけて、夜遅くまで帰ってこない。


    　ネネと争っていたソファーのテレビの真正面の位置もルディの独り占めである。


    　──なんで、あいつらが事務所預かりになる！


    　ルディは叫びたくなる気持ちをなんとか抑える。


    　エリたんに勝ったの俺だろ！


    　ネネはまだしも、なんでヴォルフ！


    　あいつなにもしてないじゃないか！


    　粘液を吐き出す馬ば鹿かの子とそれを応援するオタク風眼鏡のコンビが絵面的に笑える。そう評価され、セットで売り出せば凸凹コンビっぽい感じで売れそうだと判断されたらしい。


    　──なんだよ、絵面が笑えるって！


    　それのどこが勇者なんだ！　勇者の絵面が笑えても意味ないだろ！　絵面の面白さで世界が救えるか！　タップダンスで倒せるモンスターなどいてたまるか！


    　しかし、ルディのそんな怒りとは関係なく、当のネネはご機嫌であった。


    　昨日も夕ご飯を食べ終わると、余裕たっぷりにアドバイスをかましてくれる。


    「やっぱりさ、キャラを立たせないとダメさぁ。勇者って強い弱いじゃなくて、キャラなのさぁ。いい面をアピールするだけじゃなくて、自分の悪い面が大事なのさぁ。あと引き出しは多い方がいいよぉ、ちょっとした場面でタップダンスできると間が持つのさぁ」


    　本人はなんの悪気もなく、ただレッスンを通じて教えてもらったことを、素直にルディにも教えてくれているだけなのだろうが……。


    　なにがキャラだ！　そもそも勇者はちょっとした間を持たせる必要はない。


    　勇者としての本分を再確認したルディ。


    　だからこそ逆に勇者の本分を見失ったアドバイスに苛いら立だってしまう。


    　──時代が悪すぎる。


    　勇者としての本分を取り戻したルディよりも、キャラが立つだの、絵面が面白いだの、そういった本来勇者と関係ない要素でネネとヴォルフに後れを取ってしまっている。これはもはや時代が悪いとしか言いようがない。


    　見た目が可か愛わいいとか、面白いとか、天然とかオタクとか記号的なキャラづけでわかりやすい勇者が一瞬売れっ子になって、そして数年で消費しつくされて消える時代。


    　魔王が消失した現在、もはや業界は本気の勇者を求めていないのだ。


    　そして、なによりふたりが売れることを思うと無性に腹立たしい。


    　その辺は勇者の本分も業界の矛む盾じゆんも関係ない。


    　明日の大勇者を夢見て、切せつ磋さ琢たく磨まする仲間であるのだが……。


    　だからこそ、ぶっちゃけ、先に売れられるのは気分が良くない。良くないどころか、猛烈に悔しい。さらには先に行かれたことを気にしてないフリをしなければいけないこともストレスが溜たまってしかたがない。


    　そんなモヤモヤを抱えながら、テレビをながら見し、スマホをながら見する。


    「ルディ、いま起きたの？」


    　そんなルディに声をかけたのは同じくコーポ勇者のシェアメイト、ナディーネであった。


    　ルディの起床時間の遅さに大きな目をさらに丸くしている。


    「俺は夜型の勇者なんだよ」


    　ルディは寝ね癖ぐせを撫なでつけながら、ナディーネを見ることなく応じる。


    　そんなルディにナディーネは温かい紅茶を出してくれる。


    　相変わらずのお嫁さんにしたいタイプの勇者っぷりである。


    「ルディ、最近なんだか変だよね。ずっと機嫌悪いっていうか……」


    　ルディにとってナディーネは勇者専門学校時代の唯一の友人。つきあいが長いだけあって、ルディの精神状態を敏感に感じ取ってくれている。


    「まあ……、うん」


    　ナディーネはささくれだった心の内を素直に話せるただひとりの存在である。ルディは性格的に〝ネネとヴォルフが先に事務所に入って悔しい〟などと告白するのはプライドが許さないのであるが、ナディーネだけは別だ。


    「まあさ、……なんかさ、ネネとヴォルフのことがさ……」


    「本当に良かったよね」


    　ナディーネは心からそう思っているようで、裏表を感じない笑顔を見せる。


    「よくそんな素直に喜べるな、先を越されてるんだぞ！」


    「でも私も頑張ろうって思えるじゃない？」


    　ルディの想定をはるかに超える素直さ。


    　──そうじゃないんだよな……。


    　ルディとしては、せっかく自分の中に溜たまっている暗い想いを打ち明けたのに、そんなに目をキラキラさせられては、吐き出した想いの持っていく先がない。


    　ルディは淹いれてもらったお茶を口に運びながら、「私も頑張るぞ」的に握りこぶしを作るナディーネを冷ややかに見つめる。


    「もっとさあ、あいつら死ね！　的な感想はないの？」


    「なんで!?　仲間がチャンスを掴つかんだんだよ。応援してあげないと」


    「仲間なんだけどさ、ライバルでもあるわけじゃん。同じパイを奪い合うライバルだろ。ビジネス的な観点で言うとさ」


    「それで言っても、ふたりが売れてくれたら私たちにもチャンスは広がると思うんだけど。もしかしたら、ふたりの紹介でお仕事貰もらえるかもしれないし、それにライバルって意味では他にもたくさんの勇者がいて、ネネちゃんとヴォルフくんだけを気にしても仕方ないでしょ」


    「正論はやめてくれ！」


    　ルディは吐き捨てるように言う。


    　たしかにそうかもしれない。とくにネネなんかは素直に頼めば業界の偉い人などを紹介してくれそうだ。コネは喉のどから手が出るほどほしいが、あのふたりに頭を下げるのはルディのプライドが許さない。


    　それにいまはそんな実際の損得の話がしたいのではない。


    　ルディが話したいのは感情論である。


    　あいつらが自分よりも先に売れるのは損得抜きに許さないとの、魂たましいの咆ほう哮こうである。


    「ネネはまだしも、ヴォルフはとくに許せん！」


    　ルディは強い口調で断言する。


    「どうして？　仲が悪いようには見えなかったけど。喧けん嘩かしたの？」


    　不思議そうなナディーネ。


    　たしかにルディとヴォルフは仲が悪いわけではない。


    　同じコーポ勇者に暮らす勇者仲間。男同士なのでべったりはしないが、ずっと良好な関係を維持している。むしろヴォルフに悩み事があれば、積極的に相談に乗ってやったり、自分のできることであれば助けもする。


    　しかし、ルディは自分がヴォルフだけは、と思う理由をはっきりと理解している。


    「なぜなら、俺はヴォルフを下に見ているからだ！」


    　力を込めてきっぱりと言うルディ。
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    「……ルディ。自分がなにを言ってるかわかってる？」


    「ヴォルフと俺が良好な関係を保てているのは、俺の方がちょっと上だという気持ちがあってこそなんだ」


    　躊ちゆう躇ちよなく、堂々と言ってのけるルディ。


    　ルディとしてはここまで正直に話していることに、好感を持ってもらいたいくらいだが、残念ながらナディーネはドン引きである。


    「……ルディ、その考え方、勇者としてどうかな？」


    「これは勇者としてではなく、ひとりの男としての正直な気持ちだ。男同士の友情とは心の奥底で競争意識がある、仲良くしながらも、常に競い合い、張り合うもんなんだ。ただそれを正直に言うと、白い目で見られるから、黙っているだけだ」


    「ルディも黙っていればいいのに……」


    　まさに絶賛白い目で見られ中のルディ。


    　ナディーネはソファーの上で腰をずらしてルディから距離を取る。


    　逆にルディは身を乗り出し、ナディーネとの距離を詰める。


    「俺だって、いつもこんな話をするわけじゃない。そういう目で見られるからな。いまはナディーネと話しているから、正直な気持ちを打ち明けているんだ。聞いてくれ、ナディーネ。……俺はヴォルフを下に見ている」


    　まるで愛の告白をするかのように、真っすぐにナディーネの目を見つめ、しっかりと想いを伝える。


    「……ルディ、受け止められないよ。その気持ち」


    　ただただ困惑の表情を浮かべるナディーネ。


    「いまは受け止められなくても、ゆっくりと時間をかけてわかり合えたら、それでいい」


    「なんでそんなことをわかり合わなくちゃいけないの！　ダメだよ、ルディ。そういう考え方をしてたら。最近のルディ、なんだか生き生きしてて、いいなって思ってたのに」


    　──意外とちゃんと見てくれているんだな……。


    　ルディはちょっと驚く。


    　たしかにルディは勇者としてのやりがいを再発見し、〝これからやってやるぞ〟と前向きな気持ちになっていた。


    　なのにいまはネネとヴォルフの一件で心を乱されている。


    「見直そうよ、いろいろと。その下に見てたヴォルフくんに先を越されてるんだから」


    　ナディーネに本気で心配されてしまった。


    「いまはそんな気分じゃない。とりあえず異チャンネルの新人勇者スレにヴォルフの悪口を投稿したい気持ちを抑えるのに必死だ」


    　異チャンネルとは、不幸なトラック事故によって転生した、ふろゆきなる人物が開設した掲示板であり、容赦ない人間の本音が垂れ流されており、異世界からやってきた便所の落書きと称されている。


    　掲示板は常に殺さつ伐ばつとしており、ふろゆき自体、裁判で負けてもお金を払わないことで恨みを買い、その報復でトラックに轢ひかれたらしい。


    「ルディ、嘘うそだよね。本当にそんなことしたら、私、ルディのこと嫌いになるよ」


    「本当にするわけないだろ。そんな気分ってだけだ」


    　ルディは軽く笑って見せるが、ナディーネの表情は真剣そのもの。


    　ルディにとっては軽い愚ぐ痴ちのつもりなのだが、ナディーネには相当すさんでいると判断されたらしい。


    「ルディ、本気で考えるべきだよ。直そうよ、そういうところ。ルディの勇者としての弱点はズバリ性格なんだから」


    　──そこそこキツいこと言ってくれるじゃないか。


    　ルディも自分の性格がいいとは思っていないが、いまさら性格を直せと言われても困る。


    「俺は生まれつきこういうヤツなんだよ」


    「そんなことない。ルディは本当はもっと爽さわやかな人だと思う。いまは爽やかさをどこかに忘れてきちゃっただけ」


    　そう評価してもらえるのは、ルディとしてはありがたいことではあるのだが……。


    「忘れてこられるものなのかね、爽やかさって」


    「取り戻そうよ。爽やかさを。生活習慣が問題なんだと思う。ちゃんと朝起きて、部屋を掃そう除じして、爽やかに暮らそう」


    　ナディーネはルディの手を両手で、しっかりと握る。


    　まるで情熱的な医者が病人に「治りますよ」と励はげましているかのような態度だ。


    　ここまで本気で言われると、ルディもちょっとその気になってしまう。


    　爽やかさ。それは勇者としての大前提ではある。


    　村人たちも爽やかな勇者に助けられたいだろう。


    　少なくとも売れかけたシェアメイトを悪く言う勇者や、掲示板に他の勇者の悪口を書く勇者には助けられたくはないだろう。


    「そんなことで爽やかになんのか？　もっと髪型を変えるとか……」


    「そういう小手先に逃げちゃダメ！　私はルディに本物の爽やかさを手に入れてほしい」


    　さらに力強く手を握りしめるナディーネ。


    　こんなに真しん摯しに訴えられてはルディもうなずくしかない。というか、ここでうなずかなければ、ナディーネは何時間でも説得を続けるつもりだろう。


    「わかったよ」


    　ルディは渋々ではあるものの、生活態度を改め、爽やかさを取り戻すことを承諾したのだった。
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    　翌日、ルディは朝八時に目を覚ました。


    　猛烈な眠気とダルさ。ルディにとっては夜中に起床しているようなものである。


    　ぼりぼりと頭を掻かきながら、枕まくら元に置かれているメモを拾い上げる。


    　これはナディーネが作ってくれた、〝爽さわやか勇者・ルディの一日、行動表〟である。


    



    「爽やか勇者・ルディの一日、行動表」


    



    ・朝八時、起床。カーテンを開けて清らかな朝あさ陽ひを浴びる。早起き勇者は爽やか勇者。


    



    　最初の項目がこうなっているので、目覚ましを八時にセットし、なんとか起きたルディである。次はカーテンを開けて朝陽を浴びなければいけない。


    　ルディの部屋のカーテンは基本的に一日中閉めっぱなし。日光は午後に起床するルディの敵である。


    　──むしろ朝陽など浴びない方が気分はいいのだが……。


    　そう思いながらも、やはりナディーネとの約束を最初から破るのも気が引ける。


    　ルディは緩慢な動作でカーテンを開ける。


    　…………外は雨であった。


    　しかも結構な勢い。


    　陽の光を浴びようがないが、これは仕方がない。


    　第一のミッションはクリアとする。


    　第二のミッションは……。


    



    ・軽くストレッチをして朝食。バランスの取れた朝ご飯を食べて、心も身体からだも爽やかに。


    



    　普段夜型のルディにとっては、一日の中で最も食欲のない時間帯である。しかしナディーネはアルバイトに出かける前に食事を作っておくと言っていた。


    　さすがに食べないと申し訳ない。


    　ルディはしぶしぶストレッチを開始する。


    　前屈、上体反らし、股こ関かん節せつ、膝ひざ関節、肩、肘ひじと順番に伸ばしていく。


    　そんなことをしているうちに、身体が活性化してきたのか、軽く食欲が湧わいてきた。


    　──なかなかこれは悪くないじゃないか。


    　ルディはそんなことを考えながら、リビングへと向かう。


    　しかし、ルディの機嫌はリビングで急降下する。


    　リビングのキッチンテーブルにはネネとヴォルフがいたのだ。


    「あれぇ？　ルディどうしたのさぁ？」


    　ネネがルディを見つけて、目を丸くしている。


    　たしかにルディがこの時間帯に起きていることは異常事態だ。しかし、ちょっと前まで同じ穴のムジナであったネネに言われると、少々腹が立つ。


    「いや、別に。なんとなく」


    　ルディはテーブルに置かれていた、パンとサラダ、目玉焼きを食べながら、ぼそぼそと答える。


    　ネネとヴォルフも朝食中。


    　おそらくこれから事務所でレッスンなのだろう。


    「ルディもなにか用事あるの？」


    　ヴォルフがルディに尋ねる。


    「まあ、ちょっとね」


    　──嫌いやな質問をしてくれるじゃないか！


    　ヴォルフからすると他た愛わいのない会話のつもりなんだろうが……。


    　ルディはちらりとヴォルフを見る。


    　こいつ、眼鏡を変えてやがる！


    　いつものいかにもオタオタしい眼鏡から、微妙にオシャレなフレームが下にしか付いてないタイプの眼鏡になっている。


    　──おのれ……。色気づきやがって。さてはモテようとしているな……。


    　ルディは眼鏡のことは気がついていないフリをして、黙々と朝食を食べる。


    「ルディもさ。ちょっとイメージ変えた方がいいんじゃないかな？　ちょっと髪型とか、勇者としてベタすぎない？　もうちょっと、〝あえて〟の要素を入れて、キャラを立ててかないと」


    　──ヴォルフめ……。アドバイスをするんじゃねえ！


    　しかも〝ルディも〟の部分で、自分もイメージチェンジで眼鏡を変えたことを、さりげなくアピールしやがって。


    　──絶対に眼鏡を変えたことには触れないからな！


    　ルディはヴォルフの眼鏡が変わったことに気づく人類最後の存在になる決意を固める。


    　もしかしたらヴォルフにはアドバイスしているつもりも、眼鏡変えたアピールをするつもりもなく、ただの日常的な会話のつもりかもしれない。


    　しかし、いまのルディにはそのようにしか取れないのだ。


    　曖あい昧まいな返事しかしないルディにふたりはすぐに興味を失う。


    　ネネとヴォルフはお互いのキャラをどうのこうのと言い合いながら、慌あわただしく食事を終えて、出ていってしまった。


    　ルディもまた朝食を食べ終わる。


    　ナディーネによる爽さわやか勇者ミッションふたつ目も完了。


    　いまのところむしろ爽やかさが減っている気がしてならない。


    　数字にするならば５は下がった気がする。


    　しかしまだミッションは残っている。


    



    ・リビングを掃そう除じして爽やかな環境に！　爽やか勇者は作れる！


    



    　次は掃除らしい。


    　こうなったらとことんやってやる。


    　ルディは意地になっていた。


    　猛然とリビングの掃除を開始する。


    　リビングは相変わらず散らかっていた。売れない勇者たちの乱雑な生活、散らかっていない方が不思議なくらいである。


    　本来、共同スペースに私物を放置するのはルール違反のはずだが、誰の物かわからない私物でごちゃごちゃだ。


    　ルディはゴミとおぼしきものはすべてゴミ袋へと放り込む。


    　私物もルディがゴミだと判断した場合は容赦なくゴミ袋へ。


    　とくにネネとヴォルフの私物だと思しきものは、ゴミじゃない場合もゴミ袋へ。


    　少々乱暴な手法だが、ハイペースでリビングは綺き麗れいになっていく。


    「まったく散らかしやがって……」


    　買ったものの使っていない薬草がドライフラワーのように干からびていたり、こん棒が何本も転がっていたり……。


    「人数が多すぎるんだよ。誰か出てかねえかな。とくにヴォルフが」


    　現在コーポ勇者は満室。


    　一応、個室があるもののどこも手狭。必然的にリビングに物が溢あふれてしまうのだ。


    　せっせとゴミとゴミ風の私物を廃棄し続けるルディ。


    　しかし、そのルディの横でぽいっとゴミを捨てる者が……。


    　ネネのペットである正体不明のクリーチャー、ノリオである。


    　オレンジの皮を容赦なくそのまま床に投げ捨てた。


    「お前、なにやってるんだよ！」


    「ノリオ、小腹、空すイタ時ハ、フルーツ、食ベルタイプノ、ナニカ」


    「そんなことを聞いてるんじゃない。いま、皮捨てたろ！」


    「ノリオ、グルメ、皮、食ベナイ」


    「人が掃そう除じしてんのわかんねーのか、拾え！」


    「ノリオ、人間ノ感情、敏感、オマエ、イライラ、伝ワル」


    「お前のせいでイライラしてるんだよ」


    「違ウ、ノリオ、ワカル、オマエ、イライラ、別ノ理由」


    　ノリオはじっとルディの目を見ながら言う。


    　野生の勘で見抜いたのか、それともノリオの種族は感情を読み取るなにかしらの力があるのか……。


    「別になんだっていいだろ」


    「話シテミロ。ノリオ、聞クダケ、聞ク、ナニカ」


    　ノリオはそう言うと、どっかとソファーに腰を下ろし、腕組みする。


    　なんとも頼りがいのありそうななにかだ。


    　その頼りがいに釣られてルディも心の内を打ち明ける。


    「まあ、あれだ、お前のあのネバネバのなにかのせいで、ネネとヴォルフが事務所に入れるらしくてさ……」


    　ルディはぽつぽつと自分の想いのたけを話す。


    　その言葉にうんうんと頷うなずくノリオ。


    「まあ、そんなわけでちょっと焦ってるわけだ」


    　ルディが話し終えると、ノリオはひと際大きく頷く。


    「………………」


    「特にアドバイスはなしかよ！」


    「ノリオ、聞クダケ、聞ク、ナニカ！」


    「聞くだけ聞くって言うヤツは、普通、結局アドバイスするんだよ！」


    「ノリオ、アドバイス、ナイ！　謎なぞノ生物ニ、アドバイス、求メタラ、人間、終ワリ！」


    「自分で言うかそれを！」


    「シイテ、言ウナラ、アエテノ、要素、入レル、イイト思ウ」


    「うるせえ！　あえての要素の塊かたまりに言われたくねえ！」


    　ルディはノリオを小突きまわしたい衝動をぎりぎり抑える。


    　ノリオはそんなルディの怒りと落胆を察知したのだろう。


    　やれやれといった様子で立ち上がると、ルディの手になにかを握らせる。


    　──まさか、ネネにネバネバのなにかを与えたように、俺にもなにかを授さずけてくれるのか？


    　ノリオは礼は必要ないと言わんばかりに、ルディの背中を軽く叩たたくとリビングを悠ゆう々ゆうと後にする……。


    　ルディは胸の高鳴りを感じながら、ゆっくりと手を開く。


    「さっきのオレンジの皮じゃねーか！」


    　ノリオこそがコーポ勇者最大のゴミ！


    　──少なくともノリオは公園にでも捨ててくるべきだ。


    　ルディはオレンジの皮をゴミ袋に叩たたきつけながら思う。


    　掃そう除じを再開したルディの機嫌はさらに悪くなっている。いらないものを怒りに任せてどんどんゴミ袋へ投入する。


    　投げつけてもなんのダメージも与えられなさそうなブーメラン。


    　──ブーメランなんかで真剣勝負できるか！


    　ルディはゴミ袋へと放り込む。


    　多少のトゲトゲがついた鞭むち。


    　──鞭も本気の勝負ではいらん！


    　今度は鎖くさりの先に鉄球が付属したものがテレビの裏から出てくる。


    　どうもこれだけでは武器にも防具にもならなさそうに思えるが……。


    　さらにテレビの裏側を探るルディ。


    　古びた鎌かまを発見する。ということは、先ほどのものは鎖くさり鎌がまの鎖の部分！


    　──誰だ、鎌の部分だけ使った人は！


    　おそらく草刈りかなにかで鎌だけが必要だったのだろう。


    「まったく、鎖鎌なんか…………まあ、これは念のため貰もらっておこう」


    　ルディは接着剤で鎖と鎌をくっつける。


    　武器は見栄えよりも実戦に耐えうるかを重視するルディであるが、鎖鎌はちょっと格好いいと思っているのだ。ロングソードじゃなければ鎖鎌、その次にあえてのハンマー。それがルディ思う装備したい武器のランキングである。


    　散らかっているだけあって、ざくざくなにかしらが見つかる。


    　こんなに調べるとなにか発見できるリビングも珍しい。ある意味勇者冥みよう利りに尽きる。


    　これはなんの種だ？　やたらとピカピカの包装にくるまれた種。


    　勇者雑誌の一番後ろのページで見たことがある気がする。


    　これは……ラックの種、ウルトラＭＡＸだ。


    　たしか、札束で満たされたお風ふ呂ろに両りよう脇わきに美女を従えて入っている画像でおなじみのヤツだ。


    　あなたの運が急激に上がるとの触れ込み。


    　ルディは一応、リビングに放置されていた勇者雑誌〝勇者ナックルズ〟を開き確認する。


    　やはりそれはラックの種、ウルトラＭＡＸであった。


    



    「ラックの種、ウルトラＭＡＸ!!　ストリートで輝く勇者ガイアたちに捧ぐ！」


    　ストリートに生きて、ストリートで死ぬ。それが伊だ達てワル勇者の宿命。伊達ワル勇者にとってストリートは戦場。戦場で勝負を分けるのは、ズバリ運。運の悪い奴やつから死んでいく。そんな伊達ワルな状況じゃ普通のラックの種はまるでトラッシュ。ガイアがまったく輝かねえ。


    　そこでお前らの強い味方ブラツクエンジエルの登場だ。それこそラックの種、ウルトラＭＡＸ！　当社指定の超能力者ルシフエルがひとつひとつ丁てい寧ねいに念を込めており、運の良さの上がりっぷりが違います。


    



    　利用者の声


    　僕は勇者ガイアをやっているのですが、不運ハードラツクと踊りダンスまくる日々。呪じゆ文もんですぐ眠ってしまうし、麻ま痺ひ、毒などのステータス異常も日常茶飯事エブリデイ。この前などちょっとすれ違った芋いも虫むし風のモンスターに混乱させられ、正気に戻るのに三日三晩スリーデイ・スリーナイトもかかったぜ。その間の記憶はないのだが、なにか悪いものを食べてしまったのか、気が付くと、顔が真紫リアルパープルになってて、下痢ブラウンフオールが止まらず、財布ウオレツトの中は空っぽで、携帯ＡＵに迷惑メールかなこだよ～ひさしぶり～がひっきりなしに届くようになったぜ。


    　しかし、ラックの種、ウルトラＭＡＸを一粒食べたところ、明らかに運がよくなり、混乱パーテイー状態ナイトにさせられても、回復時の顔色も薄紫リアルパープル程度、財さい布ふも小銭は残っているようになったぜ。


    　本当にありがとうラックの種、ウルトラＭＡＸ！


    



    　運の良さは勇者にとって重要な能力。そのために多種多様なうさん臭くさいラックの種が出回っているのだが……。誰だ、こんなの買っちゃう人は！


    　勇者として運の良さを気にするより、判断力を養った方がいいだろう。


    　と思いつつも、念のため、ラックの種、ウルトラＭＡＸは捨てずにジャケットのポケットにさりげなくしまっておく。


    　その後もリビングの掃そう除じに精を出すルディ。


    　いつの間にか掃除に夢中になっている。


    　あれほど散らかっていたリビングも昼を過ぎるころにはそれなりにスッキリとする。


    　そしてルディはリビングが綺き麗れいになっていくにつれて、自分の心も浄化されていることに気がつく。


    　額の汗を拭ぬぐいながら、自分の掃除の成果を確認するルディ。


    　労働の疲労、そして達成感と相まって、なんだか晴れやかな気分だ。


    　ルディはついに自分の爽さわやかさが増したことを実感する。


    　やはり爽やか勇者は作れるのだ。


    　いまなら、ネネとヴォルフとも爽やかに会話できる気がする。


    　すっかり片づいたリビングで爽やかに紅茶でも飲むか……。


    　ルディがキッチンに向かい、お湯を沸かしはじめたときだった。


    　玄関のドアが開く音がする。


    　ネネとヴォルフが帰ってくるにはまだ早い。


    　おそらく朝勤務だったナディーネがバイトから帰ってきたのだろう。


    　──披ひ露ろうしてやるか。綺き麗れいになったリビングと爽さわやかになった俺を。


    　案の定リビングに姿を現したのはナディーネだったのだが……。


    　ナディーネの他にさらにもうひとりの女の子……。


    　見慣れない顔だ。


    「さあ、そこのソファーに横になって」


    　ナディーネはその女子に肩を貸してソファーへと向かう。


    　女の子は丈たけの余ったボロボロのローブを身にまとい、まさにズタ袋と表現するのが相応ふさわしい袋を引きずって、よろよろと歩く。背中に古びた杖つえを背負っているが、明らかに上下が逆だ。杖の細い部分を上にし、いかにも魔法の杖らしい膨らみを持った部分は身長が低いせいで、歩くたびに床に当たってコンコンと乾いた音を立てている。魔法を放つとしたら、太い部分のはずなのだが……。


    　──魔法の杖をそんな扱いをしていいかどうかはさておき、どう考えても掃そう除じの直後に招待したくないタイプだ！


    　しかもソファーに寝かせるなんて……。


    「おい、寝かせる前にタオルかなんか引いて……」


    　残念ながら時すでに遅し、女の子はどっかりとソファーに横になってしまった。


    「うーん。うーん」


    　女の子はソファーの上で小さく苦く悶もんの声を漏もらす。


    　随分と小柄。身長はルディの肩までもないくらいだろう。


    　年齢は十二、三歳くらいだろうか……。伸ばしに伸ばした髪を雑に左右に束ねただけの髪型。目が悪いのだろうか、おでこには大きな眼鏡を乗せている。


    「ナディーネ。なんなの、この子？」


    　ルディはキッチンで突然料理をはじめたナディーネに尋ねる。


    「バイト先の店の前に倒れてたの！　お腹が空すいて倒れちゃったんだって。でもうちの店は無銭飲食とかダメだから」


    　ナディーネの働く『異い民たみ』は安くて美お味いしい食事と厳しい労働環境でいま話題沸ふつ騰とう中の異世界系チェーン店である。


    　徹底したコストカットとサービス残業によって利益を出すお店。


    　当然ながら無銭飲食などいかなる理由があろうとも許さないのだ。


    　なんだ、ただお腹が空いているだけか……。重大な病気などでなくてまあ良かった。


    　ルディは少しホッとする。


    　掃そう除じ直後のリビングに小汚い格好で現れたときにはゾッとしたものだが、爽さわやか勇者になりつつあるルディ、人助けも悪くはないと考え直す。


    　ナディーネが急いで作ったのはお粥かゆであった。


    　何日も食べていないのであれば、胃が弱っている可能性があると考えたのだろう。


    　さすがお嫁さんテイストたっぷりの勇者である。


    「はふ、はふ、はむぅー」


    　女の子は夢中でお粥を平らげ、すぐにお代わりを要求する。


    　しかもポロポロとこぼしながら……。


    　また床を拭ふかなければいけないのはイラッとするが、どうやら健康上の心配はなさそうだ。


    「それで、お名前は？」


    　ナディーネは元気を取り戻しつつある女の子に優しく尋ねる。


    「えーとねー、んーとねー。ソニアだよ」


    「ソニアちゃん。お家は？」


    「えーとねー、あのねー、お家はねー、あるんだけどねー、なんかー、誰もちゃんと相手してくれないからー、嫌いやになってー出てきちゃったのー」


    「家出か……。取りあえず、親御さんに連絡して、引き取ってもらわないとな」


    　ルディは至極まともな解決策を提案したつもりであったが……。
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    「あのねー、ソニアねー。もう大人だから、そういうの大丈夫だよー。仕事もしてるんだぞー」


    　えっへんと胸を張るソニア。


    　しかし、ルディには子供が強がっているようにしか見えない。


    「へー、なんの仕事してるの？」


    「んーと、賢者だよー。すごいでしょー」


    　賢者……。この世界の理ことわりを研究する研究者のことである。


    　魔法に関する知識、薬品に関する知識、歴史、天文、多岐にわたる知識が必要とされる職業であるが……。


    　ソニアの喋しやべり方、見た目ともに、賢そうか馬ば鹿かっぽいかで分けるとしたら、馬鹿に分類される気がしてならない。


    「おい、馬鹿の賢者っておかしくないか？」


    　ルディは小声でナディーネにささやく。


    「……でも、レベルの低い賢者なら、もしかしたら」


    「レベル低くても、普通を下回っちゃダメだろ。賢い者だぞ。あいつは賢くない者だ」


    「でも、眼鏡してるし」


    「眼鏡してるヤツが賢者ならヴォルフも賢者だろ。眼鏡イコール賢いじゃねえ。あいつは眼鏡をかけた馬鹿の子だ」


    　ひそひそと話し合うふたり。


    　勇者にも言葉のとおり勇敢な勇者と名前に反してチキンな勇者がいるわけで、もちろん賢者にも程度の差はあるだろう。


    　だるんと垂れたローブの袖そで。


    　……絶妙に馬鹿っぽい垂れ具合である。


    　しかも頬ほおにはきっちりご飯粒。


    　馬鹿の賢者か……。完全に矛む盾じゆんした存在にルディとナディーネは戸惑いを隠せない。


    　しかし本人は戸惑われていることにまったく気がついてないようだ。


    「ソニアねー。偉いんだぞー。君はブレイズって知ってるー？」


    　ソニアは英雄ブレイズの名を出す。


    　魔王と戦いこの世界に平和と繁栄をもたらした大勇者である。勇者でその名を知らぬ人間など存在しない。


    「もちろん知ってるけど、それがどうかしたか？」


    「ソニア、その人とパーティー組んでたんだよー」


    「はあ!?　お前幾つだよ？」


    　いつパーティーを組んでいたのか知らないが、大勇者ブレイズの活動時期は約三十年前、このような子供が組めるわけがない。


    「あー、ソニアのこと子供だと思ってるなー。これはねー、ふくさよーなんだから！　なんかー難しいお薬を作ろうとしてー、できたーってなって、飲んだら、ぼかーんってなって、そんでー、んーとねー、成長止まっちゃったんだよ」


    　……なるほど。賢者が自みずからを実験台として薬物を研究する。その結果、予想外の副作用が起こる。話としてはつじつまが合っている。


    「もしかして馬ば鹿かみたいなのも副作用なのか？」


    　思い切って核心を突いてみるルディ。


    「ぎゃー！　酷ひどいぞー！　馬鹿じゃないよー！　なんだー、おまえー、ソニア偉いんだぞー」


    　余った袖そでをぶんぶん振り回して、大げさに怒りを表現するソニア。


    　もうリアクションが馬鹿みたいだ。


    「この見た目でいっつも損するんだよなー！　子供扱いしてー！　中身は大人なんだからねー」


    　副作用の話になってから、ナディーネの目が怪あやしく輝いている気がするが……。


    「ルディ、やっぱり賢者さんなんじゃないかな？　そうじゃなくても、何十年もこの若さって、凄すごい人だよ」


    「何十年もこの馬鹿さの方が凄いがな」


    「もおー、ソニアにそんなこと言う人いないよー、証拠見せるから待っててー」


    　ソニアは立ち上がると、所持品が入ったズタ袋を探りはじめる。


    　ゴソゴソ、ガサガサ……。


    「あれ──？　あれれー？」


    　なかなかその証拠とやらは見つからないようで、随分と時間がかかっている。


    　ついには袋をひっくり返して中身をぶちまける。


    　大量の書類と本。古びた石板の欠片かけらや土器。そしてたくさんの飴あめ玉だま。


    　賢者らしいものも多いが、こんなに飴玉を持って移動している人は馬鹿かおばちゃんのどちらかである。いまのところ馬鹿のおばちゃんが若返ったバージョン説が有力だが……。いまはそんなことはどうでもいい。


    「おい、やめろ！　掃そう除じしたばっかりなんだから！　この馬鹿！」


    　ルディとしては証拠などどうでもいい。掃除した直後の部屋に対するこの暴挙が許しがたい。


    　しかしソニアはルディの声が耳に届いていないのか、夢中になって、その証拠とやらを探している。


    「わー、ないー！　なくしたー！　バッジなくしたー！」


    　床に倒れ込んで、半泣きのソニア。


    　これが馬鹿でなければ、なにが馬鹿なのか……。


    「どんなバッジ？」


    　見かねたナディーネが優しく声をかける。


    「カクカクしててー、青色のやつ。かっこいいのにー、うえーん、なくしたー」


    「これじゃない？」


    　ソニアの袋にそんなバッジが付いている。


    「これだー！　あったー！　よかったー」


    　ソニアは大喜びでピョンピョン跳ねると、ソファーに戻り、食事を再開した。


    「おい！　バッジを見せねーのかよ！　なにがしたいんだ、お前は！　せめて片づけろ！」


    　なんて、馬ば鹿かなんだ！


    　多分、そのバッジが賢者としての身分を証明するものなんだろうけど、もはや賢者であることを証明されても、馬鹿であることは払ふつ拭しよくできない。


    「ルディ、これ王立考古院の会員証だよ」


    　ナディーネは真ま面じ目めにバッジを確認して報告してくれる。


    　王立の考古院とは国内にある遺跡を管理する団体。


    　当然ながら、国に研究者として認められなければ会員にはなれない。


    　まあ一応、本物の賢者のようだ。


    「わかった、わかった。本物の賢者な。偉い、偉い。飯めし食べ終わったんなら帰れよ」


    　ルディにとって本物の賢者かどうかはあまり興味のない問題。何者であろうが、掃そう除じ直後のリビングを汚す者には早々に立ち去ってほしいのだ。


    　しかし、ソニアはルディの言葉を受けても、立ち去ろうとしない。


    　ソファーに腰掛けたまま、なにやら考え込んでいる。


    　またこの考え込んでいるさまも不思議と馬鹿っぽい印象を与えるのだが……。


    「んー、んー」


    「なんだよ。まだ食べたりないのか？」


    「んー、ソニアねー。ここに住む！」


    　ソニアはきっぱりと断言した。


    「いやいや……。なんでそうなる？」


    「あのねー。ソニアねー。いま研究中なんだけどー。自分の家ねー。なんかねー、いろんな人が来て、まだかー、とか、成果はどうだー、とか言われるんだよねー。ここいいよねー。なんかー集中できそーな気がするー。ちょうどいい感じに散らかってて」


    「お前が散らかしたんだよ！」


    　ルディとしては掃除中、誰かひとり出ていけばいいと思っていたくらいなのだ。


    　もちろんひとり増えるなど大反対である。


    「君も研究手伝わせてあげるよー」


    「誰が手伝いたいと言った。帰れ！」


    　ルディはソニアの手を引き、強引にソファーから立ち上がらせる。


    　このまま力ずくでも外に放り出すつもりだったのだが……。


    「ちょっと待って！」


    　ナディーネがルディを止める。


    「なんだよ」


    「ソニアさんは本当に賢者だったんだよ。それにあんまり嘘うそのつける人だとも思えないし。ということは、ブレイズとパーティーだったのも本当なんじゃない？」


    「本当だよー。ほんとのほんとー！　ほんとほんとほんと!!」


    　ソニアがいらぬ合いの手を入れる。


    「何度も言わなくていいよ！　逆に信じたくなくなるわ」


    　と言いつつルディは少し考えてみる。


    　言われてみれば、たしかにソニアは嘘つきには見えない。ナディーネの言うニュアンスとは違って、馬ば鹿かすぎて嘘がつけないという意味でだ。


    　当初は自分を賢者だと信じる困った人だと思っていたが、結局本当に賢者として活動しているらしい。


    　ルディは賢者業界については詳しくないが、王立の施設の研究員として認められるということは、業界トップクラスの実績と能力が必要なことぐらいはわかる。


    「ということは……」


    「そうだよ。ルディ。老化防止のお薬を作ってもらえるかもしれないってこと！」


    　ナディーネが目を輝かせて言う。


    「そっちか！　ブレイズの足跡に迫れるとか、魔王の謎なぞを解き明かすとか、それ系じゃないのかよ！」


    「も、もちろん。そっちがメインだよ！　口が滑すべっただけ」


    　ナディーネは顔を真っ赤にして発言の訂正を行う。


    　どう考えても、メインは老化防止だな……。


    　とはいえ、あんまりそこをツッコんでやるのもかわいそうかと思い、触れずにおいてやることにする。


    「それで、なんの研究をしてんだよ？　美容？」


    「ソニアは大賢者だからねー。そんなくだらない研究しないよー」


    　ルディの問いにムッとした様子で答えるソニア。


    　ナディーネがかすかに落胆の表情を見せたことをルディは見逃さなかったが、いまはスルーしておく。


    「じゃあなに？」


    「なんと魔王の復活を阻止する研究だよー」


    　ソニアは胸を張り、自慢げに答える。


    「また、大きく出たな……」


    　ルディは呆あきれた様子でそう言うが、内心、胸の高鳴りを感じている。


    　魔王復活の噂うわさ。


    　ルディもそういう話は聞いたことがある。


    　しかしそれは終末思想を語る新興宗教や、オカルト的な雑誌などで目にするだけで、現在の勇者業界では本気で魔王が復活すると思って活動している人間は皆無だろう。


    　ソニアはズタ袋の奥から、一冊の古びた本を取り出す。


    　羊よう皮ひ紙しでできているのか、随分と分厚い。ボロボロの革製の表紙に文字とおぼしきものが刻印されているが、まったく見たことのない言語だ。当然ながら、ルディにはまったく読めない。


    「これねー。すごいんだよー。エルバウルの暦こよみっていうのー。エルバウルはねー。いまの文明ができる前に栄えてた古代文明なんだよー」


    「それで、なにが書かれているんだ」


    　ルディの冒険心に灯が灯ともりはじめる。


    　これは大冒険の予感……。


    「んーとねー、えーとねー……。わかんなーい！」


    「わかんないのかよ！」


    「わかってたら研究しないよー。エルバウルの人はねー。予言の技術が発達しててねー。人類の誕生から、滅亡まで暦にしてたんだってー。それがこれっぽいなーって思ってるの」


    「それと魔王の復活はどういう関係が？」


    　ナディーネが話に割って入る。


    　その表情は美容を気にする女の子ではなくひとりの勇者の顔に戻っている。


    「エルバウルはねー。魔王を倒して繁栄したんだけどー。また魔王が復活して滅びたってー。わかんないけどー。なんかそんな感じらしーよ。それでー、次、いつ魔王が復活するか、書いてあるっぽいんだよねー。わかんないけどー」


    　わかんないわかんない連発で実に頼りない賢者であるが、しかし取り組んでいることは壮大だ。


    　壮大な分だけうさん臭くささも半端ないのだが……。


    「もし魔王が復活する日がわかったらどうするんだ？」


    「それを人知れず未然に阻止するのがお仕事なのだー！　やったねー！」


    　だらんと垂れた袖そでを振り上げ、万歳するソニア。


    　──人知れず、未然に阻止か……。


    　ルディは少し引っ掛かりを覚える。


    　ルディは勇者である。勇者たるもの、魔王が復活したら倒して、伝説とならねばならない。


    　未然に阻止してしまっては勇者的にどうなのか……。


    「君ぃー、それはねー。ダメだよー」


    　ソニアがルディの思考を先回りして否定する。


    「なにがダメだ。勇者としては魔王との対決は……」


    「無理無理、死んじゃうよー」


    　ソニアはケタケタと笑いながら言う。


    　ルディもいますぐ魔王と対決して勝てる実力があるとは思っていないが、さすがに即否定されるとカチンとくる。


    「別にいまじゃなくて、将来的に」


    「君の未来に世界を預けられないよー」


    「うるせえ、お前に預けるのも大概だぞ。別に俺だけじゃなくて、頼れる仲間とさ……」


    　ルディの口調も徐々に荒くなる。


    「無理だよー。無理、無理ー！　いまいる勇者、全員でかかっても無理だよー。どうせいまの勇者なんか、本当に魔王が復活したら逃げちゃう人ばっかだしー」


    　ソニアはいまの勇者にまったくなんの期待もしていないらしい。


    「俺は逃げないけどな」


    「んー、じゃあ、まっさきに死んじゃうねー。それに復活したら人がいっぱい死んじゃうでしょー。いっぱい人が死んじゃったらダメでしょー」


    　……馬ば鹿かっぽいくせにまともなことを言いやがる。


    「ルディ、手伝おうよ。すごいことだよ」


    　ナディーネはすっかりその気になっているようだ。


    「そうだよー。世界を救う仕事だよー。勇者でしょー、救わないとー」


    　ソニアは当然とばかりに何度もうんうんと頷うなずく。


    　──世界を救う。


    　もちろんそれこそが勇者の究極の目的。


    　だがルディは〝人知れず未然に〟がどうしても気にかかる。


    　もしかしたらブレイズ以外に、未然に世界を救った名も知れぬ勇者がいるのかもしれない。


    　しかしそんな人の名を誰も覚えていないじゃないか……。


    　そもそも本当に魔王が復活するのか？


    　ルディにはとても信じがたい。


    　あまりにも世間の常識とかけ離れすぎている。


    　自分が魔王の復活を信じていると他人に言おうものなら、危ない人として距離を置かれてしまっても仕方ない。それくらい都市伝説としても信ぴょう性が低い話なのだ。


    　もしそれがまかり間違って本当であっても、ルディたちはそれを未然に阻止してしまうのだから、なんの功績にもならない。


    　──人知れず行う活動は、人に知れてこそ、はじめて人知れず活動をしたことになる！


    　本当に完全に人知れずであれば、それはもはやなにもしていないのと同じ。


    　たとえば襲おそわれている娘さんを助けて、名も告げずに立ち去ったとして、その後、本当に名を知られなかったら、なんの話の進展もない。本当に誰かわからない人だ。


    　ルディたちの活動もどこかで、誰かに嫌いやらしくない形で伝わらなければならないのだ。


    　できれば勇者業界の関係者に！


    　効率よく、嫌らしくない感じで！　コネができて、次の仕事に繋つながる感じで！


    「ちなみになんだが、ソニアは偉い知り合いはいるのか？」


    「偉いー？　ソニアが偉いよー」


    「それはわかったんだが、偉いなら偉い知り合いとかいないのか。勇者業界とかに……」


    「うーん。よくわかんないけどー？　なにかの会長さん？　その人知ってるー」


    　勇者業界で会長と言えば全国勇者協会の会長しかいない。


    　ルディも協会がなにをしているのか詳しくは知らないが、ダンジョンを管理したり、いかない。のろわれない。おうちゃくしない。スライムをなめない。しんでしまうとはなさけない。の頭文字を取った〝いかのおすし〟など勇者の標語を発表したりしている業界ではお堅めで地味な団体だ。


    　──本当だったら、事務所の社長とかが良かったが、まあ、会長でもいいだろう。


    　人知れず活動を知らすにはまずまずの人選と言えるだろう。


    　──念のため、自分でもＳＮＳなどを通じて、人知れず活動していることを周知徹底しておかなければ……。


    　これでヴォルフとネネを一気にまくる芽も出てきた。


    「わかった。人知れず未然に世界を救おうじゃないか」


    　ルディは手を差し出し、ソニアと固く握手する。


    「わかってくれたか、君ぃー」


    　ソニアは握手をしながら、ルディの手をぶんぶんと振る。


    「ああ。よろしくな」


    　ルディは笑顔でそう応こたえつつも、さりげなく活躍をアピールする方法で頭がいっぱいなのであった。
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    　その日の夜、珍しくコーポ勇者の住人全員がリビングに集まっていた。


    　全員がキッチンテーブルのそれぞれの席に着く。


    　緊急会議である。


    　議題はもちろんソニアについて。


    　ルディとナディーネはソニアが滞在することをＯＫしたが、当然、他のシェアメイトの許可も必要だ。


    「女の子が増えるのは僕としては大歓迎だけどね。でもねー、他の人はどうかな」


    　クリストフが苦笑しながら、他のメンバーの顔を見渡す。


    「ルディ、ダメだよぉ。勝手なことしたら、大家さんに怒られちゃうのさぁ」


    　ネネが自分はペットのノリオを飼っているにもかかわらず、ルール順守を訴える。


    「まあ、基本はそうなんだけどさ、偉い賢者がこの世界のための重大な研究のために必要だって言ってんだからさ」


    「賢者？　本当にぃ？　あやしいよぉ。あの人、ちょっと馬ば鹿かそうなのさぁ」


    「お前が言うか……」


    　ルディはちらりとソニアに視線を送る。


    　先ほどまでナディーネに作ってもらった夕食をパクパクと食べていたが、満腹になると床に大の字に寝転がってしまった。自分の話なのに聞いてるのか、聞いていないのか……。


    「僕とネネはいま重要な時期だからね。住環境は大事にしたいな」


    　ヴォルフもすげない態度。


    「そうだよぉー。明日も事務所のイベントに出なきゃなのさぁ」


    　別にお前のスケジュールは聞いてないし……。


    　ルディは聞こえていないフリをしてネネの話を無視する。


    「それでアーニャは？」


    「普通に邪魔……」


    　案の定、アーニャがもっともすげない。


    「でも、賢者だぜ。手伝ったら偉い人紹介してくれたりさ」


    　ルディはそれでも交渉の余地を探ってみるが、アーニャの表情は険しいまま。


    「あの横になってる人が……？」


    　アーニャは床で大の字になって、満足げにお腹をさすっているソニアを眺めて言う。


    　あの姿を見て、偉い人を紹介してもらえるとは普通は思えないだろう。


    　紹介してくれるとしたら、お友達の五歳児などが関の山だ。


    「たしかに怪あやしいのは怪しいんだけど、可能性に賭かけてみるっていうかさ」


    「可能性、低すぎじゃない？」


    「ほら、でも、困ってる人を助けるのって大切なことだと思うし、それに人を見た目で判断しちゃいけないと思うな」


    　ルディの劣勢を見かねてナディーネが援護してくれるが、アーニャは論外と言わんばかりに小さく首を振るだけ。まったく譲歩する気はなさそうだ。


    　現状では賛成派がルディとナディーネ。反対派がヴォルフ、ネネ、アーニャ。クリストフはひたすら性的な目でソニアを見ているといったところ。


    　──なにか考えを変えさせるインパクトのある言葉が必要だが……。


    「やっぱり勇者ってさ。世界を救うことが使命だと思うんだよ」


    　少々恥ずかしいが、思い切って真正面からぶつかってみる。


    「古いよ、ルディの世界観は。何十年前の勇者だよ」


    　ヴォルフに鼻で笑われてしまった。


    「古いもなにも勇者の究極の目標だろ」


    「それは建て前。いまの勇者はショービジネスだよ。スポンサーの名前入りの装備で冒険して、イベントに出て、トークショーに、即売会。それが現代の勇者だよ。誰にも見つからない活動して、どうやってお金が回るの」


    　ヴォルフはプロがアマチュアに説くような口調。


    　そんなことはいまさら言われずとも、ルディとて重々承知。


    　こみ上げてくる怒りをこらえて、他のメンバーの意見を待つ。


    「世界を救うのもいいけどさ。ルディ本人が信じてないっぽいんだよね」


    　アーニャが面倒そうにぼそぼそ答える。


    　──痛いところを突くな……。


    　たしかにルディは本当に世界を救うなどと本気で信じてはいない。ソニアを手伝ってコネを作ったり、それっぽい活動でアピールしたりで、ヴォルフとネネと立場を逆転するきっかけができれば……、そんな藁わらにもすがる心境なのだ。


    「おい、お前もなんか言え」


    　ルディはソニアに自みずからの研究を説明させようとするが……。


    「ん──。ほへ──」


    　ソニアはちっとも話を聞いていなかった。目がとろーんとして、いまにも寝そうな雰囲気。


    「おい、世界を救うための活動してるんだよな」


    「そーだよー。見てのとーりだよー」


    「全然見えないが、嘘うそじゃないよな。本当だよな」


    「マジマジー、マジ救うよー、思ったより救うよー」


    　寝転がったまま、よだれを袖そでで拭ふく。


    　この態度で信じる人間がいるだろうか……。むしろ信じていた人間すら信じるのを止やめるだろう。


    　ルディとて世界を救うことは信じてない。ただ自分がヴォルフとネネを抜き返すチャンスがあるなら藁わらにもすがりたい。そんな気持ちだったのだが……。


    　──この藁は腐った藁だ。


    　方針を変更し、帰ってもらうことに心変わりしようとしたときだった。


    「ネネちゃん、アーニャちゃん、あのね……」


    　ナディーネが両りよう脇わきに座るアーニャにひそひそと耳打ちする。


    　見る見るうちにアーニャの表情が変わる。


    「……可能性に賭かけるっていいよね。どれだけ少ない可能性でも」


    　アーニャの目に珍しく生気が宿っている。


    「えっ？　なになに？」


    　ネネも興味深々でナディーネの口元に耳を寄せる。


    「ふんふん、あの見た目で……かなりの年で……、薬で老化を……お肌がピチピチ……へぇー」


    　聞いたことがそのままネネの口から出てしまっている。耳打ちの意味がまったくなくなってしまっているが……。ネネは思考を整理しているのか、腕組みして何度も頷うなずく。


    「これまでスキンケアなんて、ちっとも気にしてなかったけど、事務所に入ったからにはお肌も大事なのさぁ……。先生！　ごめんなのさぁ！　こんなところに転がして」


    　ネネはソニアに駆け寄ると、抱え起こして自分の席へとつかせる。


    「ん──!?」


    　ソニアは自みずからの身になにが起こっているのか理解できずポカンとしている。


    「ヴォルフ、先生にデザート出してあげなよぉ。スキンケアの先生に」


    　……やっぱりそっち方面で説得したか。


    　釈然としないが、これで賛成派がルディ、ナディーネ、ネネ、アーニャ、反対派がヴォルフ、クリストフはソニアをただ性的な目で見ている状況だ。


    「いや、みんながいいなら、僕もいいけど……」


    　急に劣勢になったことを感じて、ヴォルフもトーンダウンする。いまだ「大事な時期なんだけどなあ」などとぶつくさ言っているが、もはや大たい勢せいは決した。


    「よし、じゃあ異論はないってことでいいな」


    　ルディは改めて確認する。


    　メンバー全員が首を縦に振る。


    　その様子を見て、ソニアも満面の笑顔！


    「ありがとー君たちー。これから、よろしくねー」


    「あんまり長居は困るぞ」


    　ルディは常識知らずのロリ婆ばばあに釘くぎをさす。


    「わかったー、それで、誰の部屋を貸してくれるのー？」


    「はあ!?」


    　ルディは自みずからの耳を疑う。


    　ルディはリビングを一時的に使わせることをイメージしていたのだが……。


    　ソニアはまったくそうは考えていなかったらしい。


    「部屋がないと、集中できないでしょー！」


    　当然と言わんばかりの態度で要求。


    　さすが自称偉い賢者。


    　なかなかどうして図ずう々ずうしい態度である。


    「スキンケア先生でも、それは無理なのさぁ。私の部屋にはノリオもいるし」


    　ネネが真っ先に拒否を明言。


    「というか、誰も部屋を明け渡したくはないよね。普通に考えて」


    　クリストフが苦笑を浮かべながら言う。


    　たしかに……。誰も立候補するはずがない……。


    　お互いがお互いの様子を見合って、けん制し合う。


    「えーとねー。こういうときはねー。クジで決めるといいんだよー」


    　こういう事態を招いたソニアがぬけぬけと言い放つ。


    　お前が言うな的な思いはあるが。しかし、まあそういう結論に至るしかないか……。


    「絶対に後から文句言うのはなしだよぉ」


    　ネネがそう念を押しながら、一発勝負であることを強調する。


    「ああ、俺は勇者だ。勇者たるものセコい交渉はしない！」


    　ルディはきっぱりとそう答え、クジの作成を開始する。


    　ティッシュでこよりを何本か作り、一本だけ先端を赤くする。


    　赤いこよりを引いたら部屋を出なければいけない。


    　そういう運びだ。


    　完全に運の勝負。


    　しかしルディには勝算があった。


    　ルディにはラックの種、ウルトラＭＡＸがあるのだ。


    　皆がクジに不正はないか念入りにチェックしている間に、ラックの種、ウルトラＭＡＸのギラギラのパッケージを剥むき、飲み込む。


    　広告のように劇的に運の良さが上昇するわけではないだろうが、普通の種くらいには上がるだろう。


    　そもそも確率、六分の一、その上、運が上がっているのだ。基本的に負ける勝負ではない。


    　クジ引きの手て筈はずは淡々と進む。


    　公正を期するため、ソニアが先端だけ残してこよりを握り、みんなの前に差し出す。


    　全員が一本ずつ選び、同時に引き抜く。


    　赤い印が付いていたのは……。


    　ルディのこよりであった。


    「やったのさぁー。やっぱり私、いま運が来てるのさぁ！」


    　ネネが拳こぶしを何度も天井に向かって突き上げる。


    　──なんでだよ！


    　どうなってるんだ、ラックの種、ウルトラＭＡＸ。


    　運が良くなるどころか、むしろ下がってるんじゃないか……。


    　一瞬でも信じた自分がなさけない。


    　がっくりとうなだれるルディ。


    　そんなルディの肩にソニアが優しく手を触れる。


    「君ぃ、そんな落ち込まなくてもいいよー。別に部屋を出てってほしいわけじゃなくてー、一緒に使わせてほしーだけだよー、君も気にせず使いたまえー」


    「つまりは一緒に住むってことか？」


    　ルディは聞き返すと、ソニアは大きくうなずく。


    「ベッドひとつしかないぞ？　いいのか？」


    「へーき、へーき。ふくさよーのせいで小柄だからー」


    　ソニアはまったく気にする様子はない。


    　ロリ婆ばばあとの同どう棲せい生活……。


    　これがラックの種、ウルトラＭＡＸの効果か……。


    「まあ、それでいいなら、いいけど」


    「ダメッ！」


    　ナディーネが顔を真っ赤にしている。


    「じゃあ、ナディーネが、ソニアと一緒に……」


    「クジで負けたの、ルディでしょ！　セコい交渉はしないんじゃなかったの！」


    「セコい交渉はしないが、なにをもってセコいとするかは、解釈の余地があると思う」


    「ダメ！」


    　ナディーネはきっぱりと断言する。


    「しかたないなあ。それなら、ルディくんがリビングで、賢者さんはルディの部屋。僕とアーニャがアーニャの部屋というのはどうだろう」


    「関係ないし、ひと部屋余ってるし……」


    　クリストフの余計なアイディアはアーニャに一いつ蹴しゆうされる。


    「ルディが負けたんだから、もう決まりなのさぁ」


    　ネネが強制的に議論を終了させる。


    　残念ながら、異論を差し挟むものはいない。


    　こうしてルディはラックの種、ウルトラＭＡＸの効果を感じることなく、リビングで生活することになったのだった。


    



    　リビングでの生活はルディを結果的に朝方の勇者へと強制的に変化させた。


    　ソファーで眠るルディ、朝になると必然的に誰かに叩たたき起こされてしまうのだ。早起き勇者は爽さわやか勇者のはずであったが……。ルディはますます爽やかさを失っていた。


    　ソファーでは安眠できず、せっかく寝入っても誰かの足音で起こされてしまう。


    　寝てもまったく体力が回復した気がしないのだ。


    　そして古代エルバウルの暦こよみの解読作業の補助。


    　聞こえはいいが、これがまたルディを不機嫌にさせる。


    　ソニアは相変わらずわがまま放題。


    　ルディを完全に小間使いとして使うのだ。


    「ねーねー、図書館でこの本借りてきてー」「ねーねー、お菓子を買ってきてー」「ねーねーお茶を持ってきてー」「ねーねー背中掻かいてー！」


    　世界を救うための活動とは言い難いパシリの作業の日々。


    　ルディ自身は古代文明の文字など読めない。よって手伝いといっても雑用が中心になるのは仕方のないことなのだが……。


    　──ソニアを追い出したい。ブーメランの如く、無造作にゴミ袋に放り込みたい。


    　そんな衝動をぐっと堪こらえる日々。


    　これも世界を救う勇者として、業界関係者にアピールし、ヴォルフとネネとの立場を逆転するためである。


    　そんな生活を続けること一週間。


    　その日もルディはキッチンでやかんを火にかけると、お湯が沸くまで、キッチンテーブルでスマホをいじっていた。


    　ルディのスマホに表示されている画面はイセッター。


    　それは異世界からの転生者によってもたらされた、短文を投稿するＳＮＳである。サービスがスタートしてすでに数年が経たちすっかり一般的になっている。


    　ルディはこっそりとイセッターのアカウントを登録していた。


    　性格上、ルディはあまりＳＮＳが好きではない。


    　返事を返すのが面倒だし、そもそも他人の呟つぶやきに〝いいね〟と思わないのだ。


    　むしろ他人が楽しそうにしているところを見せられても嫌いやな気しかしない。


    　にもかかわらずアカウントを作成した目的はただひとつ。


    　人知れず世界を救ったことをさりげなくアピールするため。


    　まずは何気ない駆け出し勇者の呟つぶやきを自然な感じで投稿しておかねばなるまい。


    　フォロワーもそれなりに集めておかねば……。


    　ルディはまずはとっかかりに、ヴォルフとネネのアカウントを捜す。


    　事務所の指示でアカウントを作成していると小耳にはさんだのだ。


    　名前で検索するとすぐにアカウントが見つかる。


    　ヴォルフのアカウントには生意気にもプロフィール欄に「フォローバックは業界関係者のみとさせていただきます」などと書いてある。


    　──自分がひよっこのクセになにを関係者っぽいアカウントを作っているんだ。


    　ルディはちょっとイラつきながらも投稿内容をざっと読む。


    　ヴォルフの呟きはルディのイライラをさらに増幅させる内容であった。生意気に勇者を目指す若者たちに、「実際は厳しい競争社会だぞ」的なアドバイスを投稿しているのだ。


    　完全に有名勇者気取りである。


    「生意気な……」


    　本来であればこんなアカウント、ブロックしてやりたいところだが、しかしヴォルフと絡からめば、事務所の関係者の目に入るかもしれない。


    　涙を呑のんでヴォルフをフォローする。


    　一方のネネはヴォルフに比べると牧歌的な内容。


    　仕事でどこに行っただの、なにを食べたなど、他た愛わいもない呟きばかりだ。


    　嫌悪感がないのはいいのだが、まったくもって面白くない。


    　しかも、食べ物の画像がなにげに美お味いしそうなものばかりなのが、ルディの癪しやくにさわる。


    　これはスシとやらだ……。


    　ルディも食べたことはないが、その存在は知っている。異世界からもたらされた高級グルメらしい。打ち合わせを兼ねた会食だろうか。


    　──いいものつまんでるじゃねーか。


    　ネネもまたルディの基準で言えば、即ブロックの対象であるが、我慢してフォローする。


    「なに見てるの？」


    　突然背後からの声。


    　振り返るとヴォルフが立っている。


    「なんでもない」


    　慌あわててスマホの画面を隠すルディ。ふたりのイセッターを見ていたとは、口が裂けても言えない。


    　ヴォルフはそれほどルディのことを詮せん索さくすることなく、ソファーに腰を下ろす。


    「それで、ルディの方は調子はどうなの？」


    　ヴォルフが余裕たっぷりの口調で尋ねる。


    「なにがだよ」


    　ルディは不機嫌さを隠すことなく返事をする。


    　ヴォルフは「お前はどうなんだ？」と聞いてほしいから、ルディの調子を聞いたのだ。ルディはそのように思っている。


    　ということはヴォルフの調子はいいのだろう。


    　絶対に「お前はどうなんだ」とは聞くまい、ルディはそう心の中で誓う。


    「いやー、僕の方はなんだか、忙しくてね」


    　恐ろしいことに、ヴォルフはルディが聞いてもいないのに話を広げだした。


    「なんだか、ビックリするくらい、順調でね。結構仕事が入ってきそうなんだよね。打ち合わせとレッスン、プロフィール写真の撮影、イベントのリハーサル、休む暇ひまないよ」


    「そりゃ、良かったな……」


    　ルディは感情をできるだけ殺してそう答える。その口調はとても「良かった」と思ってる人のものとは思えない。


    　ヴォルフはその後もペラペラと自分の調子の良さについて語る。


    　もうルディは聞いていられなくて、強引に話題を変える。


    「それでネネとはどうなんだ？　ネネとふたりきりのときも多いだろ。もしかしたらいい感じになったりとかしないのか？」


    　先ほどまで、うんざりするほど元気だったヴォルフが急激にトーンダウンする。


    「うーん。僕は純粋にネネを推おすつもりだったのに。やっぱりね……ビジネスになるとね……。なんだか違うんだよな」


    　ヴォルフは微妙な顔をしている。


    　はじめはエリたんをアイドル勇者として推していたヴォルフであったが、エリたんの真実の姿を知って、ネネ推しへと鞍くら替がえしたのだが……。


    「結局ね、距離が近すぎると神秘的な部分が消えちゃうんだよね……。ずっと一緒にいると嫌いやな部分が見えてきちゃうっていうかね……。僕はね、長年ドルオタやってるから、僕の女の子を見る目は厳しいからさ。ネネもね。別に冷めちゃったわけじゃないんだよ。ただね、やっぱり新鮮味っていうか、フレッシュな気持ちは減ってくるよね。どうしようかなー？」


    「おお……、おう……」


    　──お前が選ぶ側なのか……。


    　ルディはヴォルフの思考回路に驚きを隠せないが、あまりに怖すぎて、ツッコむことすらできない。ルディも以前であればツッコんでいただろう。このイタさがヴォルフの一種の魅力であり、ルディもそこを楽しんできたのだが。最近の調子の良さによる天てん狗ぐ具合と相まって、独特のえげつなさを醸かもし出している。


    「勘違いしないでほしいんだけど、僕はネネのことはいいと思ってるよ。やっぱりあの天てん真しん爛らん漫まんな感じ、好きだしね。ただ、やっぱりどんないい子でも僕の想い全部は受け止められないっていうかさ。だからネネはネネで正妻としてキープしつつ、他の子にも手を出していきたいっていうのが本音かな？」


    「いやいや……。そんな本音なら、もはや勘違いさせてくれよ」


    　──こいつ笑えないレベルに到達している。急に調子良くなっちゃったから、ゲスな男の本能が首をもたげだした。それはルディにも理解できるが、……いくらなんでももたげすぎだろ。ちょっと説教するか……。


    　ルディが説教をしようとしたタイミングで、ネネ当人がリビングに姿を現す。


    「お疲れー、ヴォルフ、今日も打ち合わせだねぇ」


    　ネネはヴォルフになにを言われていたのか気づくことなく、いつも通りの明るい口調。


    　リビングのルディの向かいに座り、昼食を取り始める。


    「ルディも頑張ってる？　あの賢者さんのヤツ」


    　ネネはサンドイッチを食べながら、ルディに尋ねる。


    「ああ、まあな……」


    　ルディは歯切れ悪く答える。


    　魔王の復活を阻止する活動という名のパシリ。


    　──頑張ってはいるのだが、いまヴォルフに説明すると絶対に馬ば鹿かにされる。


    　いまのルディにはあいまいにはぐらかすしかない。


    「君ー、いつまでかかってるんだよー。おーい、お茶──！」


    　元ルディの部屋からソニアの馬鹿っぽい大声が響き渡る。


    　ルディ本人もすっかり忘れてしまっていたが、ルディはソニアにお茶を淹いれるためにキッチンに立っていたのだった。


    「ちっ！」


    　小さく舌打ちしながら、ルディはキッチンに戻る。


    　本当にこの選択が正しかったのか……。


    　お湯を沸かしながら、ルディの脳裏によぎる不安。


    「ルディ、私にもお茶淹れてよぉ」


    　ネネの声がリビングから聞こえる。


    「断る！」


    　ルディはキッチンから怒鳴り返す。


    「なんでぇ？　一杯淹れるのも二杯淹れるのも一緒でしょぉ！」


    　ネネはサンドイッチを頬ほお張ばりながら、ルディに抗議する。


    「なんか、お前らの下みたいになるのが嫌いやだ」


    「気にしすぎだよぉ。私たちは売れてない人を見下さないタイプさぁ！」


    　悪意はないんだろうが、ルディからするとネネはネネで素直すぎて、性た質ちが悪い。下手をするとヴォルフの露骨な天てん狗ぐよりもダメージがある。


    「とにかく嫌いやなもんは嫌なんだよ。自分でやれ」


    　ルディはお湯を注そそいだカップにティーバッグを投入しながら言う。


    「ルディのケチ！　そんなケチなこと言ってると、偉い人紹介してあげないよぉ」


    「人を紹介するほど売れてないだろ！」


    「そんなことないよぉ。いい調子だよ。今日だって打ち合わせで、なんか偉いっぽい人とご飯行くのさぁ」


    「今日もシースーかな。毎日だとちょっと飽きてくるね」


    　ヴォルフが自分に酔っているかのような生意気な発言をする。


    　スシをシースーと言い換える。これは勇者業界の業界用語なのだろう。


    「スーシー好きだけど、ウーナーギーも食べたいのさぁ」


    　ネネも業界用語っぽくは言っているが……。ただ伸ばして言っているだけで全然言えていない。


    「お前ら業界用語とかやめとけよ。格好悪い」


    「周りが使ってるとついついね」


    　ヴォルフはそう言い訳するが、ルディからするとどう考えても積極的に使っているようにしか見えない。
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    「嘘うそつけ、ワザと使ってるくせに」


    「ルディは疑うたぐり深いな、本当についついだって。『おーい、ケシドクあるー？』とか言っちゃうもんね」


    　ケシドクとは毒消し草のことだろう……。


    　本当にそんな言い方するのか？


    「本当に自然になるのさぁ。なにせ、毎日、スーシー、スーシー、チャンネー、チャンネーだからねぇ」


    「チャンネーはお前だろ！」


    　ネネは絶対に自然にそうなってはいない。


    　というか、まったく使いこなしていない。スーシーって、ただ延ばしてるだけだし。


    「じゃあ、チャンネーにお茶を淹いれなよぉ、チャンネーはドイッチサンドーを食べてるから、オーチャーが飲みたいのさぁ」


    　ネネはまったく使いこなせてない業界用語でルディにお茶を要求する。


    　こうなってくるとさらにお茶を出したくなくなるルディ。


    「絶対に嫌いやだ！」


    「えー、ディールーのケーチー」


    「俺の名前を業界用語風にするな！　ていうか、行けよ、その打ち合わせとやらにさ。お偉いさんにペコペコしに行けよ！」


    「言われなくても行くさぁ！　キョーウーなんてビーテーレーのーバーンーグーミーシュツエーンするかーらーのチーウー合わーせだからね！　ねえ、ヴォルフ？」


    「えっ!?　あ、うん。そうそう」


    　ヴォルフは頷うなずいているものの、目が泳ぎまくっている。明らかにわかってない！


    　当人同士で通じなくてなにが業界用語なのやら……。


    　結局、お茶をもらえずサンドイッチを食べ終えたネネは、ルディに向かって、べーっと舌を出して、リビングを後にする。


    



    　ネネとヴォルフと揉もめたせいで、お茶を一杯淹れるだけで随分と時間がかかってしまった。


    「遅いよー。なんでそんなに時間がかかるのー」


    　ソニアは早速お茶をひと口飲む。


    「苦いいいいい───。にがああああいよ────！」


    　泣きそうな顔でソニアが叫ぶ。


    　ルディがティーバッグをカップに入れっぱなしにしていたため、お茶が濃くなってしまったようだ。


    「これくらいの方が、眠気覚ましにはいいだろ」


    「ソニアは眠くなってないもーん！　喉のどが渇いただけだもーん。この役立たず勇者！　ソニアが子供だったら泣いてたよー」


    　ソニアがポカポカとルディの肩を殴るが、まったくノーダメージ。


    　腕力は子供以下のようだ。


    　──知力も子供以下では困るが……。


    「それで進しん捗ちよく状況はどうだ？　馬ば鹿か賢者」


    「ひどいなー、ソニアにそんなこと言う人いないよー」


    　ソニアはボリボリと飴あめを噛かみながら、ルディの出した紅茶にも大量の砂糖を加えている。


    　口の中の苦みを消すためなのか、それとも頭脳労働には糖分が必要ということなのだろうが、ルディにはちっとも糖分が脳に到達しているようには見えない。


    「先に言ったのはそっちだ。それで？」


    　ルディとしてはこの状況を長引かせたくない。


    　一日も早く解読に成功してほしいのだ。


    「んーとねー、わかんなーい」


    　ルディの期待を裏切る間の抜けた返事。


    　ソニアは周りの人にわーわー言われるのが嫌いやで、研究所を飛び出してきたらしい。


    　いまのルディにはソニアの周囲の人の気持ちが理解できる。


    　生活能力がまったくない上に馬鹿っぽい。これではしつこく進捗を尋ねたくもなる。


    「こっちは部屋を追い出されてるんだからさ。〝わかんなーい〟じゃ困るんだよ」


    「だって、わかんないんだもーん。難しいんだよー」


    　ソニアは子供が宿題を放棄するかのように、暦こよみをぽいっと投げ出してしまう。


    「実際問題、どれくらいのレベルで読めてんだよ？」


    「えーと、えーとね。暦は読めないけどー、これは読めるよー」


    　ソニアはノート程度の大きさの木製の板を拾い上げる。


    　そこには古代の言葉がなにやら刻印されているが……。


    　文字を囲うようにギザギザの模様が刻まれている。素人しろうと目には模様で文字を強調しているかのようにも見えるが……。


    「なんて書いてあるんだ？」


    「えーとねー。〝ドッキリ大成功！〟これは古代の人がドッキリに成功したときに出す看板の一部なんだよー」


    「くだらねえなあ！」


    　ルディは思わず素直な感想を口に出してしまう。


    「くだらなくないよー。これがドッキリ大成功だって読める人は、この世界にほとんどいないんだからー。世界中で三人くらいしかいないんだぞー」


    　ソニアは口を尖とがらせて、ルディを睨にらみつける。


    「じゃあ、三人でドッキリし合うしかないな。それじゃあ、これは？」


    　ルディはその木片の隣にあった古びた布を指さす。


    　布は細長い形状で真ん中にかすれた文字が並んでいる。


    「えーとねー、これはねー〝本日の主役〟だねー。千切れちゃってるけど、これタスキの形になってて、本日の主役の人がかけたんだと思われるねー」


    「ドッキリ大成功と本日の主役のタスキって、発掘した場所は古代のパーティーグッズ売り場かよ……」


    「わかんなーいよー。ソニアが発掘したんじゃないしー。発掘した人に聞いてよー」


    「誰が発掘したんだ？」


    「知らないよー。発掘に行ったことないもーん」


    　どうやらソニア自身は遺跡に足を踏み入れたことはないらしい。


    「素人しろうと考えで悪いんだけどさ、こんなパーティーグッズの残ざん骸がいを調べてても、ヒントになんないんじゃねーの？　もっといい資料はないのかよ？」


    　ルディはぼろぼろのタスキをつまみ上げながら言う。


    「ないよー、これだって、すごい、すごーい貴重なんだよー。君なんか本当は触っちゃダメなんだからねー」


    　貴重なパーティーグッズか……。


    　説明されてもルディにはまったくその価値は理解できない。


    「これが出てきたところ掘ったら、鼻眼鏡も出土しそうなもんだけどな……」


    「それがねー鼻眼鏡はねー、…………あーっ！　馬ば鹿かにしてるなー」


    　ソニアはルディを睨みつけるが、ちっとも迫力がない。


    「馬鹿にしてるんじゃなくて、率直な感想だよ」


    「じゃあ、とっておきの見せてあげるよ」


    　ソニアはそう言うと、床に転がっていた壺つぼの欠片かけらのような物と人形を拾い上げる。


    　ルディにはとっておきだとは思えないほど、雑に打ち捨てられていたように見えるが……。


    「これはねー、すごいんだよ。この壺にいっぱい穴が開いてるでしょ。ここにこの小さなナイフを刺してくとね、中に入っていた人形がぴょーんって出るやつだよ」


    「それはなんに使うんだ？」


    「人形がぴょーんって出たらおもしろいじゃーん！　諸説あるんだけどねー、順番にナイフを刺して、ぴょーんってなったら罰ゲームとかで、わーい！　ってなったんじゃないかと、考えられてるんだよー！　ソニアの最新の研究結果だよー」


    「つまり、最新の結果によると、お前は国の予算を無駄遣いしていると」


    「なんでそんな結論になるかなー！　これ、すごいんだよー。古代の人たちはすごい技術力があったってことでしょー！　やっぱり馬ば鹿かにしてる！」


    「だから率直な感想だって。魔王の復活を阻止するための研究なのに、資料がショボすぎだろ。もしかして、国もお前のこと全然信じてなくて、適当な資料与えて、ほっといてるんじゃないの？」


    　ルディの言葉に、ハッと息を呑のむソニア。


    　しばらくひとりで考え込んでいる。


    「そんな気がしてきた……。あいつらー、ソニアのこと偉いけど面倒だから、適当に遊ばせとけみたいな感じだったー！　ソニア知ってるよー、これ厄介払いって言うんだよー！　あいつらーよくもー！」


    　ソニアはひとりでプンプン怒っている。


    「まあ、偉い馬鹿がいたら、迷惑だろうからな」


    　ルディはソニアに聞こえないようにボソリと呟つぶやく。


    「もう、許さないよー、ソニアの凄すごいとこ見せてやるんだから───」


    「どうやって？」


    「遺跡に行って、自分で発掘だ───！」


    　ソニアは拳こぶしをぶんぶん振り回しながら、そう宣言する。


    「遺跡って、そんな気軽に入れるのかよ」


    「ソニアが入りたいって言ったら、よゆーだねー。君たちも助手として入れてあげよう」


    　ソニアはさも当然のことであるかのように言う。


    　遺跡の探検か……。


    　ようやく冒険らしくなってきた。ここで家事手伝いをしているよりはるかにやりがいがありそうだ。それに絵面がいい。


    　──ようやく登録しておいたイセッターの出番だな。


    　家事手伝いの日々ではなんのアピールにもならなかったが、遺跡を調査する場面を撮影して、イセッターで呟いておけば、人知れず世界を救う勇者として非常に説得力のあるアピールになるだろう。


    「よし、行くか遺跡！」


    「行こう！　行こう！　スコップ持ってかなきゃねー。みんなに言っといてー」


    　ソニアはまるで遠足に行くかのようなノリでピョンピョンと飛び跳ねる。


    　──問題はこいつが本当に大賢者なのかだな……。


    　つきあえばつきあうほど、その点についての不安はむしろ深まるのであった。
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    「ソニアが遺跡に行くってよ」


    　ルディはことのあらましをナディーネ、クリストフ、アーニャに告げる。


    「なんで私まで」


    　アーニャはルディを一いち瞥べつするとソファーに横になったまま言う。


    「発掘作業するなら人手が必要だろ」


    「日焼けするから、やだ」


    　アーニャは勇者にもかかわらず日焼けを気にしていた。


    　アーニャは勇者なのに、基本引きこもり状態。


    　リビングに下りてくるだけでも大儀そうである。


    　ソファーに投げ出されたアーニャの身体からだ。


    　極端に日光に当たらないことによって手に入れた、透き通るような肌。そして十二分な睡眠時間によって育はぐくまれたたわわな胸。


    　その身体を重力に任せて、ぐったりさせることで、全身で外出拒否を表現している。


    「部屋まで貸して、発掘作業の手伝いまでするって、ルディくん、いつからそんなお人よしになったの？」


    　クリストフもあんまり乗り気なようには見えない。


    「焦ってるんだよ。ネネとヴォルフのことで」


    　アーニャが勝手にルディの気持ちを代弁する。


    「いや、別に……」


    　ルディは否定しきれない。


    　たしかにルディは焦っている。


    　ルディは勇者としての才覚はコーポ勇者の住人の中で自分が一番であると信じてきた。


    　そしてそれはいまも変わらないし、変えられない。


    　いち早く自分が一番だと信じられる状態を回復したいのだ。


    「逆にお前らはなんで焦んないんだよ」


    　ルディはクリストフとアーニャを順に睨にらみつける。


    「僕はルディくんみたいに競争心はないからね。それぞれのペースでやればいいじゃない」


    　クリストフがそれっぽいことを言うが、ルディはまったく納得がいかない。


    「お前らのペースだと人生が先に終わるだろ」


    　たしかクリストフの実家はお金持ちの薬くす師し。アーニャの家も裕福だったはず。


    　その辺もこの無駄な余裕につながっているのだろう。


    「ルディはあの子が大賢者だって信じてるの？」


    　アーニャがソファーに寝転がったまま、ルディに尋ねる。


    「大かどうかはわかんないけど、賢者だとは思ってるけど」


    「それで魔王の復活がどうとかは？」


    「それは……まあ、もしかしたら」


    　現在の勇者業界で魔王が復活するなどと信じている人間は皆無だろう。だからこそ実力そっちのけのショービジネスとして成立しているのだ。


    　もちろん勇者でない普通の人々も、一部の危ない人を除けばそんなことを信じている者はいない。教科書にも魔王はブレイズと共に消失したと書かれている。


    　そしてルディも、ソニアが偉い賢者なのだとしても、魔王については、正直、眉まゆ唾つばものだと思っている。ルディにとって、本当かどうかは関係ない。アピールになるかどうかなのだ。


    「信じてないのになんで手伝うかな？」


    　やはりアーニャにはごまかしは利かないようだ。


    「それは……、活動実績が欲しいからだ。遺跡内で写真を撮りまくって、世界のために活躍する勇者として、イセッターにアップする！」


    　ルディは本当の目的を正直に告白する。


    「うーん……。弱いかな」


    「なにが？」


    「遺跡に入ったってだけじゃパンチがない」


    「じゃあ、どうしたらいいんだよ」


    「……なにか発見するか、それとも貴重な遺跡を守るか。そんな感じのことしないと」


    「アーニャの言うこともわかるけど、昔から国が管理してる遺跡だぜ。いまさら新発見もないだろうし、モンスターも出ない場所だぞ」


    「自分たちで埋めて……偽装するとか」


    「やめようよ、アーニャちゃん」


    　ナディーネが悲しい顔をする。


    　馬ば鹿かがつくほど真ま面じ目めなナディーネがそんな案に乗れるはずがない。


    「とにかく私はパス。あの人、若返りの薬持ってなかったし……作り方も忘れたらしいし」


    　アーニャはあっさりと言う。


    　アーニャがソニアを招き入れることに賛同した目的は老化を防ぐ薬のみ。


    　しかし残念ながら、ソニアが作った不老の薬は実験失敗の副産物。もう一度作るのは難しいらしいのだ。


    　こうなるとアーニャは別のメリットがないと動かない。


    　ならば別のメリットを提示するしかないだろう……。


    　ルディは少々弱いとは思いつつ、コネについて切り出す。


    「あいつ全国勇者協会の会長の知り合いらしいんだけどな。協力したら紹介してくれねーかなーと思ってるんだけどさ」


    　ルディの言葉にアーニャの目がギラリと光る。


    「なぜそれを早く言わない……」


    「いや、事務所の社長とかじゃないし、なんか地味だし」


    「全国勇者協会……なにしてるか知ってる？」


    「まああれだろ、ダンジョンの管理したり標語を発表したり……」


    　ルディは間違ったことを言ったつもりはないのだが、アーニャはそうじゃないと言わんばかりに首を振る。


    「Ｓ級の勇者って知ってるよね」


    「ああ、偉い勇者が認定されるあれね」


    　いかにも偉い勇者がＳ級認定勇者であることを誇っているのは目にするが、不思議とＡ級、Ｂ級Ｃ級の勇者を見たことがない。


    「あれはＳ級の勇者の認定を受けたい人が全国勇者協会に申請して、認定してもらってるの。……審査料を払って」


    「アーニャもＳ級が欲しいのか？」


    「違う。あんなのいらない。私は認定する側に回りたい。欲しいのは審査料」


    　なるほど……。


    　ルディはアーニャの言わんとすることを理解した。


    　全国勇者協会の収入源は審査料だったのか。Ｓ級を名乗れば仕事の依頼も増加する。少々審査料が高額でも進んで払うだろう。まさに大人のやり口。


    　そしてアーニャも審査側に回りたいのだ。


    　いつも気だるげなアーニャの目が燃えている。


    　獲物を狙ねらうサーベルタイガーのようなギラギラした目。利権という名の獲物を狙う、肉食の獣けものだ。


    「行こう。遺跡に」


    　遺跡での発掘作業によるシミ、ソバカスを恐れることなく、アーニャは力強くそう宣言したのだった。

  


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    　第三エルバウル期、五号特別遺跡。


    　ルディ、ナディーネ、アーニャ、クリストフ、そしてソニアが向かった遺跡はそう名づけられていた。


    　勇者の冒険するダンジョンには風の塔だの、水すい龍りゆうの洞どう窟くつだの、それっぽい名前がついているのだが、国が管理する遺跡とあって、実に無味乾燥な名前だ。


    　当然、往時の住人たちが五号特別遺跡と呼んでいたわけではないが、本当の街の名前はわからないらしい。


    　ルディたちの住む王都アリアから、歩いて一日ほどの距離。


    　王都に程近い距離にあるが、一般人の立ち入りは禁止されている。


    　それは勇者であっても同様。


    　勇者は協会が管理するダンジョンのみで冒険が許されており、無許可で勝手な冒険、いわゆる闇やみ冒険をしたことがバレると、業界を干されるのが暗黙のルールである。


    　遺跡の周りにはフェンスが張り巡らされており、入り口には警備の衛兵が配置され、厳重に遺跡への立ち入りを管理している。


    「ソニアだよ。入ーれーてー」


    　ソニアはつかつかと大おお股またで衛兵の前へと歩みより、子供が友達の家に遊びに来たかのように大声で言う。


    「大丈夫かな？　ちゃんと許可を取ってるのかな？」


    　その様子を見て、不安そうにルディに耳打ちするナディーネ。


    　この冒険を通して、自分たちが業界にアピールし、ソニアを通してコネもゲットしたいルディたち。当然ながら闇冒険ではなんのアピールにもならないのだが……。


    「あいつは事前に許可なんか取るタイプじゃないだろ……」


    　ルディはソニアの様子を遠目で見ながら、当然だと言わんばかりに答える。


    　案の定、警備の衛兵が慌あわてはじめた。


    　入り口の脇わきにある詰め所の電話でどこかに連絡を入れている。


    　ソニアは大きな身振り手振りで何事か説明しているが……。


    　もうひとりの衛兵にソニアが羽は交がい締じめにされてしまった。


    　衛兵の腕の中でバタバタもがくソニア。


    「君たちー。助けなよー。こいつを剣でグサッとしてー！」


    　ソニアがこちらに向かって叫んでいるが、そんなことをしたら本当に遺跡に入れなくなってしまう。


    　ルディはことの成り行きを傍観することにする。


    　──ソニアが本当に自称するほど偉いのかを確かめるいいチャンスだ。


    　残念ながら、いまのところは偉い賢者っぽさは感じられない。


    　むしろ馬ば鹿かっぽさはひしひしと伝わってくる状況。


    　羽は交がい締じめされたまま、ソニアはさらに暴れ続ける。


    　ついにその甲か斐いあって拘束が緩ゆるむ。


    　緩んだ腕をすり抜け、入り口へと走り出すソニア。


    　しかしソニアの足は遅い。


    　すぐに捕まって、襟えり首くびをつかまれてしまった。


    　引きずり戻されて、衛兵に厳重注意を受けている。大人に怒られる子供のようだ。


    　今度は衛兵の顔に向かって砂を投げつけた！


    　──馬鹿だ！　馬鹿の攻撃方法！


    「いまだー！　君たちー！　突破するぞー！　力ずくでぶっとばせー！」


    　ソニアが腕をぶんぶんふって、ルディたちに合図をするが、衛兵は砂攻撃に悶もん絶ぜつしつつも、襟首を離していない。


    　必死に入り口に向かって走ろうとするが、リードをつけられた犬のように、ローブがピンと張るだけで一歩も進んでいない。


    　元気よく両手両足を交互に出すがその場で空回りするばかり。


    「……これはダメだな」


    　ルディはその様子を見ながらぼそりと呟つぶやく。


    「砂をかけちゃまずいよねえ。いきなり冒険終了かな」


    　クリストフが苦笑しながらルディに同意する。


    　せっかく時間をかけてここまで来たのに……。


    　見込み違いのとんだダメ賢者だった。賢者としてのレベルが低いなんて範はん疇ちゆうを超えている。人間として全然ダメである。


    　ソニアは衛兵から長いお説教を受けているようだ。


    　先ほどどこかに電話をしていた衛兵も戻ってきた。


    　ふたりがかりでなにか厳しく注意されている。


    　それを聞き終えると、拗すねたように口を尖とがらせながら、こっちに戻ってきた。


    「入っていいって！」


    　ソニアはなんで助けに来ないんだと言わんばかりにルディを睨にらみながら言う。


    「許可下りたのかよ！」


    「だからソニアは偉いの！　なんか記入して、なんかもらえって！」


    　プンプン怒りながら、踵きびすを返すと、ソニアは大おお股またで遺跡の入り口へと戻っていく。


    「あの状況で許可が下りるって、すっごく偉いんじゃない？」


    　ナディーネはソニアの後を追いながらルディに言う。


    「かもな……」


    　遺跡に勝手に侵入しようとした上に、砂で目つぶしまでしている。


    　普通なら事前に許可があっても取り消されるレベルだ。これで立ち入りを許されるということは、もしかしたらものすごく偉い賢者の可能性がある。だったとしても、尊敬しようという気にはならないが……。


    　ルディたちは詰め所でソニアの言うところの〝なんか〟である立ち入り申請書を記入し、内部の物を持ち出さないこと、遺跡を損傷させないことなど、規約を読み上げられた上、サインをすると、ソニアの言うところの〝なんか〟である入構証を首からぶら下げさせられる。


    



    　第三エルバウル期、五号特別遺跡は想像以上に広大だった。


    　そして想像よりもはるかに崩壊が進んでいた。


    　日干しレンガによる建造物はほとんどが崩れ、壁の一部がなんとか残存しているのみ。どのような建物であったのか推測するのも難しい状態だ。


    　そのわずかに残った壁すらもツタに覆おおわれ、森に飲み込まれてしまいそうになっている。


    「ここが大通りなんだよー」


    　ソニアの案内でルディたちはかつての大通りらしき場所を進む。


    　かつてはこの街の中心であったのだろうが、いまでは木々がうっそうと茂り、ルディたちの通行を困難なものにしている。


    　両りよう脇わきに散見されるレンガの残ざん骸がい。その幅が一定であることだけが、ここが道であったことの唯一の名な残ごりだ。


    　木々をかき分け、ソニアに従ってルディたちは遺跡中心部へと進む。


    　歩くこと一時間ほど、ようやくソニアの歩みが止まる。


    　ソニアの視線の先には、崩落を免まぬがれ、建造物としての姿を保ったままの巨大な建物がそびえ立っていた。


    　長い長い時を経て、なおその威容は失われていない。おそらくこの街の中でもとりわけ立派で頑丈な造りだったのだろう。


    「これが通称〝宮殿〟って言われてるヤツだよー。本当に宮殿なのかは誰にもわかんないけどねー」


    　紙を入れる隙すき間まもないほどぴったりと組み合わされた石の壁。


    　その壁が一部崩れているものの、丸い屋根を支えている。その周囲を囲うように施ほどこされた彫刻。ルディの目にもいかにも宮殿らしく映る。


    　入り口を覆う木の根を、ロングソードを振るって刈り取り、内部へと進む。


    　宮殿の内部はこれまでと違って、いかにも遺跡らしい雰囲気を醸かもし出していた。


    　重厚で広々とした石いし畳だたみの廊下。


    　崩落した天井から差し込む陽ひの光がスポットライトのように壁を照らす。


    　その光に照らし出される壁画の数々。


    　立派な髭ひげをたくわえたひとりの男性が様々な怪物と戦い、勝利しているように見える。そして最後はとりわけ巨大な怪物と戦い、男性は天へと昇っている。


    　なにかしらの神話なのか、英雄の一生を描いているのか……。最後は勝利で終わっているのか、それとも負けて死んだということなのか……。


    　いずれにせよ、勇者としての探求心を呼び覚まさせる光景だ。


    「これはなにを意味してるんだ？」


    　ルディはソニアに尋ねてみる。


    「あー、これは資料で見たことあるなー。えーとねー、んーとねー、たしか通称〝頑張ってるおじさんの絵〟だよー」


    「雑な通称だな！　おじさんが頑張ってるのは見たらわかるんだけど、このおじさんは誰だよ？」


    「さー？　とにかく頑張り屋の人だねー。君も頑張れば、このおじさんのように立派な髭が生えてくるよー」


    「別に髭を生やそうとは思ってねーよ」


    　ソニアの解釈は実に雑だ。


    　これがソニアの限界なのか、それとも現在の人類の知性の限界なのか……。


    「あの、この像はなんでしょうか？」


    　ルディに続いてナディーネが質問する。


    　壁画を守るように立つ像。土を焼き固めて作ったようでもあるが、鉄にも似た不思議な光沢もある。不思議な質感だ。大きさは五歳児くらいだろうか。


    　この一体だけでなく、廊下には何体も同じような像が並んでいる。


    　崩れて上半身だけになっているもの、腕が欠けているもの、大きさもまちまち。ルディよりはるかに大きいものもあれば、小さいものもある。


    　気になるのは像の位置だ。像と像の間隔はバラバラで綺き麗れいに整列していない。廊下の中央に立っているものすらある。陳列されているというよりは、廊下を歩いている途中で急に石像にされてしまったかのようだ。


    　ソニアがにんまりと笑顔を浮かべる。良いことを聞いてくれたと言わんばかりだ。


    「これねー。像じゃないんだよねー」


    「どういうことですか？」


    「これはねー。ゴーレムだよ。どお？　ゴーっとして、レムって感じでしょー。エルバウルの人たちはこのゴーレムを召使みたいに使ってたんだよー。すごいよねー」


    「じゃあ、これが動いていたということですか？」


    「そのはずなんだけどねー。いまは動くゴーレムは一体もないんだよねー。この遺跡からもいっぱい見つかってるんだけど、どれも動かないんだよねー」


    　ソニアはそう言うと、ペチペチとゴーレムの頭を叩たたく。


    　もちろんゴーレムは無反応。


    「うーん。これも壊れてなさそーなんだけどなー」


    　ソニアは残念そうにそう言うと、ルディたちの方向に向き直る。


    「じゃあ、調査開始。さあ、君たち、散って、散って！　ソニアはここで待ってるから、なんかすごいっぽいの見つけたら教えてねー」


    　ソニアが元気に散開を指示する。


    〝すごいっぽいの〟とはなんなのか、ルディにはさっぱりわからないが、とにかく調査開始である。


    　宮殿は先ほどの壁画のある廊下を中央に、いくつもの部屋を左右に備えている。


    　ルディとナディーネは右側を、クリストフとアーニャで左側を調べることにする。


    　崩れ落ちて、ただの石の山になっている部屋もあれば、比較的部屋らしさを残している部屋もある。


    　しかしすでに調査済みの遺跡であるためか、ほぼがらんどう。貴重なものはすでに別の場所へと移設してあるのかもしれない。


    　石の壁を丹念にノックしてまわるナディーネ。


    　その意図がルディにはすぐ理解できる。


    　これは専門学校でも最初の方に習う勇者の行動の基礎。


    　秘密の小部屋探しである。


    　右から左、上から下まで、丹念にノックするナディーネ。


    「ルディ、ここ」


    　ナディーネのノックが止まる。部屋の最も奥、床から数十センチ上。


    　ルディもナディーネに続いてノックをしてみるとたしかに音が他の壁と違う。


    　ルディが鞘さやのままロングソードで突くと、壁の一部が崩れ、匍ほ匐ふく前進でなんとか入れるくらいの穴が出現する。


    「よし！　いいぞ、ナディーネ！」


    　ルディはすぐにナディーネにスマホを渡すと、穴を潜くぐる自分の姿を撮影してもらう。しかも撮影角度を変えて三度ほど。


    　壁の向こうには、案の定、秘密の小部屋があった。


    　先ほど抜けた部屋の半分ほどの広さ。


    　これまでと違って、割れてしまった土器の欠片かけらや、風化寸前の書物がある。


    　──やはり新発見か。


    　なかでも目を引くのは一体の彫像である。


    　男性とも女性ともつかない中性的な顔立ち。そして胴から伸びる四本の腕。


    　指の一本一本までかなり精巧に作られている。


    　鼻の先や、肩の周辺など欠けている部分もあるが、すばらしい保存状態だ。


    「すごい……」


    　ナディーネは像に惹ひかれるように手を伸ばすが……。


    　ナディーネの指が触れた瞬間、像がバランスを崩し床へ倒れる。


    　石の床に叩たたきつけられる像。


    　ナディーネが慌あわてて拾うが時すでに遅し。腕のうち、三本と首が折れてしまった。


    「ル、ルディ……どうしよう」


    　ナディーネの目が潤うるんでいる。いまにも泣き出しそうだ。


    「心配すんな。俺が壊したことにしてやる」


    「そんな……、損害賠償とか……」


    「そんなもの払わん。……こういうときはこれだ」


    　ルディが取り出したのは瞬間接着剤であった。


    　以前、鎖くさり鎌がまをつなげるために使った接着剤を勇者袋に入れっぱなしにしていたのだ。


    　──勇者業界では壺つぼを割ること、像をむやみに押すことは日常茶飯事。雑な勇者の冒険に接着剤は必須アイテムと言えるだろう。


    　ルディは躊ちゆう躇ちよなくばらばらになったパーツを接着していく。


    　像の元の姿をそれほど長く観察したわけではないので、これで角度が合っているのかわからない。まあ、だいたいこんな感じだろうくらいのレベルで張りつけていく。


    「なんだか、前とちょっと違うね……」


    　不安げな表情で像を見つめるナディーネ。


    「そもそもこの像を見たことがある人間が俺たちふたりだけなんだから、違ってもバレないだろ。初めから多少は欠けてたし。そんなことより……」


    　ルディはナディーネにスマートフォンを手渡す。


    　いま、まさに像を発見したかのような表情で、顎あごに手をあて、思案深そうな顔を作る。


    　重大発見をするシーンを撮影し忘れてはいけない。


    



    　存分に撮影をしたのち、ルディはソニアを小部屋に呼ぶ。


    「すごいっぽいのだー！」


    　ソニアはやはり像に喰くいついた。


    「おい、あんまり触るなよ。壊したら大変だからな」


    　ルディはしれっと言い放つ。


    　その言葉にびくっと肩を震わせるナディーネ。


    「わかってるよー。ふむふむー」


    　ソニアはいつもはおでこの上に置きっぱなしの眼鏡をしっかりとかけ、あらゆる角度からじっくりと像を観察する。


    「重要な像なのか？」


    「うーん。この像自体は全然すごくないんだけどー。なんか感じるんだよねー、すごいっぽいなにかを」


    　ナディーネは「全然すごくない」でほっと息を漏もらしたが、「すごいっぽい」でまたびくりと肩を震わせる。


    「なにを感じるんだ？」


    「んーとねー。この四本の腕が変な角度でしょ。そして首もー、これも向きがおかしいよねー」


    「そうかな。すごく自然だと思うが。動きが生き生きとしてるね」


    　プレッシャーに耐えかねて正直に告白してしまいそうなナディーネを目で制しながら、ルディは平然と答える。


    「そういうことじゃなくてさー。この向きだよー。腕がちょうど東西南北を指してるんだよねー。ってことはこの首の向き……。なにかあるんじゃないかなー」


    　腕はルディが適当に接着したもの。ただのたまたまである。


    　首の向きも当然適当に向いてそうな方向に張りつけただけである。


    「考えすぎじゃない？　たまたまかもよ」


    「違うねー。ぜったいたまたまじゃないねー。わざと折って、くっつけたように見えるよー。これはー、古代エルバウル人が未来の人間に向けて残したメッセージだよー。方向はわかったから、あとは距離なんだよなー」


    　賢いんだか、馬ば鹿かなんだか……。


    　ソニアはルディたちの細工に気づかず、それぞれの腕の長さから、距離の推察をはじめる。


    「んーと、えーと。よし、わかった。完かん璧ぺき！　これはソニアじゃなかったら見逃してたよー。やっぱり、ソニアは賢いなー」


    　誇らしげに胸を張り自画自賛するソニア。


    　ルディからするとむしろ哀れに見える。


    



    　一時間後、ルディたちは遺跡の西の端に移動し、地面を掘り返していた。


    　宮殿のあった地域よりもさらにうっそうと茂る木々。


    　エルバウルの街だった時代からずっと森だったんじゃないのかと思うほどの深い緑だ。


    　一見したところ人工物は見当たらない。


    「ぜったいになにか出てくるよー。頑張れー」


    　アーニャ、クリストフ、ナディーネ、それぞれスコップ片手に地面を掘っているが、誰も本気では掘っていない。


    　ルディは自分が壊したことにして、クリストフ、アーニャにはここが見当違いの場所であることは告げてある。


    「ねえ、ソニアさんに本当のこと言わなくていいのかな？」


    　ナディーネは木の根元を掘り返しながらルディにささやきかける。


    「そのうち諦あきらめるだろ」


    「……壊したこと、謝りたいな……」


    「馬ば鹿かな。そんなことしたら、遺跡に出入り禁止になるぞ。そうしたら、誰が魔王の復活を止めるんだ」


    　ルディはもっともらしいことを言って、ナディーネを励はげます。


    　ルディ本人も魔王の復活を完全に信じているわけではない。むしろ十中八九はソニアの勘違いだろうと思っている。


    　しかし、世界を救うために活動していること自体は真実。


    　そのことをＳＮＳを通じて発信しつつ、全国勇者協会の偉い人を紹介してもらうことが真の目的である。


    　ルディも適当に地面をほじくりながら、ソニアが諦める時を待つが……。


    　ソニアは倒木の上にどっしりと腰を下ろし、まったく諦めるそぶりを見せない。


    　ルディたちは発掘調査をするフリをしながら、徐々にソニアから距離を取り、離れた場所でヒソヒソと話す。


    「ルディくん、これいつまでやるの？」


    　クリストフがルディに耳打ちする。


    「俺に聞かれても……」


    「君が発案者だろ」


    「そもそも、遺跡を冒険してるところを写真撮影して、実績作るって話だったじゃないか。木の根っこ掘っていてもなんのアピールにもなんないよ」


    　クリストフはそう言うとスコップを投げ出してしまう。


    「こんな絵、庭でも撮れるし……」


    　アーニャはレジャーシートを出し、寝転んでしまった。


    　しかたない、聞いてくるか……。


    　ルディはひとりソニアのもとに戻る。


    「なあ、参考までに聞くんだが、どれくらい続けるつもりだ？」


    「見つかるまで何か月でも！」


    「本気で言ってるのか!?」


    「君ねえー、世界を救うんだよー。わかってるー？」


    「それはわかってるけど。世界を救うにも適度なペースがさ。なんとか二時間くらいになんないかな？」


    「あー、ふざけてるなー！　世界だよー！　救うんだよー！　世界って知ってる？　なかなか救えないのでおなじみなんだよー」


    「そ、そうだな。……なかなか救えないな」


    　ソニアの本気度に負けて、交渉を諦あきらめる。


    　小走りでみんなのもとに戻るルディ。


    「……何か月でもやるそうだ。世界を救うために」


    「勘弁してよ、ルディくん。どうするの？　想定と全然違うじゃない？　こんなとこ掘っても世界なんか救えないしさあ。ヘンテコな賢者さんにいつまでもつきあってらんないよ」


    　クリストフがあきれ顔で言う。


    　もちろんルディもそれは重々承知しているのだが……。


    「なんでもいいから見つけるしかないな」


    「なにを？」


    「とにかくあの馬ば鹿かが新発見って思うなにかだ。もうこの辺りじゃなくていいよ。さっきの宮殿からでもいいから、なにか見つけないと終わんないぞ」


    「やれやれ……。遺跡で新発見どころか、偽装工作で賢者さんを騙だますのか……。もはやなにしに来たのかわかんなくなってきたな……」


    　ぶつぶつ文句を言いながらもクリストフは森の奥へと消えていく。


    　ナディーネも別の方向へ。


    　アーニャは二～三歩移動すると、先ほど敷いたレジャーシートの上に戻った。


    「おい、いきなり休むな！　このままじゃ帰れないぞ！」


    「…………」


    　じっとりとした目でルディを睨にらむアーニャ。ルディのせいじゃないかと言わんばかりだ。


    「帰ったらなにか奢おごるから」


    「…………」


    　さらにじっとりとした目でルディを睨みつつも、アーニャは腰を上げてくれる。


    　これは相当高額なものをたかられそうだ……。


    



    　ルディも宮殿のある方向へと戻り、めぼしいものを片っ端から収集し、ソニアに渡す。


    「これ、どうだ、大発見じゃないか？」


    　ルディは先端に穴の開いた細い棒をソニアに手渡す。


    　その棒をしげしげと見つめるソニア。


    「んー、この棒は布を巻いて笛の中を掃そう除じする用の棒だねー。こうやって、笛の穴の中に入れて。違うなー、全然、大発見じゃないよー」


    　ミス！　ルディの棒はリコーダー掃そう除じ用の棒だった。


    　他のメンバーも次々と戻ってくる。どこかから拾ってきたものをソニアに見せて鑑定してもらう。


    「んー、これは……皿だね。エルバウルのパン祭りの景品でもらえるヤツで、珍しい皿じゃないなー。違うなー、大発見じゃないよー」


    　ミス！　ナディーネの皿はパン祭りの皿だった。


    「んー、違うよー。これはただのキノコだよ！」


    　ミス！　クリストフはキノコを見せて怒られた。


    「んー、ふむふむ、これは柔らかくてプニプニして不思議な素材だねー。……違う。これはタコわさびでしょ！　家から持ってきたヤツでしょー！」


    　ミス！　アーニャはタコわさびでソニアを騙だまそうとして失敗した。


    「んー、これは古代のパンの袋を留めるアレだなー。違うよー」


    　ミス！　ルディはパンの袋を留めるアレを持ってきてしまった。


    「んー、あーっ！　これは本日の主役の下半分だ！　すごーい、でも違う」


    　ミス！　ナディーネの持ってきた布切れはパーティーグッズの残り半分だった。


    「んー、これは手のひらだねー。綺き麗れいな手だねー、ってなにか持ってきてよー！」


    　ミス！　アーニャはもはやなにも持ってきていない。


    「んー、んー、んー？　ひとり減った！　逃げたなー！」


    　クリストフは逃げ出した！


    　この繰り返しに飽きてしまったのだろう。


    　しかし、そんなことを許すソニアではない。


    「みんなー回り込めー！」


    　ソニアが率先して駆け出し、クリストフを探しはじめる。


    



    　数分後、クリストフは宮殿内で発見された。


    　先ほど却下されたキノコを片手に、ぼんやりと壁画を眺めている。


    「ちょっとー、なんでサボるのー。ダメでしょ」


    　ソニアはつかつかとクリストフに歩み寄ると、余った袖そでに隠れた手でペチンと叩たたく。


    「あー、賢者さん。元気ですかー？」


    「元気だよー！　でも怒ってるよー！」


    「怒ってますかー。よーし、いい子、いい子」


    　クリストフは陽気にケタケタと笑いながらソニアの頭を撫なでまわす。


    　どうも様子が変だ……。


    　よく見るとクリストフの手にしているキノコが半分欠けている。


    　こいつ……またやりやがったか！　なんでキノコを見つけると食べずにはおれないんだ。


    「やめてよー、ソニアは怒ってるんだからね」


    　クリストフの手を振り払い、睨にらみつけるソニア。


    　しかしクリストフはへらへらとした笑顔を浮かべたままだ。


    　完全にキマってしまっている。


    「おい、クリストフ。大丈夫かよ」


    「やあ、ルディくん。君こそ大丈夫かい？　顔色悪いけど」


    「お前に心配されたくねーし、それは俺じゃなくてゴーレムだ」


    　顔色が悪いのも当然。クリストフが話しかけていたのは大きめのゴーレムだった。


    「なんだーゴーレムか。ルディくんにしては茶色いなとは思ってたんだよ」


    　クリストフは親しげにゴーレムの肩を叩たたく。


    　ぐしゃりと嫌いやな音を立てて、落下するゴーレムの腕。


    「おいっ！」


    　慌あわててルディは腕を元の位置に戻してみるが、当然張りつきはしない。


    「あー、いけないんだー、ゴーレム壊したー」


    　ソニアがクリストフを指さしながら、子供のように言う。


    　しかしクリストフはまったく動じない。


    「あれ、壊しちゃった？　まあいいや、ルディくん、これで良くない？　この腕が出てきたことにして、賢者さんを騙だまそうよ」


    「おい、ソニアが真横にいるから……。あとそれは俺じゃない。ゴーレムだ」


    　クリストフは腕がもげてしまったゴーレムと話している。


    「なんだーこれもゴーレムか。ルディくんは本当にゴーレムに似た男だよ」


    　ゴーレムと肩を組もうとするが、ゴーレムの肩は先ほど落下してしまってない。


    　空を切るクリストフの腕。


    　クリストフはバランスを崩し、フラフラとゴーレムに寄りかかる。


    　ゴーレムはクリストフの体重を支え切れず、前のめりに倒れる。


    　──ゴーレム、完全崩壊。


    　コロコロと転がる首。胴体も腰のあたりで千切れてしまった。


    「わー、わー！　ソニア知らないんだからねー。絶対怒られるよー」


    　ソニアはパニックになって、頭を抱えたまま、右往左往している。


    「大丈夫、大丈夫、ルディくんなんて、新発見の像を壊したの、接着剤でひっつけてごまかしてるんだから。ねえルディくん」


    「だから、バラすんじゃねー！　それに俺はこっちだ。それはゴーレムの生首だ！」


    「あれー、生首か。ルディくんってどことなく生首っぽいイメージだから、間違えちゃったよ」


    「どことなくねーよ！　俺は生首っぽさゼロだ！」


    　しかしルディの声はもはやクリストフに届いていない。


    　崩れたゴーレムの胴体をしげしげと見つめている。


    「おや、崩れたルディくんの胴体からこんなものが。これを見つけたって賢者さんに見せたら、ごまかせるんじゃないかな？」


    　クリストフは胴体の中から手のひら大の円筒のようなものを取り出す。


    「もうごまかしても無駄だし、崩れた俺の胴体から出てるなら、俺は死んじゃってるだろ」


    　ルディは大きくため息を吐つく。


    　小さな像を壊したことをごまかそうとして、さらに大きなものを破壊してしまうことになるとは……。


    　すごくツイてない……。


    　ここは素直に詫わびて、今後のことを相談するか……。


    「あの、ソニアさん。ごめんなさい。元々の像を壊してしまったのは私なんです」


    　ルディより先にナディーネが頭を下げる。


    　良心の呵か責しやくに耐え切れなくなったのだろう。せっかく被ってやろうと思ったのに、まったく人のいいヤツだ。


    　しかし、ソニアの耳にはナディーネの謝罪は届いていなかった。


    　ソニアは目を丸くして、先ほどの円筒状のものを見つめている。


    「……ソニアさん？　あの、元々の……聞いてますか？」


    「これ……コアだ。ゴーレムのコア、初めて見たよ。やったよー!!　コアの入ってるゴーレムはすごいレアなんだよー」


    　ソニアはその場で万歳を繰り返す。


    　その度たびにバタバタとなびくローブの袖そで。


    　どうやら、大発見らしい。


    　ソニアはまったく事情のわからぬルディたちにこの発見の意味を教えてくれる。


    　このコアはゴーレムの動力源。電池のようなものらしい。


    　これまでにゴーレムは多数発見されているが、このコアが入ったままのゴーレムが見つかったケースははじめてのことらしい。


    「それで、これが見つかると、どうすごいんだよ」


    「それはねー、んーとねー、んー、説明が難しいなー、ここ、呪じゆ文もんが書いてあるでしょ」


    　ソニアは円筒に書かれた文字を指し示す。


    　ルディにはもちろん読めないが、記号と文字の中間のような図形が描かれている。


    「これをねー、こうしてねー」


    　ソニアは筆を取り出し文字を書き加える。


    　コアがぼんやりと光を放ちはじめる。


    「よし、よし、君と君、早く髪の毛を一本抜いて！」


    　ソニアはルディとナディーネを指さす。


    　ソニアの断定的な口調に負けて、わけもわからずに指示に従うふたり。


    「なにをするんだ？」


    「んーとねー、えーとね。なんて説明したらいいのかなー。ゴーレムにもお父さんとお母さんが必要なんだよー」


    　結局、ソニアの説明は要領を得ない。


    　ゴーレムに命を吹き込むための儀式のようなものだろうか……。


    　ソニアはそれ以上の説明をすることなく、ふたりの髪の毛を円筒の中心部へと突き立てる。


    　吸い込まれるように髪の毛が円筒の中へと消えていく。


    　さらに強い光を放つコア。


    「保存状態いいのは……えーと、えーと」


    　ソニアはそれを近くにあった五歳児程度の小ぶりなゴーレムの胸に押し当てる。


    　まるで、ゴーレムの胴が液体になったかのように、コアが胸の奥へと沈み、消える。


    　コアが飲み込まれ、まばゆい光は消え、宮殿内には薄暗さが戻る。


    「それでどうなるんだ……」


    　ルディの問いにソニアは答えようとしない。


    　じっと小柄なゴーレムを見つめている。


    　代わりに返事をしたのは、そのゴーレムだった。


    「ЮЖ§┗♯」


    　まったく聞き慣れない響きの言葉。


    　おそらく古代エルバウルの言葉なのだろう。当然ながらルディには理解できない。


    「ソニアはなんて言ったかわかるのか？」


    「わかんなーい。たぶん、〝領収書ください〟的なことじゃない」


    　あっけらかんとした口調で答えるソニア。


    「なんで目覚めていきなり領収書を貰もらうんだよ。なんにも買い物をしてねーじゃねーか」


    「雰囲気だよー」


    「雰囲気で言ってどうする。なんだよ、わかんないんじゃダメじゃねーか」


    　ぶつくさと文句を言うルディ。


    　ソニアはそんなルディに向かって小さく舌を出す。


    「ダメじゃないもーん。こっちがわかんないなら、向こうにこっちの言葉を覚えてもらえばいいんだもーん」


    　こちらが古代の言葉を覚えるのではなく、ゴーレムが現在の言語を覚えるのか……。


    　そんな学習能力がゴーレムにあるのか？


    　もしこのゴーレムにそれが可能であれば、どんな書物でも翻訳してくれることだろう。


    　そうすればソニアの課題であるあの暦こよみの解読も可能に……。


    「よーし、じゃあ、この子を連れて帰るよ！」


    　ソニアはそう宣言すると、自分よりさらに背せ丈たけの小さい小型のゴーレムの手を引く。


    　そのまま、仲良しの子供のように手をつないだまま、歩き出そうとする。


    「おいおい、こんなもの持ち出したら、確実に怒られるぞ」


    　さすがのルディもたしなめずにはいられない。


    　正直、ちょっとした土器の欠片かけらレベルならくすねられるかもと思っていたルディであるが、ゴーレム丸々一体をかっぱらうことは想定外だ。


    「でも、世界を救うためだよー」


    「そんなの衛兵に通じるかよ。申請書を書いたろ。絶対に持ち出しませんって」


    「君だって、壊しませんって書いたのに、壊したくせにー」


    「ワザとじゃねーし！　それにお前、あの像、全然すごくないって言ってたし。それに比べて、動くゴーレムは世界初なんだろ。やってることのレベルが全然違うし、バレたらエラいことになるぞ」


    「やだやだ、持って帰る！」


    　ソニアは手足をバタつかせて、駄々っ子のようにゴネる。


    　とても賢者の振る舞いとは思えない。


    　そしてその動きを真ま似ねて一緒に手をバタバタさせるゴーレム。


    「最後まで面倒みれねえだろ。飼えなくなっても捨てられないんだぞ」


    　ルディはペットを唐突にねだる子供と同じようになだめる。


    「面倒みれるもーん！　ぜったい、ぜったい、ぜったぁあーい！」


    「散歩も毎日するんだぞ」


    「ゴーレムは散歩いらないもーん！」


    「ちゃんとしつけできるのか？　近所の人を噛かんだりしたら大変だぞ」


    「あー馬ば鹿かにしてるなー！　君はこれがどれだけ重要かわかってないよ！」


    　ソニアも自分が適当にあやされていることに気づき、口を尖とがらせて猛抗議する。


    「重要だから盗とっちゃダメなんだろ」


    「このままにしといたら国のものになっちゃうんだよー」


    「だろうな」


    　そもそも国が管理する遺跡の中にあるゴーレムなのだから、はじめから国の所有物だ。


    「役人なんかにこれがどんだけすごいか、わかるわけないんだからねー！　これで魔王の復活を阻止できるかもなんだよー！」


    　必死に力説すればするほど馬ば鹿かっぽく見えるから不思議だ。


    　おそらくこんな感じで役人とも何度もぶつかって、結果、王立考古院での勤めを放棄して、コーポ勇者に流れ着いたのだろう。


    「それにねー、これの管理を国に任せるのなんて、危ないんだからねー。君たち復魔教徒って知ってる？」


    　復魔教、ルディもその名前くらいは知っている。


    　魔王の復活を信じ、一度人類は滅び、復活することこそ、真の救いであると信じているらしいが、教団員の数も少なく、ほとんどの人からはただの危ない人だと見なされている。


    　ルディも、真っ白なローブに身を包み、街で魔王の復活は近いことを訴える姿を見かけたことが何度かある。当然ながら真ま面じ目めにその主張に耳を傾けている人はおらず、道行く人々は目も合わさず通り過ぎていく。


    　ルディの認識では単なる危ない人たちである。


    「どこに復魔教の人が潜んでるかわかんないんだからね。役人にも何人もいるって噂うわさだよー。だから私たちが管理しないと、危ないんだよ！」


    　一般的には、魔王の復活を信じているだけでソニアも復魔教の人間と似たり寄ったりに見えるのだが……。


    　ソニアはみんなの顔を順番に見つめる。ルディ、ナディーネ、アーニャ、それぞれが困惑の表情を浮かべている。


    「あー、君たち、魔王の復活信じてないねー！　なんでー！　こんなにソニアが言ってるのにー！」


    　ソニアがついに最大のズレに気づく。


    「まあ、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話だからな。ちょっと信じるには時間がかかるっていうかさ」


    　ルディは傷つけないように、ぼかした言い回しで言い訳するが、ソニアはさらにヒートアップするばかり。


    「復活するよー！　本当だよー！　ゴーレム連れて帰れば阻止できるよー！　本当だよー！」


    　ルディの目を真っすぐに見て、絶叫する。


    　本当だよ！　と叫ばれても、にわかに考えは変わらない。


    　賢者らしくデータとか資料とかで示してくれれば……。


    「ちょっと待ってくれ……」


    　ルディはカンカンに怒るソニアから少し離れ、緊急会議を開く。


    「めっちゃ、〝本当だよー！〟と叫んでるが、どうする？」


    「盗とったら犯罪だよね……でも……」


    　ナディーネが不安そうにルディを見つめる。


    「私は協会の会長に紹介してもらいたいだけ。魔王とかどうでもいいし。任せるよ」


    　アーニャの答えはそっけない。


    　ルディも自みずからにどうするべきか問う。


    　魔王の復活はさておき、ゴーレムを所持することは、ルディの今後の勇者人生にとって売りになる可能性もある。ゴーレムを連れた勇者。


    　ネバネバ勇者よりフックがあるだろう……。


    　ヴォルフとネネをまくれるかもしれない。


    「俺はソニアを信じるかな。たしかにこれは犯罪だ。だがもし万が一、本当に魔王の復活を阻止することができるとしたら、勇者として躊ちゆう躇ちよするべきじゃないと思う。そして……俺はバレない犯罪は犯罪じゃないと思う！」


    　きっぱりと断言するルディ。


    　発言内容にまったく相応ふさわしくない強い決意を感じるキリリとした表情。


    　ナディーネとアーニャから反論はない。


    　クリストフは床に座り込んだまま遠い目をしている。反論できる状態ですらない。


    　ルディは踵きびすを返すと、真っすぐにソニアのもとに歩み寄る。


    「ソニア。わかった。手伝おう」


    　ルディはその決心を伝える。


    「ソニアのこと信じてくれたかー」


    「ああ、信じよう。その代わり約束してくれ。無事にやり遂げた暁あかつきには、素晴らしい勇者がいることを業界の偉い人にそれとなく伝えると。さりげなく、かつ印象に残る感じで、自然でありつつも、しつこいくらいの回数で」


    「うーん。いいよー」


    　ソニアはこともなげに間の抜けた返事を返すが、ルディにはそれが不安で仕方ない。


    「本当に頼むぞ、大胆かつ繊細に。ときに強く、ときに弱く。あたかも水の中で燃える炎のように。コネの世界は深遠なものだぞ」


    「なんか知らないけど、必死だねー。やるってー、それとなーくね」


    　ルディは、ソニアにはたして〝それとなく伝える〟という難易度の高いコミュニケーションが可能なのか若干の不安は覚えつつも、ゴーレムを盗むことを引き受けたのだった。


    「さて、問題は、どうやるかだな……。こんなもん抱えて出ようとしたら絶対にバレるぞ。ソニアはどうするつもりだったんだ？」


    　遺跡内に入るときですら、所持品のチェックをされた。出るときは確実に所持品すべてを提出させられるに決まっている。


    「んー、むー、んー、どうしよーかなー、わかんないなー、誰かアイディアある人ー！」


    　ソニアは真っすぐに手を挙げて、挙手を求める。


    　誰も手を挙げる者はいない。


    　唯一ゴーレムが挙手しているが、アイディアがあるわけなく、ただソニアの真ま似ねをしているだけだろう。


    　ルディとナディーネの視線は自然にアーニャに集まる。


    　こんなときはアーニャが一番役に立つのだ。


    「責任は持てないからね……」


    　アーニャは面倒そうにそう言うと、キノコが完全にキマってぐったりしているクリストフのもとに歩みより、身ぐるみ剥はがしはじめた。


    　瞬く間にパンツ一丁にさせられるクリストフ。


    　そして脱がせたクリストフの服をゴーレムへと着せ、入構証を首から下げさせる。


    「持ち物の検査はやってたけど、顔までは覚えてないと思うし、人数が合ってたらわかんないでしょ」


    　随分と身長が縮んでしまったが、そもそもクリストフの身長など覚えていないだろう……。


    　このゴーレムにクリストフの荷物を持たせておけば、そっちのチェックは問題なく通るという作戦か……。


    　──って、本物のクリストフはどうなる!?


    「そこは、世界のためだから……」


    　アーニャも当然そのことには気がついていたようだが、そこは目をつぶるつもりらしい。


    「そうだよー。世界のためだよ。よーし、お家に戻ろー」


    　ソニアはゴーレムの手を引き、歩きはじめる。


    　──すまない、クリストフ。だがお前なら、この苦境をなんとか乗り切れると俺は信じているぜ。


    　ルディは心の中で謝罪すると、パン一のクリストフを残し、宮殿を立ち去ったのだった。
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    「酷ひどいじゃないかみんな！」


    　クリストフがコーポ勇者に戻ってきたのは、ルディたちの帰還から二日後だった。


    　いろんな場所に身をひそめながら帰ってきたらしく、ウエーブのかかった自慢の髪には葉っぱが付いている。


    　それ以外は、遺跡内で身ぐるみはがされた状態のまま。


    　パン一での帰宅である。


    　なにをどうやったのかわからないが、パン一のまま、遺跡から脱出してのけたのだ。


    「これしか方法がなかったんだよ。本当に苦渋の決断だった」


    　本当はさほど苦渋ではなかったが、そういうことにしておくルディ。


    「帰ってくる道中で何度変態として通報されたことか！　人々の冷たい視線。まったく……、癖くせになったらどうしてくれるんだ。僕に新しい性せい癖へきを与えないでもらえるかな！」


    　クリストフの怒りの方向が若干おかしい。


    　──こいつ、次は自発的にやるんじゃないのか……。


    　そんな不安を覚えるルディ。


    　現にクリストフは怒りながらも、なかなか服を着ようとしない。


    　むしろナディーネに見せつけるように、大胆なポーズを取りながら、いかに苦労して帰還を果たしたのかアピールする。
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    「いいから、早く服を着ろよ……」


    「あんな酷ひどい仕打ちをしておいて、よくそんな口の利き方ができるね！　僕はむしろいまからパンツも脱ごうと思ってたくらいだよ！」


    　──脱ぐのかよ！


    　しかし、クリストフが無事どころか、逆に楽しんでくれたようでよかった。


    　ルディとて、まったく罪の意識がなかったわけではないのだ。あったと強く主張できるほどはなかったのだが……。


    「ЮЖ§┗♯」


    　そんなクリストフの足元にまとわりつくゴーレム。


    　相変わらずなにを言っているのか、さっぱりわからないが、おそらく遊んでほしいのだろう。


    　ゴーレムは改めて起動し直したためなのか、身体からだのサイズだけではなく、精神状態も子供のようなのだ。


    「なんだい、君は？」


    　クリストフはキノコの幻覚のせいでゴーレムが起動したことを覚えていない。


    　新たなる住人の出現に驚いている。


    「こら、ゴレ太郎、そんなパンツの人にひっついちゃダメでしょう。クリストフさん、あのときはごめんなさい」


    　ナディーネはクリストフに頭を下げつつも、お母さん然とした態度でゴーレムをそっとクリストフから引き離す。


    　ゴーレムはソニアによって、ゴレ太郎と名づけられていた。


    　実に適当なネーミングセンスである。


    「なるほど、これが僕を置き去りにした理由だね。やあ、僕はクリストフ。パン一になってから、本領を発揮するタイプの勇者さ」


    　クリストフはゴレ太郎と握手をしようとするが、ナディーネが自分の後ろにゴレ太郎を隠してしまう。


    「あの、教育上良くないと思うので服を着てもらえませんか？」


    　ナディーネはクリストフの身体を見ないように目を背そむけながら言う。


    「教育？　ゴーレムを教育するのかい？」


    「そ、そうです。エルバウルの言葉はわからないから、逆にゴレ太郎に現代の言葉と文化を覚えてもらって……なんですか、そのポーズは！」


    　クリストフはブリッジしながら、大きく股またを開いて、股こ間かんを見せつけるかのような体勢になっている。


    「どうかしたかい？　僕は大事な話を聞くとき、いつもこのポーズだけど」


    　クリストフのポーズを面白がって、さっそくゴレ太郎が真ま似ねしている。


    「ルディ！　なんとかして！」


    　ルディはクリストフを羽は交がい締じめして、リビングから引きずり出し、クリストフの自室に放り込む。


    　さっそく変態的なポーズを覚えてしまったが、とにかく、ルディたちの新しいミッションはこのゴレ太郎の教育。


    　──遺跡の発掘から子育て的なお仕事へ。


    　世界を救うということは実に複雑怪奇である。


    「ЮЖ§┗♯」


    　子供のようにリビングを駆けまわるゴレ太郎。


    　その振る舞いは人間の五歳児そっくりだが……。


    「Ж!!」


    　ゴレ太郎の目が赤く光り、レーザーのような光線を照射する。


    　慌あわてて横っ飛びし、それを避けるルディ。


    　なんの光線か知らないが、当たりたくはない。


    　ナディーネは光線を回避しつつ、ゴレ太郎の背後に回り込むと、抱っこして、ソファーに座らせる。


    　なんだか本当のお母さんのようだ。


    「ルディ、絵本読んであげようよ」


    　ナディーネはお母さんがお父さんを呼ぶように言う。


    　ルディとナディーネはゴレ太郎を挟むようにソファーに座り、知育用絵本をゴレ太郎に見せる。


    　リンゴの絵に、リンゴの文字表記。ベタな幼児の学習用の本だ。


    「ほら、それからこっちが桃だ。果くだ物ものの桃」


    「……桃……果物」


    　ゴレ太郎は素直にルディを真ま似ねる。意味がわかっているのかわからないが、理解が早い。


    「そう。桃。偉い、偉い。桃を食べる」


    「……桃……食べる」


    　今度はナディーネの言葉を復唱する。


    「ゴレ太郎、これはなにかな？　これはね豚さん。豚は動物だよ。ブーブーって鳴くの」


    「豚……ブーブー」


    「そうそう。ルディ、ゴレ太郎、賢いね」


    　ナディーネは本当に嬉うれしそうだ。


    　この母性丸出しの感じ……。


    　間違いなく勇者より主婦に向いているタイプである。


    　普段なら不安になるところだが、今回ばかりは心強い。これだけ熱心に教育してくれれば、ゴレ太郎も早く言葉を覚えてくれることだろう。
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    　翌日、ルディは一日、ゴレ太郎の相手を続けていた。


    　とはいっても元気いっぱいの子供ゴーレム。そこらじゅうを駆けまわり続けている。


    　たまに転ぶが、別段壊れたりはしない。


    　なにもなかったかのように立ち上がり、また元気よく活動再開する。


    　本当の子供だったら、泣き出して大変な場面だが、そこはさすがゴーレムである。


    「ちょっとこっちに来な」


    　ルディはゴレ太郎を捕まえて、ソファーの隣に座らせるとテレビをつける。


    　サボっているわけではない。


    　テレビによって現代社会の勉強をさせる。


    　これもゴレ太郎の教育である。


    「ゴレ太郎、これがテレビだ。ニュースとか、バラエティとかいろんな番組をやってる。このリモコンでチャンネルを変えるんだ」


    　ルディはゴレ太郎にリモコンを渡してやる。


    　小さな手でポチポチとボタンを押し、その度たびにチャンネルが変わる。


    「番組……リモコン……」


    　ボタンを押すとテレビの画面が変わるその因果関係はすぐに理解できたようだ。


    　なかなか賢いゴーレムである。


    　テレビから聞こえる楽し気な笑い声。お昼の時間帯とあって主婦向けの情報バラエティだ。


    　街の人百人に聞いた抱かれたい有名人のランキングを発表している。


    「これは主婦向けの番組な。街の人に突然声かけてるように見えるけど、これはヤラセな。劇団員なんだぞ。ランキングも本当かどうか怪あやしいもんだ」


    「主婦向け……ヤラセ……劇団員」


    　まったく根拠のないルディの主観であるが、着実に学習をするゴレ太郎。


    　小さくうなずくとゴレ太郎はリモコンを操作しチャンネルを変える。


    　この時間帯はどの局も似たり寄ったりのワイドショーか情報番組ばかり。


    　こちらの局はグルメコーナーをやっているようだ。


    　──次のネバネバ料理はどんなのかなぁ？　なんでもペロリと食べちゃうのさぁ！


    　……どうも聞き慣れた声。


    　画面に映るネネとヴォルフの姿。


    　どうやらネバネバ女子勇者とそのお供が、各地の粘ねばりのある珍しい食べ物をレポートするコーナーらしい。


    「今回は巨大人面オクラの丼どんぶりさぁ！」


    　──あいつら……。


    　ひとコーナー持たせてもらっているのか。


    　出世しやがって……。


    　ルディは乱暴にゴレ太郎からリモコンを取り上げる。


    　その様子を不思議そうに見つめるゴレ太郎。


    「ゴレ太郎。こいつらはな、馬ば鹿かと感じ悪い眼鏡だ」


    「……馬鹿、……感じ悪い眼鏡」


    「そう。大手事務所の力でごり押ししてもらってるだけのバーター野郎だ」


    「……バーター野郎！」


    　ゴレ太郎は復唱しながら、テレビに映るふたりに目から赤い光線を発する。


    　どうやらテレビはどうにもなっていないようだが、きっちりとルディの敵意までも学習している。


    「そうだ。バーター野郎の番組は見ちゃダメだ。別の番組にしなさい」


    　ルディはチャンネルを国営放送に変更する。


    　実にお堅そうなアナウンサーが淡々と本日のニュースを読み上げている。


    　ゴレ太郎的にもルディの精神衛生上もこのチャンネルがいい。


    　しかし、内容があまりにもエンターテイメント性を欠いたのか、それともゴレ太郎に政治ニュースは難しすぎたのか、五分もすると、ゴレ太郎はテレビに飽きてしまう。


    　ソファーから立ち上がり、リビングを駆けまわりはじめる。


    「おい、座ってろ」


    　ルディが捕まえようと、追いかけると追いかけっこが楽しいのか、ますます元気に走りまわる。何度捕まえてソファーに座らせても、すぐに駆け出し、追いかけっこ状態に。


    　飽きることなく何度も何度も……。


    　さすがにルディも追いかけるのをあきらめる。


    「おい、家の外に出ちゃダメだぞ」


    「……出ちゃダメだぞ」


    　ルディの言葉をオウム返ししながら、駆け続けるゴレ太郎。


    　その後ろ姿を眺めながら、ぐったりとソファーに身体からだを投げ出す。


    　子供以上に元気で、疲れ知らず、その上、目からレーザー。


    　想像以上に疲れる。


    　──早くナディーネがバイトから帰ってきてくれないかな……、ひとりじゃ相手しきれねえ…………。


    「ルディ、ゴレ太郎は？」


    　いつの間にか眠ってしまったようだ。


    　目を開けるとナディーネの姿が。


    「やべえ、寝ちゃったか。その辺にいないか？」


    「ゴレ太郎」


    　ナディーネが呼ぶと、廊下からトトトトと元気のよい足音が。


    　ナディーネの姿を見つけると、真っすぐに駆け寄り、その胸に飛び込む。


    　やはりナディーネに一番懐なついているようだ。


    　ナディーネにとってもゴレ太郎がかわいくて仕方ないようで、ゴレ太郎を優しく抱きしめると、いとおしそうに頬ほおずりする。


    「さあ、今日もお勉強しようね」


    　アルバイト労働の疲れをものともせずに、すぐにゴレ太郎の教育に取り掛かるナディーネ。


    　ソファーにゴレ太郎を座らせ、絵本を見せる。


    「ゴレ太郎、昨日やったこと覚えてるかな……」


    　改めて桃の絵を見せるナディーネ。


    「……桃。……桃のようなお尻しり」


    「ゴレ太郎!?　じゃあこれは？」


    「雌豚……雌豚のように……鳴くがいい」


    「ゴレ太郎、どうしちゃったの！　こんなの私のゴレ太郎じゃない。絶対クリストフさんの仕業だ……。ちょっと、クリストフさん！　ゴレ太郎がエッチになってるんですけどっ！」


    　鬼のような形ぎよう相そうでナディーネはクリストフを呼びつける。


    「どうしたんだい？」


    「どうしたんだいじゃないですよ！　ゴレ太郎に変なこと教えないでもらえます？」


    「変なことなんて教えてないよ。僕も本を読んで聞かせただけだよ。僕の秘蔵コレクションから一冊選んでね」


    「ナンシーはベッドに横たわると、艶なまめかしい視線でジョージを誘う。自みずからブラウスのボタンを外すと、たわわなバストが……」


    　目をギラギラと赤く光らせながら、明らかに官能小説の一部と思われる一節をすらすらと暗唱するゴレ太郎！


    「エッチな本は読み聞かせないでください！」


    　ナディーネはクリストフを睨にらみつける。


    　これまでに見たことのない鋭い目つき。もはや殺意を感じる。


    「ちょ、ちょっと……。軽いおふざけじゃないか、嫌いやだな。そんな目で見ないでくれよ、本当に怖いよ。ご飯に毒とか入れそうだよ」


    　クリストフがその迫力にたじろいでいる。


    　いつもの軽薄な笑みもひきつった笑いに変わってしまった。


    「まあまあ、クリストフも、軽い気持ちでやったんだと思うよ」


    　さすがに殺さつ伐ばつとしすぎている。ルディもフォローせざるを得ない。


    　しかしナディーネの怒りは収まらない。


    　もう一度、クリストフを睨にらみつけると、ゴレ太郎に話しかける。


    「ゴレ太郎、これから、このお兄さんと話しちゃダメだよ」


    「……おっぱい」


    　うなずきながらも発言は「おっぱい」、わかったという意味なのだろうか。


    「ゴレ太郎！」


    　今度はゴレ太郎を睨みつけるナディーネ。


    　ゴーレムには表情はないが、心なしか怯おびえた顔をした気がする。


    　……完全に教育ママだ。


    「ルディもゴレ太郎がクリストフさんに近づいたら注意してね！」


    「お、おう」


    　もう怖すぎてうなずくしかない。
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    　ふたりの髪の毛を入れたとはいえ、ゴーレムでこの始末なのだから、もし本当に結婚でもして子供が生まれたらどうなってしまうのだろう……。


    　ルディの脳内に駆け巡る、尻しりに敷かれる自みずからの姿。


    　ちょっとしたことで叱しかられに叱られる日々。


    　服を脱ぎっぱなしにしては、教育に悪いと叱られ、ご飯をこぼしては叱られ、ゴミをゴミ箱に入れないと叱られ……。


    　そして叱られるたびにへらへらと情けない笑みを浮かべる自らの姿。


    　お嫁さんにしたい勇者ナンバーワンだったはずだが……。


    　……いや、いや、なんで結婚する前提で想像しているんだ、俺は。


    　ルディは慌あわてて妄想から現実へと戻る。


    「ご飯の準備するから、ルディはゴレ太郎見てて」


    　ナディーネはルディにそう申しつけると、キッチンへと向かう。


    　別にルディとナディーネだけでゴレ太郎を育成しなければいけないわけではないんだが……。


    　高まる夫婦感。


    「ルディくんも将来大変だね」


    　クリストフはその空気をさっそく察知して、クスクスと笑っている。


    「な、なにがだよ。ほら、この変態の人にかかわったらダメだって言われたろ。別の場所に行ってなさい」


    　ルディは照れ隠しで毒づきながら、ゴレ太郎の背中をそっと押して、遊んでこいと促うながす。


    　またしても元気よく駆け出すゴレ太郎。


    　ゴーレムだけあって疲れることを知らないのだ。


    　螺ら旋せん階段をおぼつかない足取りで上って……。


    　今度は二階で遊ぶようだ。


    　まあ、そのうち戻ってくるだろう。


    　ずっと相手してはいられないのだ。


    　ソファーにぐったりともたれかかり、目を閉じるルディ。


    　しかしルディはそれほど長くは休めなかった。


    「ちょっと、ルディ、なんで見てないの？」


    　ナディーネにサボっているところを発見されてしまう。


    「俺は一日中、相手してたから疲れてるんだよ」


    「でも、ゴレ太郎が怪け我がでもしたら……」


    「あいつ、相当頑丈だぞ。ゴーレムだから」


    「でも……」


    「わかった、わかった、見てくるよ」


    　ルディはソファーから立ち上がり、階段の下に向かい、ゴレ太郎の名を呼ぶ。


    　しばらくすると、ゴレ太郎が階段の上に姿を現す。


    　なんだかノソノソと階段を下りている。


    　どことなく、けだるげに見える。


    　目の赤い光もどことなく弱々しく暗い。


    「ゴレ太郎、どうしたの？　怪け我がでもした？」


    　ナディーネもその異変をすぐに感じ取ったようで、心配そうにゴレ太郎に駆け寄る。


    「だるい……面倒くさい……眠い……」


    　ゴレ太郎はそう言うと、床にごろんと横になってしまった。


    　……この怠たい惰だなスタイルは。


    「アーニャちゃん！　ゴレ太郎に変なこと教えたでしょ！」


    　ナディーネがアーニャの部屋の方に向かって叫ぶ。


    　しかしアーニャからの返事はない。


    　おそらくゴレ太郎はアーニャの部屋に遊びに行って、多大な影響を受けてしまったのだ。


    　横になったまま肘ひじをついて、けだるげにため息を吐つく。


    　良くも悪くもなんでも学習してしまうゴーレムだ。


    「はー……、寝ながら稼げる方法ないかな……。はー……知らないうちにお金持ちのおじいさんの孫になってて、遺産が舞い込まないかな」


    　ゴレ太郎はぽりぽりと四角い頭を掻かきながら言う。


    　ゴーレムが金を稼ぐ必要があるとは思えないが……。ゴーレムにおじいさんと孫の概念もないだろうし……。


    　っていうか、アーニャはゴーレム相手になに言ってるんだよ。


    「ゴレ太郎、お前疲れないだろ、ゴーレムなんだから」


    　ルディはゴレ太郎を引っ張り起こして立たせてやる。


    「ゴーレム……疲れないだろ」


    　ゴレ太郎は小首を傾かしげながらも復唱する。


    　手を挙げてみたり、下げてみたり、自分の調子を確認するゴレ太郎。


    「ゴーレム、疲れない！　だるくない！　テレビはヤラセ！」


    　元気よく駆け出すゴレ太郎。


    　グルグルとソファーの周りを周回し続ける。


    　……これはこれで非常に面倒くさい。


    「ダルがってるときの方が、うるさくなくて良かったか……」


    「ゴーレム、ダルい！　うるさい！　遺産大好き！　おっぱい大好き！　劇団員大好き！　劇団員のおっぱい大好き！」


    　ゴレ太郎は走りまわりながら、覚えた言葉をただただ叫び続ける。


    　その間、ところかまわず照射される赤いレーザー風の光線。


    　……なんかとんでもない仕上がりになってきたな。


    　現状ではとても暦こよみの解読に役立つようには見えない。


    　ルディは髪の毛を与えた、いわば父親的な立場として、ゴレ太郎の将来を案ぜずにはおれないのであった。
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    　人知れず世界を救うためのゴーレム育成計画も一週間が経過したある日。


    　ルディとナディーネはゴレ太郎を伴って街に出ていた。


    　ゴレ太郎に買いそろえた子供服を着せ、帽子を被かぶらせれば、ただの五歳前後の子供のようにしか見えない。


    　ソニアには復魔教の教団員に見つからないように注意しろと言われているが、よっぽど近くで長時間見られでもしない限りは、誰もゴーレムだとは気づかないだろう。


    　目的はゴレ太郎にさらにいろんなことを実地で学ばせること。


    　さすがに家の中とテレビだけでは、情報が偏かたよりすぎである。


    「とても賑にぎわってますね」


    　道行く人をきょろきょろと眺めながら、ゴレ太郎が言う。


    　ゴレ太郎の成長は驚くほど速い。


    　最初はオウム返ししかできなかったのに、いまでは自分で考え、自分から話す。


    　ナディーネの教育のたまもので実に丁てい寧ねいな言葉遣いだ。


    「尻しりがぷりっとした綺き麗れいなねーちゃんもたくさん歩いておられます。お金をチラつかせたら、おつきあいしてくれないものでしょうか？」


    　残念ながら、他の住人の要素も多分に加わって、口調と発言内容のバランスは崩壊してしまったが……。


    「おい、ゴレ太郎、ナディーネがドン引きしてるぞ！」


    「ドン引き……それはマズいですね。しかし様々な動物のなかで人間だけがドン引きできる。そう考えるとドン引きさせるのもいいものでしょうか」


    　ゴレ太郎は謎なぞの結論を導き出している。賢いんだか、馬ば鹿かなんだか……。


    　ルディたちが向かった先は王都の中心部にある国営の動物園。


    　珍しい色のスライムや、小さめのキマイラ、毒を飛ばさないタイプのアンデッドなど、檻おりで管理できるレベルの動物とモンスターが展示されている。いずれもドン引きすることができない生き物たちだ。


    　園内は親子連れやカップルで賑にぎわっている。


    　ゴレ太郎を連れているせいで、ルディたちはファミリー層に見られていることだろう。


    　ルディとしてはこのチャンスをデートっぽく過ごしたいとも考えているのだが……。


    　それには邪魔なゴレ太郎。


    　しかしゴレ太郎がいなければ、動物園にふたりで来ることもない。


    「これはなんという生き物でしょうか？」


    「これはね、極楽鳥だね。ここよりももっと南に生息しているの。羽根が高く売れるから、少し前まで勇者たちに乱獲されて、いまでは絶滅危き惧ぐ種なの」


    　ナディーネがすかさず、丁てい寧ねいに教えてあげる。


    「なるほど……それは珍しいものを見ました」


    　ひとつひとつの檻おりをじっくりと丹念に観察するゴレ太郎。


    　──本当はお前の方がよほど珍しいのだが……。


    　あとゴレ太郎はまだ見ていないようだが、ノリオもおそらくここの動物よりも珍しい。


    　ルディはそう言いたくなるのを抑える。


    「これは絵本で見たことがあります。サーベルタイガーですね？」


    「正解。やっぱり賢いね、ゴレ太郎は」


    「実に立派な牙きばです。あのサイズの牙なら、闇やみで売りさばけば、いい値段がつきそうですね」


    「そんなことしたら捕まるよ」


    「もちろん、しません。ちょっとした冗談です。あっちにも密売しがいのある動物がいるので、見てきていいですか？」


    　ゴレ太郎はそう言うと元気よく向かいの檻に向かって駆け出していく。


    　元気の良さだけは、最初から変わらない。


    「もう、売りさばくって、すっかりルディに似ちゃって」


    　ナディーネはゴレ太郎の背中を見守りながら、ルディの脇わき腹ばらを軽く肘ひじで突く。


    「俺かよ!?　俺はそんなヤツじゃないぞ。アーニャかなんかじゃねーの」


    「ルディっぽいよ。言わなくていい冗談ばっかり言っちゃう感じ」


    「そうか？　俺はそんなヤツなのか……。少なくともあの無駄に真ま面じ目めな感じはナディーネ似だな」


    「無駄じゃないよ。真面目なのは大事だよ」


    「ナディーネのは、無駄に、なんだよ。真面目っていうより、サボり方を知らないだけなの」


    「そ、そんなことないよ。それにサボり方なんて知らなくてもいいし。ゴレ太郎も真面目なゴーレムになってほしい」


    　真面目なゴーレムを期待されているゴレ太郎であるが、動物の観察に飽きて、女性のお尻しりの観察をはじめてしまった。


    　動物二、お尻しり八くらいの割合で観察している。


    　これがクリストフの影響なのは間違いない。


    「ソフトクリームでも食べないか？」


    　ルディがナディーネに提案する。暴れ牛のミルクたっぷりのソフトクリームはこの動物園の名物となっている一品だ。


    　ナディーネにゴレ太郎を任せて、ルディは売店へと走る。


    　ゴレ太郎だけ楽しんでいるのもなんだかもったいない気がしてきたのだ。


    　せっかくナディーネと動物園に来ているのだから、ルディも少しくらいはデートっぽい感じを満喫しても許されるだろう。


    　ルディはふたつのソフトクリームを両手に、ナディーネの待つベンチに戻る。


    　ひとつはプレーンのソフトクリーム。もうひとつは肉食イチゴ味である。


    　味を分けたのは当然ながら、交互に味見をして、間接キス的なベタなデート感を演出するためだ。


    「どっち食べる？」


    　ルディは両手のソフトクリームをナディーネの顔の前に差し出す。


    　ちょこんと小首を傾かしげて少し考えるナディーネ。


    「どうしよっかな……、イチゴかな？　そっちもちょっと味見させてくれる？」


    「途中で交換しようぜ」


    「うん、そうしよっ！」


    　ルディの想定通りの展開。


    　並んで座ってソフトクリームを食べる。


    　元々ナディーネとは仲が良かったわけだが、ゴレ太郎を育てることによって、さらに仲が深まった気がする。


    　それこそ夫婦になったかのような……。


    「ねえ、ルディ、もし将来自分に子供ができるとしたら、男の子と女の子どっちが欲しい？」


    　ナディーネははしゃぐゴレ太郎の姿を見ながら言う。


    　──これは、そこそこ長い間つきあったあとに聞くタイプの質問！


    　やはりナディーネも疑似子育てを通じて、そんな気分になっているのか……。


    「うーん、いやあ、まあ、女の子かなあ、……想像つかないけど」


    「私は男の子がいいなあ」


    　ナディーネはなんの気なしに言っているのか、それともルディと同じようにゴレ太郎の育成を通じて気持ちが深くなっているのか？


    　とにかくこの感じ、この雰囲気。


    　やはり、これまで以上に距離が縮まっている気がしてならない。友人を超えて、それ以上の関係へと発展しつつある気配。


    　もう「つきあおうぜ」と言えば、イケるところまで来ているんじゃないのか？　ルディはそう感じているのだが……。


    　しかしルディは恋愛関係の経験値が低い。というか人間関係全般の経験値が低い。自分の感触にまったく自信が持てないのだ。


    　──ここはナディーネの気持ちを確かめなければいけないだろう。


    　ルディは決心する。


    　聞き方には十分に注意が必要だろう。


    　シェアメイトとして、ひとつ屋根の下に暮らす身。ダイレクトに「俺のこと好きか？」などと聞いて、失敗すれば気まずい生活を送ることになる。


    　ならばどのような質問のしかたが正しいのか……。


    　ルディは思案に思案を重ねた上で切り出す。


    「ナディーネは俺について、なにかしら思うことはあるかな……？」


    「なに？　そっか、ソフトクリームの代金ね」


    　そう言うと、ナディーネは財さい布ふを取り出し、代金を払ってくれる。


    「そうじゃなくて……、いや、もらうけど……。俺たち、仲いいだろ？」


    「うん」


    「最近、特に仲がいい気がするわけだ」


    「そうかな？」


    「そこで、そうかな？　と言われてしまうと困るんだが……。もっと変化を感じ取ってもらわないと」


    「そうだ。最近ルディ、爽さわやかになってきたよね。ちゃんと朝に起きてるし、前みたいな、人を呪のろい殺しそうな雰囲気はなくなったよね」


    「そうか。そうだろ。そこで？　爽やかになってきたので、だから？　爽やかになってきた、そうすると？」


    「なに言ってるの？」


    　ナディーネは不思議そうに小首を傾かしげている。


    　ルディ自身、言い回しが遠回りすぎることは感じている。


    　しかし、ルディのコミュニケーションにおける経験値の低さがこれ以上の近道を選ばせないのだ。


    　──悪口ならストレートに言えるのに……。


    　ルディは己の性格を恨む。


    　しかしこのままではなにも伝わらない。


    　ここは勇者らしい勇気が必要だ。ルディは自分の身体からだすべてからかき集めるように、一度、小さく身震いすると、改めてナディーネに話しかける。


    「ナディーネ……。ゴレ太郎の面倒見ているうちにさ、なんか夫婦みたいだなって思うようになってさ」


    「やめてよ。恥ずかしい」


    　ナディーネは顔を真っ赤にしているものの、「やめてよ」の口調はどこか優しい。


    　──ならば、いける。


    　ルディは自分の勇気を最大に振り絞る。


    「なあ、試しにさ、つきあってみない？」


    　ルディ渾こん身しんの打ち込み。


    　ナディーネの心のど真ん中をめがけて、真っすぐに切り出す。


    　──ミス！


    　ナディーネはルディの話を聞いていなかった！


    　ルディが勇気を振り絞っている間に、ベンチから立ち上がっている。


    「大変……」


    　ナディーネの視線の先では、ゴレ太郎が見知らぬおばさんと話し込んでいる。


    　おばさんは子供好きなのか、しゃがみこんでゴレ太郎と目線を合わせている。


    　帽子を被かぶらせているとはいえ、あんなに近くで見られたら……。


    　おばさんがゴレ太郎に向かっていかにもおばさんが持ってそうな、クッキーを差し出す。


    「いや、僕はゴーレムなので、こういったものは食べないんですよ」


    　ゴレ太郎がはっきりとゴーレムであることを口にした。


    「やばい！」


    　ルディは全速力でおばさんに向かって走り出す。


    　そしてそのままの勢いでルディは手刀を繰り出す。


    　ルディ渾身の打ち込み。


    　おばさんの首筋をめがけて、真っすぐに振り下ろす。


    　──かいしんのいちげき！


    　見事におばさんを気絶させた。


    　ルディはそのまま、ゴレ太郎を抱え上げると、全速力でその場を後にする。


    「ちょっと、ルディ、待って！」


    　後方から、ナディーネの声が聞こえるが、ルディは止まらない。


    　そのまま、動物園の出口を目指す。


    「ひどいよ、ルディ、なんてことするの！」


    　動物園を出て、ようやく停止したルディ。


    　ナディーネは息を切らせながらルディに抗議する。


    　たしかにやりすぎであったとルディも思う。


    　しかし、あの瞬間は余裕がなかったのだ。もはやゴーレムであることがバレてしまっている状態。しかも、意を決してナディーネに告白しようと思っていたのに、ナディーネが聞いていない。必然的に心の余裕も失ってしまっていたのだ。


    　とはいえ、そんな言い訳が通用しないことはルディにもわかる。


    　勇者たるもの、心の余裕がなくても街の気さくなおばさんに手刀を喰くらわせてはいけない。


    「…………あのおばさんは復魔教の人だった」


    　ルディはしれっと言い放つ。


    「本当に!?」


    「間違いない。十中、三、二、そうだ」


    「三、二？　ちょっと少なくない？　八、九じゃなくて？」


    「数字の問題じゃない。とにかくそんな目つきをしていた」


    「本当かな……？　復魔教の人って白ずくめの衣装を着てるって聞いたけど」


    　ナディーネの言う通り、復魔教の教徒は純白のローブに全身を包んでいる。


    　それはルディも知っているのだが……。


    「白を基調とした着こなしだった。……最悪、間違っていたとしても、人知れず世界を救うためだ。仕方がない」


    　ルディはここのところ〝世界を救うため〟をほとんど言い訳のためにしか使用していない。


    　しかし今回もその便利なワードの力でナディーネはなんとなく納得してくれる。


    「もしそうなら仕方ないけど……。それで、なんの話だったの？　ルディ、なにか大事な話をしてなかった？」


    「いや……なんでもない」


    　すっかり気分がしぼんでしまったし、少なくともおばさんに手刀を喰らわせた直後にする話題ではない。恋愛経験のないルディでも、おばさんに手刀を繰り出した直後での告白は勝率が極端に低いであろうことくらいわかるのだ。


    「なんでもないってことないでしょ？」


    　ナディーネは不思議そうに何度も聞き返すが、ルディは「なんでもない」を繰り返すばかりなのであった。
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    「ちょっと、ルディ、このゴーレムの子はいつまでいるのさぁ」


    　珍しくネネが日中リビングに顔を出していた。


    「いつまでって言われてもわかんねーよ」


    「ノリオがスネちゃって、かわいそうなのさぁ」


    　ネネの背中に隠れるようにしてノリオがゴレ太郎を睨にらみつけている。


    　雑なデザインのせいで表情のわかりにくいノリオであるが、これは間違いなく敵てき愾がい心しんを抱いている。


    「オマエ、ノリオノ存在感奪ウ、ノリオ、マスコット的存在！　オマエ、キャラ、被かぶッテル！　マスコット、二匹ハイラナイ！」


    「そう言われましても……僕はそんなつもりはないですよ」


    　ゴレ太郎は丁てい寧ねいな口調で返事をする。


    「ノリオ、嫉しつ妬と深イタイプノ、ナニカ！　ノリオ、オマエノ靴、隠ス！」


    　ネネの後ろから丸っこい手を振り上げて威い嚇かくするノリオ。


    「ゴーレムですので靴など履かずともいいのですが……、仲良くやりましょうよ、喧けん嘩かなんて面倒ですよ。バーター野郎さんもなんとか言ってあげてください」


    「誰がバーター野郎なのさぁ！」


    　ルディの教育の結果、ゴレ太郎はネネをバーター野郎と呼ぶようになっていた。


    　口調が丁寧だけに一層失礼さが際立つ。


    　しかし、ルディは決して訂正しない。むしろいい気味だと感じているからだ。


    「なんなのさぁ！　この嫌いやなゴーレムは！」


    「とにかく仲良くやりましょう。僕は疲れることは嫌いなんです。バーター野郎さんも、不潔な生き物さんも仲良くしましょう」


    　ルディはノリオを不潔な生き物だと教えた覚えはない。


    　──自分で悪口を考えられるようになったか。


    　ルディはゴレ太郎の成長にしみじみと感心する。


    「ノリオ、綺き麗れい好キ！　窓ノサッシノホコリ、気ニスル、ナニカ！」


    　ノリオがゴレ太郎に挑みかかる。


    「噛かめ、ノリオ、噛んじゃうのさぁ！」


    「ノリオ、歯し槽そう膿のう漏ろう、噛ムト、歯茎、オビタダシイ出血。組ンデ、勝負スル！」


    　のっそりとした動きでゴレ太郎の腰にしがみつくノリオ。


    「ノリオ、タックルが高いよぉ！　もっと低く入るのさぁ！　打撃を意識させてぇ！」


    　リビングの中央で揉もみ合う小型のゴーレムと正体不明の生物。そしてそれを応援するバーター野郎。


    　当然リビングはめちゃくちゃに散らかっている。


    　少し前のルディなら猛烈に抗議したところであったが、いまはそんな気すら起こらない。


    　というか、この有り様が、リビングで起こっていることそのものが、理解できない。


    　いつの間にか魔法で眠らされて、変な夢を見させられているのかとすら思える。


    　ゴレ太郎はゴーレムだけあって、小柄でも力が強い。必死に腰にしがみつくノリオを受け止め簡単に投げ飛ばした。


    　逃げるようにノリオがネネの背中に隠れる。


    「んー、いい感じに成長してきたねー」


    　いつの間にかソニアがリビングに姿を現している。


    「この光景を見て、よくそう認識できるな」


    　ルディは呆あきれながら、その成長した様子を眺める。


    「よくもノリオを！　私がタックルの見本を見せてやるのさぁ！　こうやってフェイントかけて、低く！」


    　ペットのノリオを投げ飛ばされて、怒り心頭のネネ。


    　今度はネネとゴレ太郎が揉もみ合いになる。


    「バーター野郎さん、やめてくださいよ。大人げないですよ。それ以上やると、事務所と番組のスポンサーに匿とく名めいでメールを送りますよ。低空タックルで幼いゴーレムを虐いじめる勇者がいると」
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    「もおおぉ！　生意気なのさぁ！　このぉ、このぉ」


    　揉もみ合いながらリビングを転げまわるネネとゴレ太郎。


    「もはやカオスだな……」


    　ルディはため息を吐つきながら言うが、ソニアの見解は違うようだ。


    「なかなか賢そうだよー。スポンサーに抗議するのが一番効くって理解できてるのがすごいよねー」


    　ソニアはゴレ太郎がネネを脅おどす言葉に耳を傾け、感心している。


    「狡こう猾かつではあるがな……」


    「そろそろ、いろいろ古代のこと聞いても良さそうだねー」


    　ソニアはこれまでゴレ太郎にエルバウルについて尋ねることはなかった。


    　こちらの文化、風習を知らない状態で聞いても、間違ったことを答える恐れがあると判断したからだ。


    　たとえばメールにしても、こちらの文明におけるメールの概念を理解していなければ、古代にもそのようなシステムがあったのか答えることができない。いまはメールを脅しの手段として使用できるまでに成長している。……悪い意味でだが。


    「じゃあ、いよいよ、本番ってわけだな……」


    「そうだよー。わくわくするねー。いままで誰も知らなかった知識だよー。どんなお宝よりも、価値があるよー」


    　ソニアは珍しく賢者らしいことを言う。


    　こうして、ついにゴレ太郎の口から古代エルバウルについて語られることになったのだ。


    



    　ゴレ太郎にいろいろ聞いてみる会はナディーネがバイトから帰ってくるのを待って、夜に開かれた。


    　リビングにはアーニャ、クリストフの姿もある。ルディ、ナディーネと併せて、ゴレ太郎の人格を形成した四人だ。


    　ゴレ太郎を中心にソファーに集まる。


    「ねー、ゴレ太郎。エルバウルのこと覚えてるー？」


    　ソニアの問いにゴレ太郎は大きくうなずく。


    「もちろんです。僕はパチャクテク王の五年に制作されました。それ以前の歴史も基本的なことは学習しております」


    　ゴレ太郎はすらすらと優等生的な回答をする。


    「偉いねー」


    　ナディーネはゴレ太郎の頭を優しく撫なでつける。


    　ナディーネに褒ほめられ、どことなく誇らしげなゴレ太郎。


    「僕はその当時、宮殿周辺の道案内をするために制作されました。よって、エルバウルの地理、芸術、歴史について、お客様をご案内できるだけの知識を与えられたのです。この目もお客様をご案内するための特別仕様です。玄関はこちらになります」


    　ゴレ太郎はそう言うと、目から赤い光線を放つ。


    　真っすぐに玄関に向かって伸びる赤い光。


    　どうやら光線は道案内用のポインターのようなものだったようだ。


    　これまで光線が出る度たびに必死に回避していたルディとしては、それは早く教えてくれよとの気持ちにもなるが……。


    「玄関の位置は知ってるよ。それで、エルバウルはどんなところだったんだよ？」


    　ルディの問いにゴレ太郎は即座に答える。


    「現代とはずいぶんと違いますが、よい国でしたよ。みんなが平和を愛し、自然と芸術、そしてなによりホームパーティーを愛する、温厚な人々でした。特にパチャクテク王は芸術を愛されておりましたから、宮殿にはたくさんの彫刻、絵画が溢あふれ、常に美しい音楽が流れておりました」


    「そんな温厚な人々がどうして滅びたのかな？」


    　ナディーネが不思議そうに首を傾かしげる。


    「……残念ながら、滅びたときにはすでに僕は機能を停止していたようで、わかりません。気がついたら、みなさんの顔が」


    「えー、ざんねーん！」


    　ソニアがソファーの中でずるりと滑すべり落ちる。


    「すみません。ただ、多少は心当たりが……」


    「ふむふむー。なになに？」


    　ソニアがすぐに身を乗り出し尋ねる。


    　ゴレ太郎の目が一瞬、赤黒く輝く。


    「すみません。ここからは有料会員のみに情報をお届けします。月々３００Ｇゴールドでゴレ太郎の最新情報を入手できます」


    　まさかのメルマガシステム！


    「こらー！　どこで覚えたんだよー！」


    　ソニアがポカポカとゴレ太郎の胸を叩たたくが、ゴレ太郎はまったく動じない。さすがゴーレム、なんのダメージもないようだ。


    「ゴレ太郎、私たちは家族みたいなものでしょ。ダメだよ。家族からお金を取ろうとしたら」


    　ナディーネが優しくたしなめる。


    「しかし、現代においては情報ほど価値のあるものはないと学習しました」


    　ゴレ太郎は平然と言い放つ。


    　ナディーネはゴレ太郎ではなく、アーニャを睨にらみつける。


    「私じゃないし」


    「絶対アーニャちゃんでしょ！」


    「ルディじゃないの？」


    　アーニャがチラリとルディを見る。


    「なんで俺なんだよ！　もともとこういうヤツなんじゃねーの。道案内して金取ってたんだって！」


    「みなさん。争いは止めてください。争い程、無駄で疲れることはありません。とにかくお金を払うか、おっぱいを揉もませるか、ふたつにひとつです！」


    　みんなの視線がクリストフへと注そそがれる。


    　全員が険しい表情。これは確実にクリストフだ。


    「まあ、まあ、みんなに似たってことでしょ。いいじゃないの、おっぱいを揉ませてあげれば解決だよ。ゴレ太郎と僕に。さあ、並んで、並んで」


    　さりげなく自分も揉む側に回っているクリストフ。


    　しかし、誰も並ぶものはいない。当たり前である。


    　ナディーネはクリストフに心からの軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けると、ゴレ太郎の前に立つ。


    　真っすぐにゴレ太郎を見つめるナディーネ。


    「ゴレ太郎、私、そんなこと言うゴレ太郎のこと嫌いだな」


    　ゴレ太郎は明らかに動揺している。


    　目が激しく点滅し、頭を抱える。


    「嫌いやだ。ナディーネさんに嫌われたくない……。それだけは避けたい。でもおっぱいも揉みたい。どうしたらいいんでしょうか？」


    「揉むんだ！」


    　爽さわやかな笑顔で答えるクリストフ。


    　ゴレ太郎は相談する相手を間違った！


    　女子たちのますます厳しい視線がクリストフとゴレ太郎に注がれる。


    「ゴレ太郎、諦あきらめろ。揉みたい思いをぐっと堪こらえて生きていく。それが男の生き様だ」


    　ルディはそう言うと、ゴレ太郎の肩をポンと叩たたく。


    「そうですか……。それが男ですか。仕方ありません」


    　ゴレ太郎はがっくりと肩を落とす。


    　どうやら観念してくれたようだ。


    「そうだ。おっぱいは心の中で揉むものだ」


    「わかりました。それでは揉んだものとして、話を進めましょう」


    　見事ゴレ太郎を改心させたルディであったが……。


    　ルディに注がれる視線も冷たい。


    　ナディーネ、アーニャ、ソニア、それぞれが、汚物を見るような目でルディを見つめている。


    「な、なぜだ……。説得に成功したのに！」


    　ナディーネはルディを無視してゴレ太郎に話しかける。


    「これから、そんなこと言っちゃダメだよ。お金を取ろうとしてもダメ。そんなことしたら嫌いになるからね！」


    「わかりました。いまは好きですか？」


    「大丈夫、好きだよ」


    　ナディーネがゴレ太郎を優しく抱ほう擁ようする。


    　ゴレ太郎は嬉うれしそうに目から案内用の光線をそこかしこに放射する。ゴレ太郎にとってナディーネは特別な存在のようだ。


    　改心したゴレ太郎はエルバウル文明について語りはじめる。


    　政治システムについて、現代とはまったく異なる魔法を礎いしずえとした技術について、そして、ゴレ太郎の最後の記憶について。


    「僕はゴーレムなので、政治的な問題などは知らされることはないのですが、王宮では偉い方々が深刻そうに話し合っていました。災厄が復活したとか……。その後、宮殿には誰ひとりとしていなくなり、僕は廃棄されてしまいました。……そして、そのままエネルギーが切れてしまいました……。その後人々がどうなったのかはわかりません」


    　ゴレ太郎は少し寂しそうに言う。


    「その災厄ってー。いまで言うところの魔王なのかな？」


    「さあ？　僕にはなんとも」


    　ナディーネの問いに小さく首を振るゴレ太郎。


    　しかし、にわかに魔王の復活の話に信ぴょう性が増してきたことは確かだ。


    「ね、ね、やっぱりソニア合ってたでしょー！　ソニアはねー、賢いんだからねー」


    　ソニアが得意満面で胸を張る。


    　これまでいまいちソニアのことを信用しておらず、コネ狙ねらいで相手をしてきたルディたちであったが、さすがにこうなってくるとソニアの言うことを信じざるを得ない。


    「まあ、そういうことなら、本当に魔王の復活もあるのかもな……」


    　ルディも渋々ではあるが、そう発言する。


    「でしょー！　君は人を信じることを学んだ方がいいよー」


    　バシバシとルディの肩を叩たたくと、部屋へと駆け去り、例の暦こよみを持って戻ってくる。


    「さあーゴレ太郎くん、これを翻訳したまえー」


    「これは……暦ですね。懐なつかしい。エルバウルの人々は暦を非常に大切にしておりました。暦師と呼ばれる専門の技術者がいて、多種多様な暦を作成したのです。おそらく街の人々が我々ゴーレムを捨てて街から逃げ出したのも、暦こよみ師が災厄の復活を予言したからなのでしょう。……なるほどこれは珍しい暦ですね」


    　ゴレ太郎は暦を受け取ると懐かしそうにパラパラとページをめくる。


    「どう翻訳できるー？　ねーねーできるー？」


    　ソニアは身を乗り出して、ゴレ太郎にせがむ。


    「もちろん可能ですが、かなりのボリュームですね。少し時間がかかりそうです」


    「そっかー。頑張ってくれたまえよー。できたらご褒ほう美びたっぷりあげるよー」


    　その言葉に、ゴレ太郎の目が赤黒く輝きを放つ。


    「ご褒美、やはりおっぱ……」


    「ゴレ太郎！」


    　ものすごい速さでナディーネに叱しかられた！


    「よーし、頑張ってくれたら飴あめをあげよう」


    　ソニアの代案にゴレ太郎の目の輝きが急激にしぼんでいく。


    「飴ですか……。ゴーレムは飴を舐なめられないのですがせめて現げん生なまなど……」


    「いいじゃん。飴を眺めたりしなよ」


    　がっくりと肩を落とすゴレ太郎。


    　モチベーションが急激に下がっているように見えるが……。


    　暦の解読の精度が落ちるのではと不安になるルディであった。
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    　ゴレ太郎はナディーネのお説教が効いたのか、その後は大変良い子であった。


    　日中は暦の翻訳に精を出し、ナディーネが帰宅すると、夕食作りの手伝いをする。


    　ルディの子供時代を考えれば天と地ほどの差があるくらいの良い子っぷりである。


    「今日のご飯はね、ゴレ太郎が作り方を教えてくれたんだよ」


    　ナディーネはそう言うと食卓に見慣れぬ料理を運んでくる。


    　なにやらいままでに嗅かいだことのない不思議な香りがする。


    「魚を香草と共に塩しお釜がまで蒸し焼きにしたものです。エルバウルの人々は素材の味を活いかす料理を好みました」


    「美お味いしいねえ。やるじゃないのゴレ太郎」


    　先に手をつけたクリストフが感嘆の声を上げている。


    「僕はレシピを伝えただけで、素晴らしいのはナディーネさんの腕です」


    　なんだか、模範的な回答をするゴレ太郎。


    　ルディもひと口食べてみるが、身体からだの中に栄養が染み渡るような実に優しい味だ。


    「ゴレ太郎はね、薬草関係の知識も豊富だよ。僕もそれなりに詳しいつもりだったけど、驚かされることばかりだったよ」


    　クリストフはエルバウル料理に舌した鼓つづみを打ちながら言う。


    「はい。エルバウルでは食事も薬も同じであると考えており、料理と同様に調薬の研究も大変進んでいました」


    「まさか、あんなものを、あんな風に使うとはね……」


    　なんだかうっとりとした表情を浮かべているクリストフ。


    「はい、エルバウルの民はあんなものをあんな風に使っていました」


    「いやあ、エルバウルの人々が平和だった理由がはっきりしたよ。あれさえあればずっとハッピーな気分だね。ゴレ太郎は素晴らしいよ」


    「いえいえ、僕はレシピを教えただけで、素晴らしいのは、それを躊ちゆう躇ちよなく吸ってしまえるクリストフさんの勇気だと思います」


    　似たようなことを言っているが、なにか不穏な空気を感じる。


    　クリストフが満足するような薬は教えてはいけなかったんじゃないのか……。


    　しかしゴレ太郎はゴーレムだけあって、そんなことはちっとも気にしない。


    「僕は古代の知識を現代に伝える素晴らしさに気づきました。これは僕だけにできることです。ルディさんもなにか知りたいことはありませんか？　たしか剣術が好きでしたよね。古流の剣術について興味は？」


    「そりゃあるけど。金を取るんじゃないのか？　俺は持ってないぞ」


    「たしかにそう発言したこともありました。お恥ずかしい限りです。あの時は幼かった」


    　昨日のことなのに、成長の早いゴレ太郎にとっては若さ故の過あやまちらしい。


    「まあ、わかればいいんだけどさ」


    「はい。僕は現代におけるマネタイズの仕組みをわかっていなかった。現代においては基本無料が正解なんです。十分に無料でサービスを提供したのちに、抜け出せないタイミングでお金を要求するのが正しいのです。たとえばお金を要求するならクリストフさんが完全に薬に依存したタイミングで……」


    　怪あやしく光るゴレ太郎の両目。


    「おい！　改心したんじゃなくて、より狡こう猾かつになっただけじゃねーか！」


    「わかりません。僕はただ、皆さんから教わったことを元に……」


    「そんなことを教えてねーよ。末恐ろしいゴーレムだな」


    「そうでしょうか？」


    「とにかく、ここの住民からお金を取っちゃダメ。あとクリストフには身体からだにいい薬の調合だけ教えろ。いいな」


    「わかりました」


    「アーニャにはなにも教えてないのか？」


    「アーニャさんには断られてしまいました」


    「さすがアーニャだな。賢いんだか面倒くさかったのか……」


    「あ、でも感じ悪い眼鏡さんにはお教えしましたよ」


    　感じ悪い眼鏡さん。これはヴォルフのことだ。


    　ルディは以前テレビに出ているヴォルフのことをそう教えた覚えがある。


    「なんでヴォルフに教える？」


    　ルディは不機嫌そうに言う。


    「それは悩んでいるご様子だったので……。養成所の新人女子勇者を食う方法がわからないと大変苦悩されてました」


    「なにで悩んでるんだ、あいつは！」


    　──天てん狗ぐになっているとは思っていたが、ついにその域に到達したか。


    　ルディはそのペースに、ある意味感心する。


    　たしか以前ヴォルフは自分の夢について、アイドル勇者と結婚する。それが無理だったら、新人に説教しながら、ついでにつきあう。とか言っていた。


    　夢への階段を着実に進もうとしている。


    　……悪い意味でだが。


    「感じ悪い眼鏡さんにはエルバウルの歴史に残るスケコマシ、マクシマスの物語を伝えました。ルディさんも見たことがありますよね。あの宮殿の壁画のモチーフになった男です」


    　──あれ、スケコマシの壁画かよ！


    「なんで、そんなもの宮殿の目立つ場所に展示してるんだよ！」


    「私に言われても……。モチーフはさておき、芸術的に完成度が高かったのでしょう」


    「なんか、最後モンスターと戦って昇天してたぞ」


    「あれは、人間の女では飽き足らず、ガーゴイルの雌を口説いて、結果空に連れ去られ、非業の死を遂げる場面ですね」


    「そんなシーンだったのかよ！」


    　エルバウルの人々にとってそれは感動のシーンなのだろうか……。


    　ルディにはまったくその良さが理解できない。


    「マクシマスの座右の銘は〝訴えられる寸前までいったれ〟でした。感じ悪い眼鏡さんも現代に甦よみがえったマクシマスとして活躍してもらいたいものです」


    　ゴレ太郎はそう言うと、ピカピカと両目を輝かせる。


    　──このゴーレム大丈夫か……。


    　ゴレ太郎への不安が邪魔をして、ルディの食事はペースが上がらない。ゴレ太郎には悪気はまったくないのだろうが……。


    　悪気がないだけ、余計に性た質ちが悪い。


    「どう、ゴレ太郎に教えてもらった料理？」


    　ナディーネが洗い物を終えて、キッチンから出てくる。


    「本当にこれは最高だよ」


    　クリストフはすでにひと皿ペロリと平らげてしまっている。


    「ああ、美う味まいね……」


    　ルディはそう答えるものの、なかなか食事が進んでいない。


    　ナディーネが作ってくれた、古代エルバウルの香草塩しお釜がま蒸し。実際に非常に美お味いしいのだが、これにもなにか裏があるのではないかとルディは気になって仕方がない。


    　──クリストフの様子に異変はないか、しっかりと確認したのちに食べよう。


    　ルディはそう心の中で決意するのであった。
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    　ゴレ太郎による暦こよみの解読が完了したのは、一週間後のことであった。


    　疲れることのないゴーレム、それでも分厚い暦を一冊翻訳するには時間が必要だ。


    　リビングに集まったのはソニア、ルディ、ナディーネ、そしてクリストフ。


    「偉いぞー。ゴレ太郎。なんてすごいゴーレムなんだー。君の活躍は長く語り継つがれるよー」


    　ソニアは頭が削れてしまうんじゃないかと不安になるほど、何度もゴレ太郎の頭を撫なでまわす。ゴレ太郎はゴーレムだけあって、表情に変化もなくされるがまま。


    「そうですか。飴あめ玉だまも語り継がれることもゴーレムとしてはあまりメリットがありませんが」


    　ゴレ太郎にとって価値があると感じられるものは現金と女性の身体からだだけらしい。


    　実に変なゴーレムに育ったものである。


    「じゃあ、早速、その翻訳をちょうだいよー」


    　ソニアはゴレ太郎から翻訳版の暦を受け取る。


    「ふむ、ふむー、なになにー」


    　じっとゴレ太郎の書いた紙の束を見つめるソニア。


    



    ──一月一日　〝女を口説くのに正月は関係ねー！　人が休みの時こそ差が出る時、口説いて口説いて口説きまくれ〟


    



    ──一月二日　〝女の相談は口説きのチャンス。真ま面じ目めに相談に乗るやつは馬ば鹿かだ。「そうだね」「わかるよ」だけ言っとけば、こっちのものだ！　口説け、口説け〟


    



    ──一月三日　〝酒が好きな女には酒を。飯めしが好きな女には飯を。ケチるな。ガンガン奢おごれ、どうせ最後には回収できる〟


    



    ──一月四日　〝考えるな、褒ほめろ！　女を褒めるのに理屈はいらない。視界に入ったものすべてを反射神経で褒めろ。髪質を。肌を。性格を。爪つめの形を〟


    



    「なんじゃこりゃ──！」


    　ソニアが目を丸くしている。


    「これは伝説のスケコマシ、マクシマスの名言を集めた女口説き日めくりカレンダーですね。その当時も女性蔑べつ視し的だということで、すぐに絶版回収になった大変珍しい一品です」


    　ゴレ太郎の説明を聞くと、ソニアが頭を抱えて、床に倒れ込んでしまった。


    　想定と全然違ったのだろう。


    　マクシマス……、たしかヴォルフが事務所の後輩に手を出す方法を悩んでいたときに、アドバイスとしてゴレ太郎がその物語を伝えた壁画の男だ。


    　壁画になるのも無理はないと思えるほどの圧倒的なゲスさではある。しかし残念ながら、これをどれほど読み込んでも、魔王の復活に関する情報が得られることはないが……。


    「ゴレ太郎、これもすごく珍しいものだと思うけど……。これじゃなくて、未来のことまで書いてある暦こよみはないの？」


    　ゴレ太郎に優しく尋ねるナディーネ。ゴレ太郎の苦労を考えると、ソニアのように露骨に落ち込めないのかもしれないが、それでも落胆の色は隠しきれていない。


    「そういった暦でしたら、図書館の資料庫にあるかもしれませんね。いまもあるかどうかはわかりませんが」


    　ゴレ太郎はさらりと答える。


    「えっ、あるのーっ！」


    　頭を抱え込んでいたソニアが顔を上げる。


    「ですから、わかりません。その当時、存在していたことは知っていますが」


    　ゴレ太郎の目が輝きを増し、壁に向かって光を放射する。


    　いままでの直線状の光線ではなく、大きく広がる光。


    　その光が壁に図形を描く。


    　どうやらなにかしらの地図のようだ。


    「これは遺跡が街だったころの地図だねー」


    　ソニアはすぐに理解する。


    「はい。五号遺跡がサルゴニアと呼ばれていたころの地図です」


    　ゴレ太郎は照射している地図の一部を拡大させる。


    　建物の名前がエルバウル語で記されているが、ルディにはもちろん読めない。


    「こちらが図書館です。そしてここが資料庫、開館時間は日の出から日没まで。祝日の翌日は休館日です」


    　さすが道案内用ゴーレム、大変わかりやすい。いまとなっては残念ながらその図書館は年中休館中であるが。


    「ふーむ、ふむ。なるほどー。いま管理されてる遺跡の外だねー。思ってたよりずっと広い街だったんだねー」


    　唯一、現代の状況と地図を対応させることができるソニアは、興味深そうにじっくりとゴレ太郎の照射する地図を眺めている。


    「ということは、もうその図書館は？」


    　ナディーネの質問にソニアは首を横に振る。


    「うーん。もうないだろうね。残念だなー。あーあ、残念」


    　大きなため息を吐つくソニア。


    「資料庫は貴重な資料を守るために地下に作られていました。もしかしたら地下部分はまだ健在かもしれませんよ」


    　ゴレ太郎はそう言うと、さらに地図を変化させ、街の地下道の状況と思おぼしき地図を照射する。


    　街の至るところに地下施設があり、それを結ぶ通路が張り巡らされている。


    「これは可能性はあるねえ。なにを隠そう、僕も遺跡を脱出するときに偶然発見した地下道を使ったのさ」


    　クリストフがさらりと付け加える。


    　──そうだったのか……。


    　置き去りにされたクリストフがどうやって遺跡から脱出したのか、誰も尋ねようとしなかった。あまりにも変態性が際立ちすぎて、そっちに気持ちがいって、気持ち悪くて聞きたくなかったのだ。


    「パン一でひとり誰もいない地下道を進む心細さったらなかったね」


    「本当にごめんなさい」


    　ナディーネだけは罪の意識を感じているようで、素直に頭を下げる。


    「あんな体験をさせられちゃ、これから地下道を通るときは、パン一にならざるを得ないよ」


    「なぜそんな結論になる！」


    　ルディにはクリストフの性せい癖へきがまったく理解できない。


    　とにかく、まだ資料庫は現存している可能性があるってことだ。


    　しかも、遺跡として認識されている範囲を外れて。つまりは未発見かつ、発掘するのに許可を取る必要もないということだ。


    　もし、そんな場所で資料庫を掘り当てたら、それこそ大発見だろう。


    　しかも、これまでと違って盗掘や不法侵入の類たぐいではない。堂々と公表できる発見だ。


    　ルディは確信する。


    　──ついに俺にも飛躍の時がやってきた。


    　ネバネバ勇者の食レポなどではない、本当の勇者としての飛躍の時。


    　ラックの種ウルトラＭＡＸの効果がやっと体感できた。


    　なんだ、ちゃんと効くじゃないか……。


    　冒険へのときめきが、ルディを思わず身震いさせる。


    「行くよな、当然」


    「当たり前でしょー。ソニアと君たちがー世界を救うんだよ──！」


    　以前なら、ただの馬ば鹿かのたわごとに聞こえていたソニアの言葉も、いまでは１００％本気で受け取ることができる。


    　元々ソニアの言葉をルディよりも信じていたナディーネはなおさらだ。


    　キラキラと目を輝かせている。


    　クリストフもまた目を輝かせているが、もしかしたらパン一で地下道を歩く興奮で目を輝かせている可能性もある。


    　ここまでくればおそらくアーニャも乗ってくれるだろう。


    　──さあ、冒険の準備をしなければ。忙しくなるぞ。


    　まずはイセッターのフォロワー数を増やさないと。こうなったら相互フォローのアカウントをフォローしまくって、相手がフォロー返したタイミングでこっちのフォローを解除して、いかにも人気のあるアカウントであるかのように偽装するのもありだろう。有名勇者のアカウントに馴れ馴れしくリプライを投げて、仲良しのフリをするのも止やむを得ない。


    　本来マナー違反だが、世界を救うためだ。


    　ルディは主にＳＮＳ対策の準備をはじめることに情熱を燃やすのであった。


    



    　遺跡発掘のための準備。それはＳＮＳ対策だけではない。


    　当然ながら発掘のための道具をそろえる必要がある。スコップ、つるはし、そして当分の野営に備えるための食料。


    　そして目的の資料庫へと到達するための詳細な現地情報も必要だ。


    　どこを掘り進め、どこから侵入するか。ソニアを中心にゴレ太郎の情報と現在の地図を照らし合わせ、ルートを慎重に選択する。


    　さらにはコンディションの管理も重要な準備のひとつだ。


    　ルディはその日も朝からゴレ太郎を伴って、剣術の稽けい古こに精を出していた。


    　数千年もの間、地中に眠る資料庫にモンスターが出現するとは思えないが、いかなるトラップがあるかわからなし、道中でどんなトラブルが起こるかわからない。剣術で汗を流すことで、肉体を冒険モードへと仕上げるのだ。


    　これまでとは意気込みが違うのである。


    　ネネとヴォルフがリビングの窓越しに、その様子を眺めている。


    　ルディの剣さばきを見ながら、余裕たっぷりになにごとか談笑しているが、ルディは無視して稽けい古こに集中する。


    「ルディさんは素晴らしい腕前の持ち主です」


    　ゴレ太郎は手首の関節のない両腕を動かしパチパチと拍手をする。


    　ゴレ太郎はエルバウルの古流剣術の情報も有していた。


    　つば競り合いでの体さばきでバランスを崩すことに力点をおいた剣術。


    　接近し、足払いし、バランスを崩してから切り込む。


    　さらには前方に飛び込むように跳躍してからの突き技など、トリッキーな技が多いようだ。


    　その技をゴレ太郎の情報を元に、再現してみせるルディ。


    「まさにそのような形です。ゴーレムは剣術を行わないのですが、古代の人々の稽古風景にそっくりです」


    　どうやらエルバウルの剣術は人間同士を想定した体系のようだ。しかしルディは勇者。勇者の剣術は様々なモンスターに対応しなければいけない。


    　──ならば。


    　ルディは先ほど習得した跳躍しての突きにアレンジを加える。


    　一瞬身を屈かがめて、斜め上に一気に跳躍しながら突き上げる。


    「これは自分より大きな敵に対しての技ですね。習うだけではなく、オリジナルの動きを加える。見事です。ルディさんがエルバウルの時代に生まれていれば、一流の剣士として、大変な栄誉を得たことでしょう。広いお屋敷と奥さんを三人あてがわれたはずです」


    　ゴレ太郎がピカピカと目を輝かせながら、ルディを褒ほめる。


    「そうか。完全に生まれる時代を間違えたな……」


    「本当にそう思います。小太りの奥さん三人をゲットしそこないました」


    「小太りなのか……」


    　おそらくエルバウルでは女性は小太りの方が美しいとされているのだろう。


    　それにしても現在のルディは広いお屋敷どころか、部屋ですらソニアに奪われ、リビングのソファーで生活する始末。奥さんは三人どころか、自分の身も養えない。


    　そして現代の勇者業界では剣術の技量よりも、キャラ立ちを重要視する始末。


    　どれだけ剣の腕があっても、ぱっと見のわかりやすさの方が大切なのだ。


    　──そう、ネネとヴォルフのように。


    「なにグラサンかけてんだよ、ヴォルフ！」


    　ルディはリビングからルディの様子を見ていたヴォルフに向かって叫ぶ。


    　談笑しているのは無視できたルディだが、眼鏡からサングラスにかけ代えたことは無視できなかったのだ。


    「いやあ、顔バレすると困るからね」


    　ヴォルフはチラリとサングラスを下げて、ルディを見つめる。


    「バレるもなにも、コーポ勇者の中でお前の顔を知らないヤツはひとりもいねえよ！」


    「出かける準備だよ。怖いファンとかいるかもしれないし。物騒な時代だしね」


    「物騒なことがあったら、自分で身を守れ！　勇者だろ！　あとイセッターのフォロー返せよ！」


    　ルディがヴォルフについて腹立たしいのは、グラサンだけではなかった。随分前にフォローしたヴォルフとネネがいつまで経たってもフォローバックしないのだ。


    　ヴォルフのアカウントには「フォローは関係者のみ」と書いてあったが、まさかルディを関係者と認めてないとは！


    「あー、ごめん、ごめん。最近、イセッター見てなくてさ」


    　ヴォルフは薄笑いを浮かべながら答える。


    「嘘うそつけ！　お前めっちゃ呟つぶやいてるじゃねーか。食べた飯めしの写真ばっかり載せやがって、つまんねーんだよ！」


    「あれはねー。僕はグルメ系の仕事が多いからねー。イメージ戦略的な？」


    　ヴォルフはルディにどれだけ毒づかれても余裕の笑みを絶やさない。


    　もはや、ルディとは立場が違う。


    　言動と立ち居振る舞いから、そんな空気を醸かもし出している。


    「それから、ネネもヴォルフも太ってんじゃねーよ！」


    「失礼なー、太ってないよぉー」


    　リビングからネネが怒鳴り返す。本人は否定しているが、明らかにふっくらしている。


    　ヴォルフも他の変化が大きすぎて気づきにくいが、明らかにお腹がぽっこりとしている。


    「この前、お前ら痛風の予防方法について話し合ってたろ。勇者が痛風になるってどうなってるんだよ！」


    「ルディは高級な食べ物を食べてないからねー。痛風になるほどのご飯を食べてみなよ」


    　ヴォルフが憎まれ口を返す。


    「そうなのさぁー！　こっちはシースーからのギーウナのカーバーヤーキーだよぉ！」


    　ネネは相変わらず業界用語が言えていない！


    「うるせえ！　……俺はな、お前らが仲間だと思ってるから、あえて言ってるんだ。お前たちは間違ってる。勇者とはなんなのか、もう一度、考え直せ！」


    　ルディはさらに力を込めて、ふたりに叫び返す。


    　これはルディにとっては反論のしようのない正論のはずだった。


    「ルディこそ、間違ってる！」


    　意外なことにヴォルフから反論がある。


    「どういうことだ？」


    「ルディ、理想の勇者像を求めるのもいいけど、それは売れてからすることだろ、売れる前から、そういうこというのはガキだと思うよ。まずはなんでもいいからチャンスを掴つかまないと」


    「おお、ヴォルフ、良いこと言うのさぁ。そうだよ、ルディ」


    　ネネも賛同の声を上げる。


    　──たしかにそれが大人の考え方かも……。


    　ルディも一瞬、そう思いかけるが、すぐにその意見を否定する。


    「痛風になってからやれる理想の勇者活動ってなんだよ！　嘘うそつくな」


    「そんなこと言ったら、ルディが仲間を思ってあえて厳しい発言するなんて、もっと嘘だろ！　ただのストレス発散のクセに！」


    　お互いがお互いをよく知る仲。おそらく両方が図星である。


    「見てろ！　お前らが俺にフォロー返ししなかったことを後悔させてやるからな」


    　ルディはリビングのヴォルフとネネを睨にらみつける。


    　しかしヴォルフはそれでも余裕たっぷりの態度を崩さない。


    「ははっ！　ルディは子供みたいなこと言ってるうちは無理だと思うね」


    「その前に、フォローの仕方教えてよぉ！」


    　ネネはそもそもシステムを理解していなかった！


    「ねえ、ルディ、それこそ、君のこと仲間だと思うからあえて言うんだけど、プロの世界は厳しいよ。理想を語る前に現場に出ないと」


    「違う。お前らは、偉い人にペコペコして、たいしてやりたくもない仕事をセコセコやってることをプロの厳しさって言い換えているだけだ。そんなの勇者じゃねえ！」


    「あーあ、ルディは頑固だな」


    　ヴォルフは議論に疲れたと言わんばかりに小さく首を振る。


    　しかしルディの勢いは止まらない。


    　ついにあの言葉を口にする。


    「俺は世界を救うんだ！　それが勇者ってもんだろ！」


    「勇者観の違いだね。僕はいまの仕事でコネを増やしつつ、アイドル勇者を評論する、アイドル勇者評論家系勇者を目指す！」


    　ルディと同じくらい熱く、ヴォルフはそう宣言する。


    　──アイドル勇者評論家系……、なんだ、その系は！　もはや勇者の要素ゼロだろ。


    　ルディは戸惑いを隠せないが、しかし、ヴォルフの目はルディと同じくらい熱意が漲みなぎっている。ルディには理解しきれないが、強い想いは同じのようだ。


    「お、おう……。そうか」


    「じゃあ、僕がアイドル勇者評論家系勇者になるのが早いか、ルディが世界を救うのが早いか、勝負だね」


    　ヴォルフはリビングから、庭へと出てくる。


    　大きなアクションで颯さつ爽そうとサングラスを取り、キリリとした目つきでルディを見つめるヴォルフ。まっすぐにルディに向かって腕を伸ばし、握手を求める。


    　ルディは世界を救うことと、アイドル勇者評論家系勇者になることの比重が同じことに違和感を覚えずにはおれないが、あれほど格好良くサングラスを外されたら、とりあえず握手をするしかない。


    「私も、新しいコーナー頑張るのさ」


    　ネネも庭に飛び出し、ふたりの握手の上に手を合わせる。


    「若き勇者が三者三様に夢を目指して頑張る。素晴らしいです」


    　ゴレ太郎がその姿を見つめながら、カクカクとした拍手を送る。


    「えっ、なに新しいコーナーって？」


    　ヴォルフの目の色が変わる。


    「雑誌のコーナーさぁ」


    「えっ、聞いてないんだけど？」


    「そりゃそうなのさぁ、私のコーナーだから」


    　ネネは当然と言わんばかりの表情で言う。


    　早くも散り散りに分かれる若き勇者たちの重ねられた手。


    　すごすごとリビングに戻っていくヴォルフ。


    　庭にはゴレ太郎の拍手だけが虚むなしく響くのであった。
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    　ルディたちはついに遺跡に再出発した。


    　正確には遺跡として認定されている区域よりも少し北東のなにもない荒れ地が目的地である。


    　ソニアとゴレ太郎が先頭に立ち、慎重に自作の地図を確認しながらゆっくりゆっくりと進む。


    「ここが世界を救う場所だよー！」


    　ソニアはついに足を止めると、万歳を繰り返す。


    　そこはまさに荒れ地であった。


    　この情報がなければ一生訪れることもない本当になにもない荒れ地。黒々としたむき出しの地面にぽつぽつと背せ丈たけの低い木が生えているばかり。あとは遺跡を囲うフェンスがはるか遠くに見えるだけだ。


    「さあ、ここを掘れー！」


    　ソニアに指示された場所にルディたちはスコップを突き立てる。


    　固い地面を掘っては、土を捨て、掘っては土を捨てる。


    　実に地味な作業である。


    　どれくらい掘ればいいのかルディにはまったく見当がつかない。


    　こういった単調な作業は目標がないと、すぐに不安になる。


    「大体どれくらい掘ればいいんだ？」


    　ルディはソニアに尋ねる。


    「うーんとねー、わかんないけどねー。そんなに深くないんじゃないかなー。君たちが四人で頑張ればすぐだよー」


    「すでに三人なんだが……」


    　ルディの視線の先にはビーチパラソル。もちろんその下にはビーチベッドとそこに横たわる、アーニャの姿が。


    「あーっ！　ちょっとー！」


    　ソニアがまっしぐらにアーニャのもとに駆けていく！


    「サボりはダメでしょ──！」


    「……日焼けが」


    「ちょっと日焼けするのと世界を救うのどっちが大事なのー！」


    「日焼け」


    　あっさり断言するアーニャ。


    「なんだー、この勇者は───！」


    　ソニアはビーチベッドから、アーニャを引っ張り起こそうとするが、アーニャは脱力したっきり。どれだけ引っ張ってもソニアの力では起こせない。


    　やがてソニアはアーニャを諦あきらめ、憤ふん懣まんやる方ないといった様子で戻ってくる。


    「まったく！　信じられないよー。魔王の復活を阻止するんだよー！」


    「アーニャちゃん、こういう作業はね……。でもアイディアが必要なときにはとっても役に立つから」


    　ナディーネがさりげなくフォローを入れる。


    「なんか納得いかないけど……じゃあ、三人で力を合わせて頑張って──！」


    「ソニア、人数数えられないのか」


    　ルディがボソリと言う。


    「えーと、一、二……、一、二……あーっ！」


    　現場にいるのは、ルディとナディーネ。


    　クリストフの姿もすでにない。


    「変態がいなくなった──！　どこ行った───！　逃げるな変態───！」


    　ソニアがまた駆け出していく。


    「いやあ、ちょっと着替えてただけだよ」


    　連れ戻されたクリストフはパン一だった。


    「なんでパンツなの！」


    　ソニアに叱しかられるクリストフはどこか嬉うれしそうに見える。おそらく、そういうプレイだと認識しているのであろう。


    「もちろん地下道に入るためさ。いわば地下道のドレスコードみたいなものだよ」


    「全然意味わかんないよ──！」


    　ソニアが頭を抱えている。


    　賢者に頭を抱えさせるとは、さすがの変態っぷりだ。


    「クリストフ、まだ時間かかるんじゃねーのか。ずっとその格好だとキツいぞ」


    　ルディはもはや地下道でパン一になることは認めてしまっている。


    「いや、そんなに時間はかかんないよ。パン一で十分だね。それにパン一になるためだけに消えてたわけじゃないよ」


    　クリストフはそう言うと、パンツの中から乳鉢を取り出す。そこに見慣れない葉っぱと、石の欠片かけらのような物を投入し、乳棒ですりつぶしはじめる。


    　──パンツにそんなものを入れていたのか……。


    「これはね、ゴレ太郎君に教えてもらった調合なんだけどね、このネンチャク草と砂漠モミジの実、それから硝石と木炭を混ぜるとね……なんと爆薬に近いものが作れるんだ」


    　クリストフが慣れた手つきで乳棒を操り混ぜ合わせながら解説してくれる。


    　すでに乳鉢の中のものは黒い粘土状の塊かたまりへと変化をしている。


    「すごーい。すごーい。ただの変態じゃなかったんだね──！　ただの脱ぎたがる人かと思ってたよ───！」


    　薬物の調合については詳しいであろうソニアですら感嘆の声を上げている。


    「あとはこれに導火線をつければでき上がりだね。導火線になりそうなものは……うーん、仕方ないか……」


    　クリストフはそう言いながら、パンツの中から古びた布を取り出す。


    　それはエルバウルの笛の中を掃そう除じする布！


    「なんでそれをパンツの中に入れてるの───！　気持ち悪いよ───！」


    　荒野に響く、ソニアの悲鳴。


    「なんでかな？　いつの間にか入ってたんだよね」


    　入れたのはルディで間違いないが……。


    　もしかしてずっと入ってたのか？


    「それエルバウルのヤツでしょ！　パンツに入れないでよ──！」


    「知らないうちに入ってたんだけどね。入れてみると、クセになるんだよね。この古代っぽい刺激がね」


    「ただの変態だったよー！　嫌いやだよーこんな人と世界を救いたくないよ──」


    　よほどショックだったのか、ソニアはベソをかいている。


    「クリストフ、取り合えず服を着ろ。ソニアが泣いてるぞ」


    「うーん。僕としては全然見てくれても構わないんだけどなあ」


    　クリストフはぶつくさ言いながらも服を着てくれる。


    　その間にルディは導火線を用意する。


    　自分の勇者袋をあさると導火線になりそうなものはいくらでもあった。これなど特にちょうどいいだろう。ルディが取り出したのは、赤い印の付いたこより。これはソニアに部屋を奪われることになった忌いまわしきクジだ。


    　いつの間にか袋に紛れ込んでいたらしい。


    　こよりにも軽くクリストフが調合した爆薬を擦こすりつけ、こぶし大の爆薬の塊かたまりに突き刺す。


    「うん、いいねえ。これの先に火をつけて、ルディくんが掘ってくれた穴に……。さあみんな離れて！」


    　クリストフが導火線に着火した爆薬を早速、穴へと投下する。


    　数秒ののち、地響きと共に爆音が響き渡る。


    　爆薬の大きさから想像するよりもはるかに大きな爆発。


    　穴の中で土が柱のように巻き上がる。


    「さすが、クリストフさん。エルバウルの爆薬が完全に甦りました。懐なつかしい爆音。あのころを思い出します。路地裏で子供たちがこの爆薬を地獄大ウシガエルの口に入れて爆発させて遊ぶ光景が昨日のことのように思い出されます」


    　ゴレ太郎がもうもうと立ち上る土煙を見つめながら、しみじみと言う。


    　──随分と危険な遊びをするじゃないか。平和を愛する民じゃなかったのか？　


    　ルディはそんな疑問を抱きつつ、爆発の結果を確認する。


    　ルディが半日かけて掘った穴は一気に数倍の大きさに広がっていた。先ほどまではルディの腰くらいまでの深さだった穴はすでにルディの身体からだがすっぽりと隠れるほどに深い。しかも土が柔らかくなっているので、スコップもサクサクと入る。


    　クリストフに新しい爆薬を作ってもらい、その間に爆発で柔らかくなった土砂を穴の外へと出す。その後、改めて爆薬を投下。


    　これを繰り返すこと、三回。


    　最後の爆発はこれまでと明らかに違う反応を見せた。


    　これまでよりもひとまわり大きな地響き、それに反して土砂は巻き上がらない。


    　その代わりに、ズズズズズと、低い地鳴りが続く。どこか深いところに土砂が落ちていくような音。


    「うおー、やったんじゃないの──、わぁ────い！」


    　ソニアが穴に向かってまっしぐらに駆けていく。


    　しばらく穴を覗のぞき込んでいたソニアが、こっちに向かって両手をぶんぶん振り回す。


    「おーい！　みんな来なよー！　やったよー！」


    　見事、穴は貫通し、古代エルバウルの地下道へと到達していた。


    　これまで数千年もの間にわたって土砂を支えていた石造りの天井が壊れ、土砂とともに床へと落ちている。


    　鼻を突くようなかび臭くさい匂におい。


    　本来ならあまりいい香りとは言い難いが、ルディの冒険心を掻かき立てる。


    　この匂いこそ誰も足を踏み入れていない証拠。まさしく未発見の地下ダンジョンの香りなのだ。ルディは数千年前の空気を吸い込み、地下へと飛び降りる。


    



    　古代エルバウルの地下道はルディの想像していた地下ダンジョンとはまるで様子が違っていた。どちらかと言うとまるで繁華街のようだ。


    　広々とした石いし畳だたみの道の左右には様々な店が並んでいる。


    「こちらはパーティーグッズと仮装衣装の店、エルキホーテです」


    　ゴレ太郎は目の前の店をガイドしてくれるが、もちろん今は営業していない。


    　すっかり風化してしまったパーティーグッズは、少し触っただけで、ボロボロと崩れてしまう。なかにはルディの目にもなじみのある〝ドッキリ大成功〟の看板の完全体もある。


    「そしてこちらの店は日用雑貨とパーティーグッズのお店、エルーキューハンズです」


    　ゴレ太郎は向かいの店もガイドしてくれる。


    「パーティーグッズの店が多いな……」


    　ルディは数千年の月日に耐えた鼻眼鏡を拾い上げながら呟つぶやく。


    「陽気でいたずら好きな民族だったんだろうねえ」


    　クリストフはムキムキのマッチョな身体からだがプリントされたタイツを着てみようとするが、やはり繊維はすでに弾力を失っており、すぐに破れてしまう。


    　何軒か店を調べてみるが、どの店も営業中のまま打ち捨てられているように見える。


    　いずれの店もレジだけが開けられて、中身は空っぽ。現金だけ慌あわてて持って、逃げ出したのだろうか。


    　急な災害が起こり、街中の人が一斉に逃げ出したような、そんな光景をルディは想像する。


    「まだ人が居ても不思議じゃない気がするね」


    　ナディーネがちょっと怖いことを言う。


    　ルディの持つたいまつはそれほど遠くまで照らすことはできない。


    　光が届くのはおよそ十歩分程度の範囲。


    　その先は数千年続いた深い闇やみ。


    　──もし、ここの先に生き残りの人々が暮らし続け、いまなおその子孫が隠れ住んでいるとしたら……。


    　あんまり気持ちの良い想像ではない。


    　普通に考えたら、なにかしらの生き残りの一族がいたとしても、地下で暮らす必然性はないのであるが……。


    　闇の中からこちらを見ている目がある気がして、ルディは少し背せ筋すじが寒くなる。


    　今回の冒険はバトルがあるとは誰も想定していない。


    　しかし、なにがあるかわからない。警戒するに越したことはない。


    「ナディーネも気をつけろよ」


    　ルディが振り返り、そう声をかけたのだが……。


    　ナディーネが突然後ろを振り返り、暗くら闇やみの一点をじっと見つめている。


    　ルディたちがそこを通過したときはとくに変わったところはなかったはずだが……。


    「どうした？」


    「あそこ……」


    　ルディはたいまつをかざし、ナディーネが見つめる先を照らす。


    　暗闇の中からぼんやりと照らし出される白いローブ。


    　それもひとりではない。ふたり、三人……十人以上はいる。


    「あー、もしかして、エルバウルの人ー？　こんにちは──、ソニアだよ」


    　ソニアはなんの警戒心も抱かずに、「やあやあ」と手を上げ、フレンドリーな態度で接近する。


    「あっ、馬ば鹿か、違うぞ！」


    　ルディは慌てて引き留めようとするが、時すでに遅し。


    　フレンドリーな態度のまま、ソニアは羽は交がい締じめにされてしまった。


    　こいつらは復魔教徒だ。


    「やれやれ、見事に捕まる賢者さんだね。どうしたものかな」


    　クリストフが一歩前進すると、復魔教徒のひとりがソニアの首筋にナイフをぴたりと当てる。


    「このお嬢ちゃんがどうなってもいいのかな？　さあ、ゴーレムを渡してもらおうか……」


    　ややしゃがれた声でルディたちを威い嚇かくする。


    　その声からして中年女性のようだ。


    　ルディは気付かれぬように、そっと一歩だけ近づき、たいまつをかざす。


    　白いローブに身を包む、五十歳ほどの女性。


    　ルディはその顔に見覚えがあった。


    　──あのときのおばさんだ！


    　それに首筋にベタベタと何枚も張られた湿布薬。間違いない。あれは動物園で手刀を喰くらわせたおばさんである。


    　どうやらルディたちの跡をつけて遺跡内に入り、尾行していたようだ。


    　──良かった……。


    　ルディはこの状況にもかかわらず、ホッと胸をなでおろしていた。


    　ルディは見知らぬおばさんに手刀を喰らわせたことを多少気に病んでいたのである。


    　自身のラブコメ的展開を望むがあまり、油断しゴレ太郎の監視を怠おこたり、結果、ただの子供好きのおばさんを気絶させたのではないか、そんな罪悪感にさいなまれてはいたのである。


    「みんな油断するんじゃないよ。このガキは油断ならないからね。我々、復魔教徒が変装して活動するときも、復魔教のロザリオは必ず身につけていることを見破って、躊ちゆう躇ちよなく、手刀を打ち込んできたからね」


    「そう！　その通り！」


    　ルディは即座に返答する。そんなものを見た覚えはないし、そもそもそれがどんなものかすら知らないが、そうであった方がルディに都合が良いのだ。


    「そして我々復魔教徒は、魔王による世界滅亡後、エルバウル時代の文化へと世界が復古することを望んでいる。だから、貴様らがエルバウルの遺跡に出入りするようになってからは、常に尾行していた。しかしそれも読まれていて、あえて尾行させていた可能性があるよ」


    「完かん璧ぺきにそう！　できればもっと大きな声で！」


    　ナディーネ、クリストフ、ソニアに聞こえるように、大きな声で同意するルディ。


    　なんていいヤツなんだ。ルディのおばさんへの好感度がグングンと上がっていく。勝手にルディの評価を高めてくれるありがたい存在。お礼を言いたいくらいだ。


    「本当に手て強ごわい勇者だよ」


    「もうひと声ないか？」


    「ん!?　もう一声……!?　と、とにかく警戒するんだよ。なにか準備してるかもしれない」


    「……それくらいか」


    　もう少し褒ほめてくれるなら、まだ待とうと思っていたルディであるが、残念ながらこれ以上は特に出ないようだ。


    　──ならば。


    　ルディは身をひるがえし、一気に復魔教徒の一団へ向かって跳躍する。


    　一番近くにいた男の背後へと回り込み、手刀を首筋へと打ち込む。


    　男はルディのスピードについていくことができない。もろに手刀の直撃を受け、力なく崩れ落ちる。


    　──こいつらはそれほど武術の心得がないな。


    　ルディはそう判断すると一気に攻めかかる。


    　復魔教徒たちの間をつむじ風のように駆け抜けるルディ。


    　──このレベルなら剣を使う必要はない。


    　ルディはそう判断し、すべて手刀で対応することにする。


    　暗くら闇やみの中、ルディの持つたいまつの灯あかりが、鬼火のように赤い尾を作りながら、復魔教徒の周囲を旋回する。


    　その鬼火が通り抜けると、魂たましいを抜かれたように、ひとり、またひとりと、異教徒たちが意識を失い倒れていく。


    　復魔教徒たちは剣を抜き反撃を試みるが、ルディの動きをとらえられるものはいない。


    　たいまつが作り出す鬼火を目印に切りかかるが、その赤い火は剣の動きよりもはるかに早くその位置を変え、反撃者の意識を刈り取る。


    　パニックに陥おちいる異教徒たち。


    「やれやれ、ルディくんは荒っぽいな」


    　クリストフは苦笑いしながらも援護へと移る。ルディから逃れようとした異教徒たちの首筋を鞘さやに入れたままのレイピアで打ち据すえる。


    「落ち着け！　慌てるな！」


    　異教徒たちは口々に落ち着くようにと叫んでいるが、すでに統率が取れていない。


    　倒れる者が増えると、その混乱は増し、それに堪たえきれず、それぞれ散り散りに逃げ出しはじめる。


    　ルディにとって見覚えのあるおばさんはどうやらこの一団を率いるリーダーのようで、まだ踏みとどまり、ソニアにナイフを当て続けている。


    　すでにルディとおばさんの一対一の状況。


    　おばさんはもちろんルディと戦って勝てる見込みがあるとは思っていないようで、これ見よがしに、ナイフをチラつかせる。


    「おい、お前、こっちは人質を取っているんだよ。状況をわかっているのか………………………………？」


    　おばさんは脅おどし文句を最後まで言うことはできなかった。


    　ほとんど予備動作なくルディは横っ飛びし、相手の視界から消える。


    　あっけないほど簡単に背後に回り込むルディ。


    「俺は勇者だ。勇者たるものセコい交渉はしない！」


    　ルディはそう言うと、感謝の念を込めて手刀を打ち込むのであった。
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    「ちょっとぉ───、ソニアが人質に取られてるのに───！　なんで気にせず暴れるの───！　ぶすって刺されたら、痛いでしょー！　血が出るでしょー！」


    　解放されたソニアはご機嫌斜めであった。


    「結果、大丈夫だったろ」


    　ルディとしては十分余裕を持って、そんな展開にならないように、相手をパニック状態に陥おちいらせつつ、戦ったつもりだったのだが、ソニアの目にはそうは映らなかったようだ。


    「ソニアが死んだら、誰が世界を救うの───？」


    「だから、そうならないようにやってんの！」


    「本当かなー？　すごーく、すっごーく怖かったんだからね。大賢者を怖がらせてー！」


    「わかった、わかった」


    　なおもぶーぶーと文句を言い続けるソニア。


    　ルディは面倒なので聞き流す。


    　──いまから引き返して、もう一度、あのおばさんを起こして、どれほどルディが恐るべき勇者なのかソニアに聞かせてやりたい。


    　ルディはそんな気持ちを抱えながら、先へと進む。


    　ソニアの抗議を受けながら、ゴレ太郎のガイドに従って歩くこと数分。


    　ルディ一行の目的地、図書館の資料庫へと到着する。


    　ゴレ太郎の光線が指す先は分厚い石の壁であった。


    　遺跡で見た宮殿のような煌きらびやかな彫刻などは施ほどこされておらず、のっぺりとしている。


    　それだけだとただの行き止まりのようにも見えるが、その石壁の真ん中に小さな鉄製の扉がひとつ。


    「本来、この図書館は地上二階、地下一階の施設です。こちらは正門ではなく、職員用の通用口になります。地下の資料庫は一般の方は立ち入り禁止となっております」


    　ゴレ太郎がその扉について、ナビゲーション用ゴーレムらしく説明してくれる。


    　地上部分はすでに失われており、地下に位置した資料庫だけが残っている形。


    　ルディたちにとっては幸運と言えるだろう。


    　ルディは扉を開けようとするが、固く施錠されており、びくともしない。


    「一般の人は立ち入り禁止って言われても、そうはいかないよねえ」


    　クリストフはそう言うと、粘土状の爆薬を扉のノブへと巻きつけはじめる。


    　地上で発破作業を行ったときよりも、量が多いように見える。


    「さあ、みんな、避難して！」


    　すさまじい爆音と地響き。


    　巻き上がった硝煙が消えると、ぐしゃぐしゃに変形した鉄製の扉が転がっている。


    　ドアノブどころか扉ごと吹き飛ばしてしまった。


    　──変態じゃなければ、頼りになるヤツなのだが……。


    　おそらくいま全員が思っているであろうことを、ルディもまた思いながら、資料庫へと歩を進める。


    　資料庫の中は数千年の時を経たとは思えないほど、すべてがしっかりと保存されていた。


    　すっきり広々とした部屋。


    　天井まで届く高い書棚。


    　そこにびっしりと並ぶ本の数々。


    　そのいずれもが保存状態良好。手に取って読むことができる。


    　さすが図書館の資料庫、おそらく湿度、温度が適切に管理されていたのであろう。


    　未発見のダンジョン特有のかび臭くさい匂においもまったくしない。


    　かすかに漂う本の紙とインクの香り。


    　ルディの隠し持っているエッチな漫画よりも保存状態が良好なくらいだ。


    　とはいってもルディにはなにが書いてあるのか理解できないが……。


    「うおおおおお！　すげえ─────！」


    　ソニアにはその価値がわかるようで、ちょっと引くくらい興奮している。


    「なにが書いてあるんだよ？」


    　ルディはソニアに尋ねてみるが……。


    「んーとねー、あれあれ、とにかくすごいヤツだよ──！　うおおおお───っ！」


    　ソニアはテンションが上がりすぎで会話にならない。


    「あっちにもいっぱいある──！」


    　ルディを置き去りにして、別の本棚に向かって駆け出していってしまった。


    　──賢者というより、おもちゃ売り場に来た子供のようだ。


    　ルディはソニアを諦あきらめ、適当に立派そうな装丁の本を手に取る。


    　世界を救うための活動以外にもルディにはやるべきことがあった。


    　それはこの冒険をイセッターでさりげなくお伝えすることである。


    　豪華な金細工を施ほどこされた分厚い本を胸の前にかざし、ナディーネに写真を撮ってもらう。


    　他のメンバーもそれに倣ならい、それぞれ本を手に交代で撮影する。


    　さっそく画像の出来を確認するルディ。


    　ゴレ太郎も一緒になってスマホの画面を覗のぞき込む。


    「素敵なお写真です。ルディさんのキリリとした表情が『世界変態プレイ目録』と実にマッチしています。お似合いですね」


    　ゴレ太郎はパチパチと拍手しながら言う。


    「世界変態…………なんでそんな本がこんなに豪華なんだ」


    「このナディーネさんと『便秘解消法大百科』の画像も素敵ですね。可憐な乙女おとめが『便秘解消法大百科』を持ってほほ笑む。実に意味深な画像に仕上がってます」


    「えーっ、嫌いやだっ！　それじゃ私が便秘で悩んでる人みたいじゃ……」


    　ナディーネは顔を真っ赤にして、『便秘解消法大百科』を投げ捨てる。


    　この恥ずかしがり方、もしかしたら本当に便秘で悩んでいるのかもしれない……。


    「クリストフさんと『ハゲは治る！』の画像もいいですね」


    「それじゃ、僕がハゲみたいじゃないか！　ルディくん、本を取り替えてくれないか」


    「なんでだよ！　変態プレイ目録でいいのかよ！」


    　クリストフはそれで納得なのかもしれないが、ルディも『ハゲは治る！』は嫌だ。


    「アーニャのはなんなんだ？」


    　ルディはスマホをスライドさせ、ゴレ太郎に次の画像を見せる。


    「アーニャさんのは『エルバウル全史』の一巻ですね。アーニャさんの気だるげな表情が悠ゆう久きゆうの歴史を偲しのばせます」


    「おい、変態プレイ目録と交換してくれ！」


    「嫌に決まってるでしょ。勘が悪いね」


    　アーニャはすげない。


    　仕方がない、ルディはアーニャが本を持ってきたと思われる場所から改めてもう一冊本を取ってくる。


    「これならどうだ？」


    「いいと思いますよ。ルディさんと『ハゲは治る！』の続刊『ハゲは治る！　～治らなければ被かぶれ！～』実にお似合いです」


    「似合わなくていい！」


    　──なぜそんな本の続きが……。古代の人々はそんなにハゲに悩んでいたのか……。


    　しかし古代人の薄毛に対しての悩みはいまは関係ない。


    　ルディにはなるべく格好いい本を手にした画像が必要なのだ。


    　ルディは手当たり次第本を抱えて、ゴレ太郎の前に山積みにする。


    「この中からビシッと映える本を選んでくれ」


    　ルディは先にゴレ太郎に選ばせる作戦に変更する。


    「それではこれなどいかがですか？　『楽しい人の殴り方～中高年を殴る～』です」


    「俺をなんだと思っているんだ……」


    「先ほど楽しそうにおばさんたちを殴っていたので」


    「……あれは人命救助だ」


    「そうですか……他は便秘に関する本が多いですね……、それ以外だと、この剣術指南書くらいしか……」


    「あるじゃねーか、いいのが」


    　ルディは表紙に厳いかめしい剣士のイラストが添えられたその本を手に取る。


    「対象年齢が五歳から十歳となってますけど」


    「……まあ、いいか」


    　ルディはちょっと面倒になっていた。


    　どうせ中身は関係ない。イラストが格好良ければ大体ＯＫとする。


    　ナディーネにスマホを渡し、改めて撮影を行う。


    　ナディーネには内容を教えず『楽しい人の殴り方』を渡し、撮影しておく。


    



    　ようやくＳＮＳ用の撮影を終え、ルディたちは本来の作業へと戻る。


    　まずはソニアと合流しなければいけない……。


    　子供のように駆け出して、どこかへ行ったっきり、はぐれてしまったのだ。


    「おーい、馬ば鹿か賢者、どこ行った？」


    　ルディの声が資料庫にこだまする。


    　ソニアの返事はない。


    　広い資料庫の中とはいえ、声が聞こえないほどではない。


    　──もしかして、またさらわれちゃったか……。


    　多少の不安を覚えながら、書棚で仕切られた資料庫内を一列、一列、確認していく。


    　ソニアが見つかったのは、資料庫の一番奥であった。


    　書棚を背にし、ぼんやりとなにかを見つめている。


    　ソニアの視線の先には小さな扉。


    　先ほどルディたちが突破した通用口よりもさらにひとまわり小さく、シンプルだ。


    「この先はさらに貴重な書籍を収蔵した一級書庫になっています。立ち入るには図書館長と文化省大臣の許可が必要です。本来警備の者が常駐しており、そこで許可証を提出するのですが、残念ながらいまは誰もいません」


    　ゴレ太郎が淡々とナビゲートしてくれる。


    「そっか、警備の人がいないのか。じゃあ、許可証の提出は無理だな。どうするソニア」


    　ルディの言葉にソニアがにんまりと笑う。


    「君たちー！　突破するぞー！　力ずくでぶっとばせー！」


    　ソニアがぶんぶんと手を回しながら叫ぶ。


    　──ならば、馬ば鹿か賢者様のご指示の通りに。


    　かつては警備員が常駐して管理に当たっていたため、扉そのものは薄い。


    　ルディは勢いをつけてドアに接近すると、ドアノブ付近を思い切り蹴り飛ばす。


    　期待通りにど派手に吹っ飛ぶドア。


    　ルディたちの視界にはさらに地下へと下りる階段が現れる。


    「よし、行くぞ、君たちー！　世界を救う瞬間は近いぞー！」


    　ソニアが先頭を切って階段を下りていく。


    　それに続くルディたち。


    　──世紀の大発見まであと少し。


    　すでに全員が片手にスマートフォンを装備している。


    　一級書庫へと続く階段は古代の遺跡というより、むしろ未来の世界に迷い込んだかと錯覚するような雰囲気を漂わせていた。


    　不思議な材質で作られた壁、これまでの石の壁と違ってまったく継つぎ目がない。


    　そして、ルディたちが進むごとに自然とその先を照らす照明。


    　一歩進めば、それに合わせて一歩分明るくなる。


    「何千年も使われてない施設の照明がつくなんて、どうなってるんだろうね？」


    　ナディーネが少し怯おびえた様子でルディに尋ねるが、もちろんルディにはその問いに答える知識はない。


    　ただたいまつを使わなくていいだけ楽だと思うだけだ。


    　長い長い下りの階段がついに終わり、ルディたちはついに一級書庫へと到達する。


    　そこは一級の名にふさわしい、ホテルの高級ラウンジのような空間だった。


    　先ほどの書庫と違い、部屋は書棚で埋め尽くされてはいない。


    　円形の部屋の周囲のみに、現代人が見ても高級だとわかる書架が配置され、部屋の中央にはリラックスして本が読めるように、立派な椅い子すと机が備えつけてある。


    「お探しの暦こよみはあそこに」


    　ゴレ太郎の目が光線を発し、書架に並んだ本のひとつに向かって伸びる。


    　それは暦と言われて想像されるものとはまったく違った。


    　他の本に比べてもとりわけ分厚く、重厚な装丁が施ほどこされている。


    　これまでの本と一緒に撮影したＳＮＳ用の写真が意味ないんじゃないかと思えるほど、いかにもな厳いかめしさ。


    「ねー、取ってー！　ソニアじゃ届かないよー！」


    　ソニアは暦こよみの下でぴょんぴょんと飛び跳ねている。


    　しかしジャンプしてもソニアが小柄すぎて目的の暦までは全然届いていない。


    　──椅子を使えばいいのに。それくらい、ちょっと賢めのモンスターでもできるぞ。


    　ルディはその様子を見ながら思う。


    　最後の最後まで馬ば鹿か賢者であるが、しかしその見識はおおむね正しかった。


    　──ほぼ、疑っていたけど、つきあって良かった。


    　ソニアと出会ってから過ごした苦難の日々が次々とルディの脳裏によみがえる。


    　部屋を追い出されたこと。


    　つまらぬ小間使いに追われた日々。


    　そしてゴレ太郎の育成。


    　その苦労がついに報われるのだ。


    「ほら、最初に暦に触りたいだろ。賢者様」


    　ルディはソニアの両りよう脇わきに手を添えて持ち上げ、〝高い高い〟の状態を作ってやる。


    　すでにルディの心の中にソニアへの尊敬の念が芽生えている。


    　やはりこの暦に最初に触れるのはソニアであるべきだ。


    「おおー、ありがとー。やっと馬鹿をつけずに呼んでくれたねー」


    　ルディに高い高いされながら、ソニアが暦に手を伸ばす。


    　ソニアの小さな手によって、ついに数千年の時を超え、引き出されるエルバウルの予言の暦。


    　ルディはゆっくりと暦を抱えたソニアを下ろすつもりだったのだが……。


    「あいたたーっ！　痛いー！」


    　ソニアが暦を抱えたまま落下し、激しく尻しり餅もちをつく。


    「君いー、なんで急に離すのー！　お尻が痛いでしょー！」


    　ソニアは猛然と抗議するが、ルディはソニアの姿を見ていない。


    　ソニアに背を向けて、先ほど下りてきた階段を睨にらみつけている。


    「おいー、聞けー！　……あれ？」


    　鈍感なソニアもようやく異変に気がつく。


    　階段から伝わる地響き。ガリガリと壁を固いものが擦こする音。


    　それは徐々に近づいてくる。


    　やがて、その音の正体が姿を現す。


    　ルディたちにはすでに馴な染じみのあるその姿。


    　──ゴーレムであった。


    　しかし、ゴレ太郎よりはるかに巨体。人間よりもさらに大きい。


    　身体からだを擦りながら、狭い入り口をくぐり、ルディたちの前に立ちふさがる。


    「ルディさん気をつけてください。彼は戦闘用です」


    　ゴレ太郎の声がいつになく深刻な響きを持っている。


    　ゴレ太郎の言う通り、ゴーレムの巨体は分厚い装甲に覆おおわれている。


    　拳こぶしにもナックルダスターのような鉄製の武器。


    「＊§┗♯∴Θ」


    　ゴーレムがなにごとかルディに向かって言う。


    　意味はわからないが口調が厳しいことは伝わる。


    「許可証を提出してください、と言ってます」


    　ゴレ太郎がすかさず翻訳してくれる。


    　残念ながら、ルディたちは強行突破スタイルにて入室したために、許可証を持っていない。


    　──どうする？


    　ルディはソニアに目配せして、対応策を出すよう促うながす。


    　それを受けて躊ちゆう躇ちよなく戦闘用ゴーレムに向かって歩き出すソニア。


    「ここは重要な施設だから非常用電源みたいなものがあって、ソニアたちが中に入ったからそのスイッチが入ったんだろうねー」


    　誰に言うでもなく、ブツブツと呟つぶやくソニア。戦闘用ゴーレムの正面に立つと、フレンドリーな態度で腕をポンポンと叩たたく。


    「私は大賢者ソニアだよー。世界を救うために、ここにある暦こよみが必要なんだよ。そんな訳だから。細かいことはなしにしようよー、かきゅーのようけんってやつだよー」


    　ソニアの言葉をゴレ太郎が通訳して伝える。


    　それを受けて、戦闘用ゴーレムの両目が交互に点滅する。


    　考え中といったところだろうか……。


    「＊§┗♯∴Θ」


    　ゴーレムからの返答は同じだった。


    　これは「許可証を提出してください」だ。心なしか先ほどよりも口調が強い気がする。


    「頑固だな、君はー！　いまは君たちの文明は滅んだから、許可証もなにも関係ないんだよー」


    「＊§┗♯∴Θ！」


    　しかしゴーレムは同じ言葉を続ける。


    「＊§┗♯∴Θ！　ソニア覚えたよー！　現代人でエルバウル語を発音したはじめての人じゃないかなー。おーい、みんなー、一緒に。『＊§┗♯∴Θ』さん、はい」


    「「「「……＊§┗♯∴Θ」」」」


    　なぜか全員でゴーレムに向かって「許可証を提出してください」を一斉に復唱する。


    　果たして、逆に許可証を求められたゴーレムがどう反応するのか……。


    　戦闘用ゴーレムの目の点滅が激しくなる。


    　しばらく左右交互に点滅を続けていたが、ついには両目に光が灯ともりっぱなしになる。赤黒く鈍い光。


    　そしてゴーレムはゆっくりと腕を持ち上げると…………、ソニアに向かって振り下ろした！


    「危ねえっ！」


    　ルディは横っ飛びでソニアの身体からだにタックルする。


    　間一髪、ルディの脇わき腹ばらをかすめて通り過ぎるゴーレムの拳こぶし。


    　そのまま拳は床に打ち込まれ、大きなくぼみを作る。


    「当たったら、死んでたぞ！」


    　ルディの腕の中でくぼみを見つめながら、目を丸くしているソニア。


    　さすがのソニアもこれには肝を冷やしたようだ。


    「おー、危なかったー、怖いゴーレムだねー」


    「のんきなこと言ってないで、離れてろ。ここは賢者じゃなくて、勇者の出番だ」


    　ルディはソニアを自分の背中で隠し、守りながらゆっくりとゴーレムとの距離を取る。


    「おお、なんだか頼りがいがある背中だよー。勇者の背中がこんなに頼りがいがあるとは思わなかったよー」


    「余計なこと言ってる場合か」


    　ルディはゴーレムから目を逸そらさずに、じりじりと下がる。


    　しかしゴーレムも大おお股またで一歩間を詰める。


    「許可証の提示がありません。従って、不法侵入者と判断します。不法侵入者に対しては排除のためにやむを得ず暴力的な手段を取る可能性があります。もしかしたらグーパンチをおみまいするかもしれません、的なことを言ってます」


    　通訳してくれるゴレ太郎。


    　──もうおみまいしてるじゃねーか。


    　しかしそんなことをゴーレムに言い返す余裕も語ご彙い力もない。


    　ルディは反論の代わりに、自慢のロングソードを抜く。


    　戦闘用ゴーレムはルディの抜いたロングソードを見つめると、目の色をさらに強い赤色に染める。


    「武器類を持ち込んではダメです！　パンチをおみまいします。と言ってます！」


    「わかってるよ！　これでパンチをおみまいできないようにするんだよ！」


    　ルディは戦闘用ゴーレムの太い腕めがけて、ロングソードを打ち込む。


    　カキン！　と乾いた音を立てて、ルディのロングソードははじかれてしまった。


    　戦闘用ゴーレムは少し身体をよろめかせたが、すぐにバランスを取り戻し、なにごともなかったかのように直立不動の体勢に戻る。


    　ゆっくりとルディに向かって一歩、間合いを詰めるゴーレム。


    　お返しとばかりに剣を受けた腕を振り回し、勢いよくルディに向けて拳こぶしを打ち込んでくる。


    　それをバックステップで回避するルディ。


    「ゴーレムを叩たたかないでください。と言っています」


    「ゴレ太郎も通訳しないでいいから下がってろ！」


    　ルディはゴレ太郎に避難を促うながしながらも、反撃を試みる。


    　肩、首、脚、腹、あらゆる部位に剣を打ち込む。切りつけ、突き、薙なぎ払う。


    　しかし、依然としてゴーレムはなんらダメージを受けているようには見えない。


    　分厚い装甲が剣の刃を通さないのだ。


    　──こんなときは。


    　ルディはロングソードを鞘さやに納め、距離を取る。


    　ゴーレム相手に接近戦は不利だ。動きが遅い相手との中間距離の戦いなら……。


    　ルディは一端ゴーレムから離れ、自分の勇者袋から新たなる装備を取り出す。


    　──こっそり直しておいた鎖くさり鎌がまである！


    　ルディは鎖の先についた鉄球をぐるぐると回転させる。


    　どんどんその速度は増し、ついには目では捉とらえられない速度になる。


    「自慢の装甲も高速で飛んでくる鉄球を受けて無事で…………」


    　ルディは決め台詞ぜりふを最後まで言い終えることはできなかった。


    　遠心力を得た鉄球があらぬ方向にすっ飛んだのだ！　接着剤の部分で鎖がぷっつりと切れてしまっている。


    　勢いよく飛んだ鉄球は、避難していたソニアの顔をかすめて壁に激突する。


    「わー！　危ないよー、変な技使わないでよー！」


    「うるさい！　これは技じゃねーよ！　貧乏性ゆえの悲しみが飛び出しただけだ！」


    　所しよ詮せんは接着剤。やはり勇者の必須アイテムではなかった。


    　結局、手に残った鎖のない単なる鎌を捨て、ロングソードを打ち込むルディ。


    「ルディくん、やっぱり勇者は道具を選ばないとね」


    　クリストフがレイピアを抜き、参戦する。


    　ルディと挟み込むようにゴーレムの関節部分めがけてレイピアを突き立てるが、それでもビクともしない。


    「ナディーネ。魔法で援護を！」


    　ルディの言葉を受け、背後から飛来する火球。


    　ゴーレムの頭部が炎に包まれるが……。


    　軽く焦こげは作ったものの、ゴーレムは健在。


    　ますます速度を上げて、拳を振るう。


    「ルディくん、これはマズいね」


    　珍しくクリストフの口調に余裕がない。


    　──たしかにマズい。


    　いまはルディもゴーレムの攻撃をなんとか回避できているが、相手のスタミナは無尽蔵。


    　いずれはルディたちの体力が尽きる。


    　しかも、徐々にゴーレムの狙ねらいが正確になってきている。


    　おそらくゴレ太郎同様に高速で学習しているのだ。


    　最初はルディが五度、六度と攻撃すると、一度反撃される程度だったが、いまでは二～三度に一度は拳こぶしが返ってくる。


    　しかも予備動作のない鋭い一撃。


    　ルディはそのパンチをくるりと身体からだを返して回避する。


    「うおおおっ！」


    　ルディはそのまま勢いを殺すことなく、流れるように攻撃に移る。全体重をかけた回転切りがゴーレムの首筋にヒットする。


    　しかしゴーレムはかすかにグラつくものの、即座に反撃。


    　いつの間にか力任せのストレート一辺倒だったパンチに強弱が生まれ、フック、アッパーも交えている。


    　もはやルディは攻撃するよりも防御する時間が長くなる。ルディの動きを学習し、最適な攻撃を取捨選択しているのだ。


    　──そろそろ足技も出してくるか……。


    　案の定、ルディに向かってローキックが放たれる。


    　予想していたルディはバックステップで回避するが……。


    　ゴーレムはその回転の勢いを殺すことなく流れるようにバックハンドブローを繰り出した。


    　しかも相手はルディではなくクリストフ。


    　拳をまともに身体に受けたクリストフが壁まで吹っ飛んでいく。


    　ルディの回転の勢いを利用した攻撃を真ま似ねするどころか、さらに応用されてしまった。


    　はからずも二体のゴーレムを育てることになってしまったルディ。


    　──ゴレ太郎と違ってちっともかわいくねえ！


    　ルディは必死に戦いながら攻略法を考える。


    　しかし、なにも思いつかない。もはや思考を巡らせる余裕すらない。


    　──そろそろ詰むんじゃねーのか。


    　もはや、ルディは防戦一方になっている。


    　ゴーレムの攻撃はさらに完成度を増している。


    　人間の真似から、硬く、疲れないゴーレムの格闘術へ。


    　小刻みなステップで位置を変えながら絶えずジャブを放ち続ける。人間ならすぐに息が上がってしまう運動量だが、ゴーレムには関係ない。


    　ルディはそれを剣で払い、払いきれないものは肩で受ける。


    　ルディの顔面に伸びる右ストレート。これを受ければ一発で意識を刈り取られる。身を屈かがめ回避する。屈んだところを待ち受けている左ショートアッパー。これは避けきれない。ロングソードを盾たて代わりに身体からだに当てガードする。


    　それでも威力は十分、ルディの身体が浮き上がる。


    　吹き飛ばされながら、他のメンバーの姿がルディの目に映る。


    　必死にクリストフの救助活動を行うナディーネ。懸命になにごとか考えているアーニャ。おろおろと右往左往するソニア。


    　空中で体勢を立て直し、回転しながらなんとか着地する。


    　かろうじて立ってはいるが、ルディの体力も限界が近い。


    　ぜいぜいと荒い呼吸を繰り返す。


    　──せめて呼吸を整えなければ……。


    　ルディは後方に大きく跳躍し、ゴーレムの攻撃の範囲外へと出る。


    　呼吸が整うまでほんの数秒の休息。そのつもりだったのだが……。


    　ゴーレムが急速に方向を変え、ナディーネとクリストフへと向かう。


    　負傷したクリストフをかばうように、懸命にロッドを構えるナディーネ。


    　そのナディーネに向かって振り上げられるゴーレムの拳こぶし。


    　人間が受ければ、頭が吹き飛んでしまいそうな爆発的な一撃。


    「ナディーネ！」


    　ルディは乱れた呼吸のまま、ゴーレムへ向かって駆け出すが、とても間に合いそうにない。


    　ルディの脳裏に浮かぶナディーネがあの大きな拳で打ち据すえられる姿。


    　その光景が現実のものとなることに耐え切れず、一瞬ではあるが目を背そむけてしまう。


    　──くそっ！　目を逸そらしてどうなる。


    　慌あわてて視線を戻す、ルディ。


    　ルディの視界に戻るナディーネの姿。


    　なんの怪け我がもしていない。無事だ。


    　──なにが起こった!?


    　ナディーネの頭部を守ったのはゴレ太郎だった。


    　小さな身体で自みずからの二倍以上はある戦闘用ゴーレムの膝ひざにしがみついている。


    「ナディーネさん、大丈夫ですか？」


    　太い脚にへばり付き、懸命に押す。


    　これはネネ直伝の低空タックル。スポンサーに言いつけると脅おどしておきながら、きっちり学習していたのだ。


    　バランスを崩し数歩後退する戦闘用ゴーレム。ナディーネから引き離すことに成功した。小柄ではあるがゴレ太郎もゴーレム、それなりに力があるし、なによりタックルの位置がいい。


    　しかし、それでも戦闘用と道案内用ではゴーレムの性能に差がありすぎる。


    　しばらくゴレ太郎にされるがままになっていた戦闘用ゴーレムではあるが、状況を把握し直すと、目標をゴレ太郎に変更する。


    　巨大な腕で頭を鷲わし掴づかみにされ、そのまま床に叩たたきつけられる。


    　衝撃でゴレ太郎の右のつま先が砕けてしまった。


    　それでもすぐに起き上がり、体当たりするゴレ太郎。


    「おい、無茶するな！」


    　ゴレ太郎はルディの声に耳をかさない。


    　戦闘用ゴーレムの太い脚にしがみつく。戦闘用ゴーレムはゴレ太郎の腕を掴むと力任せに引く。石と石がこすれ合う様な嫌いやな音を立てて、ゴレ太郎の右肘ひじが逆の角度に折れ曲がり、そのまま千切れてしまう。


    「もう止やめて、お願いっ！」


    　その光景にナディーネの悲鳴が上がる。


    　それでもゴレ太郎は脚にしがみついたまま離れようとしない。


    「ナディーネさんを守る！」


    「もうやめろ、お前とあいつじゃパワーが……」


    　言葉の途中で息を呑のむルディ。


    　ゴレ太郎の左手に握られているものに気がついたのだ。


    　──クリストフの爆薬！


    　導火線はすでに短く、着火寸前。


    　ルディは反射的に跳躍して、倒れている机の裏へと飛び込む。


    　腹の底に響くような轟音。


    　爆風で吹き飛ばされ、紙切れとなった本が無数の火の粉となって舞い落ちる。


    　舞い落ちる火の粉の先にはもうもうと煙を上げるゴーレムの巨体。


    　ゴーレムの身体からだを包む硝煙がゆっくりと晴れてゆく。


    　戦闘用ゴーレムの胴体に施ほどこされていた、硬い装甲が剥はがれ落ちている。


    　──千載一遇のチャンス。これならば剣の刃が通る。


    　しかし、相手は学習能力の高いゴーレム。ルディの攻撃をすでに覚えている。半端な技では当たらない。


    　──ならば見たことのない技を。


    　ルディは一瞬身を屈かがめて、斜め上に一気に跳躍しながら突き上げる。


    　ゴレ太郎直伝の古流エルバウルの剣術をルディなりにアレンジした一撃。


    　ルディの両腕に伝わる鈍い衝撃。


    　これまでの剣がはじかれていた感触とは明らかに違う。


    　ロングソードがゴーレムの胸に深々と突き立てられている。


    　ルディはさらに両脚に力を込め、全身で突き上げる。


    　刃先に当たる硬い感触、それを粉砕すると、ロングソードが背中へと突き抜ける。


    「……＊§┗♯∴Θ…………」


    　ゴーレムはルディのロングソードを胸に突き立てられたまま、ゆっくりと倒れる。


    　赤い目の光は何度かの点滅の後、完全に消えた。


    　先ほどまであれほどの堅けん牢ろうさを誇っていたゴーレムの身体からだが崩れはじめる。


    　見る見るうちにゴーレムの形を失い、ただの土へと還かえっていく。


    「悪いな、火急の要件ってやつだ」


    　ルディはそう言い捨てると、ゴーレムだった土の山からロングソードを拾い、鞘さやへと納めた。
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    　戦闘用ゴーレムとの決着がつくとナディーネはまっしぐらにゴレ太郎のもとへと駆けつける。


    「ゴレ太郎、大丈夫？　ゴレ太郎……」


    　ナディーネはゴレ太郎を胸に抱き、名前を呼び続ける。


    　右足はつま先が崩れ、右腕は肘ひじから先がない。しかし右半身よりも損傷が酷ひどいのは爆薬を持っていた左半身だ。腕は肩ごと痕こん跡せきがないほど吹き飛び、左足もほぼない。胸のコアも一部はみ出してしまっている。


    「危ないところでしたね。危機一髪でした」


    　ナディーネの胸の中でゴレ太郎が言う。


    「危機一髪って、ボロボロじゃないの。ねえ直るの？」


    「残念ながら、ここまで壊れてしまうと難しいですね。修理してくれる技術者もいませんし」


    　ゴレ太郎はまるで他人事のように冷静に答える。


    　人間とは異なり死に恐怖はないのだろう。


    「じゃあ、どうしたら」


    「気にしないでください。あくまで僕はゴーレムですから。……それより、暦こよみを。あまり時間はありません」


    「嫌いやだよ……。そんな……嫌だ！」


    　ナディーネの涙が頬ほおを伝い、ゴレ太郎の顔に落ちる。


    　ゴレ太郎はナディーネの涙を拭ぬぐおうと腕を上げるが、肘から先のない腕では届かない。


    　欠けた腕が力なく宙を撫なでる。


    「泣かないでください。僕はそもそも何千年も前に……廃棄された身です……。ナディーネさんたちとの暮らし……とても楽しかったです……動物園……連れていってくれて……ありがとうございました」


    　ゴレ太郎の言葉は徐々に弱々しく、テンポが遅くなっている。


    「どうしようルディ、ねえ、ゴレ太郎が、ゴレ太郎が……」


    　ナディーネはすがるような目でルディを見つめる。


    　ルディにはただナディーネの肩に優しく触れるくらいしかできない。


    　ナディーネも頭ではもはやどうにもならないことは理解できているはず。ただ感情がそれを認められないのだ。


    「ねえ、アーニャちゃん、ソニアさん。どうしたら……」


    「ナディーネさん。ゴーレムは……機械です。機械ですが……そんなに泣かれると……ドン引きします」


    　ゴレ太郎はナディーネの心を軽くしようとしているのか、この状況でも軽口を言う。


    「ゴレ太郎は機械なんかじゃないよ。私の、私の……家族だよ」


    「いえ、人間に使役することが目的の機械です……ですから……最後まで仕事をさせてください。それがゴーレムの幸せ……です」


    　ゴレ太郎は本心からそう言っているのか、それとも最後までナディーネのことを考え、ナディーネのためになりたいと思っているのか……。


    　ならばゴレ太郎の想いを遂げさせてやらねばならない。


    「ソニア、暦こよみを」


    　ルディに言われるまでもなく、ソニアは大事そうに抱えていた暦をまっすぐにゴレ太郎に向かって差し出す。


    「ゴレ太郎、これ！」


    「……皆さんが……お探しの……場所は……すみません……ページをめくってもらえますか」


    　ゴレ太郎の指示に従って、ソニアがページをめくる。


    　ソニアが求める魔王の復活を告げる暦のページへと。


    「ああ、ここですね……。青き森の果て……荒涼たる大地の果て……高き塀の内……。災厄は胎動する。……金星の支配が三十年続いたのち、……黒く燃える星が現れる。高き塔は西に倒れ……清らかな泉は夜に枯れる……栄光を遠ざけよ。……玉座を遠ざけよ。世界樹の葉は擦ずれに耳を傾けよ…………」


    　そこでゴレ太郎は言葉を止めた。


    　弱々しく光っていた目の光はさらに弱くなり、ついに消える。


    　ナディーネの腕の中でボロボロと崩れ落ちるゴレ太郎。


    　ただの土へと還かえっていく。


    「ううっ……あああ……」


    　ナディーネは言葉にならない嗚お咽えつを漏もらす。


    　ルディはナディーネの肩を強く抱きしめる。いわばルディとナディーネはゴレ太郎の父親と母親、こんなときは父親が毅き然ぜんとしなければいけない。ゴレ太郎の遺志を遂げるためにも。


    「……ソニア、わかるよな。ゴレ太郎の最後の言葉で世界は救われるよな」


    「もちろんだよ。ソニアを誰だと思ってるのー？　大賢者だよー！」


    　ソニアは自みずからの薄い胸を叩たたいてそう宣言した。


    　いつもの通りの馬ば鹿かっぽい口調だが、その目には自信と責任感が満ち溢あふれている。


    　吹き飛ばされ転がっている机を元に戻すと、ノートを取り出し、猛烈に計算をはじめる。


    「よっしゃー！」


    　待つこと数分、ソニアが勢いよく椅い子すから立ち上がる。


    「わかったのか？」


    　ルディの問いに大きくうなずくソニア。


    　ソニアの表情にはこれまでに見たことのない自信と威厳が漲みなぎっている。


    「さあ、行くよー。もうひと頑張りだ！」


    　ソニアはそう宣言すると、先頭を切って、先ほどまで戦闘用ゴーレムが塞ふさいでいた階段を上り始める。


    「行くぞ、ナディーネ。世界を救おうぜ、ゴレ太郎と一緒に！」


    　ルディはナディーネの手を引き、身体からだを起こす。


    　まだ頬ほおは涙に濡ぬれているが、その目には決意の光が宿っている。


    　──ゴレ太郎の想いを引き継つぐ。


    　その気持ちはナディーネも同じなのだ。


    　ソニアを先頭に階段を上り、資料庫を抜け、地下道を戻る。


    　しばらくぶりの太陽を背に受けながら、荒野を東へと抜ける。


    　やがて荒野は林へと変わり、街道へと出る。


    　川を越え、麦畑を抜け、門をくぐり、街へと入る。


    　そして石いし畳だたみの大通りを進み、繁華街を抜け、小道へと入る。


    　さらに道を曲がること数度。


    「着いた───！」


    　万歳するソニア。


    　その視線の先にあるのは……。


    「コーポ勇者じゃねーか！」


    　ルディは残っていた体力すべてを使ってツッコむ。


    　たどり着いた地、それは住み慣れた我が家。明日を夢見る勇者たちがシェアハウスする格安物件、コーポ勇者の前であった。


    「いったん休む？　大賛成なんだけど」


    　アーニャの言葉にソニアはぶんぶんと首を振る。


    　どうやら、そんなつもりはないらしい。


    「おかしーなー。ここだと思うんだけどなー」


    　ソニアはメモした詩を何度も何度も読み返している。


    「どうなってるんだ？」


    　ルディはイライラをぶつけるように言う。


    「もしかして魔王飼ってるー？」


    「そんな訳ないだろ、馬ば鹿か賢者！」


    「あー、また馬鹿に戻したなー！」


    　ソニアは口を尖とがらせて、猛然と抗議をするが、ルディからすると猛抗議したいのはこっちである。


    「絶対にあの詩だとここになっちゃうんだよなー。どうしたのかなー、ゴレ太郎」


    　ソニアはルディの憎しみの籠こもった視線をまったく気にしていない。


    　子供のように小首を傾かしげている。


    「もしかしたらゴレ太郎が最後に家に帰りたかったんじゃないかな？」


    　ナディーネはそう言うと、かすかにほほ笑む。


    　ナディーネにとっては家に帰りたがってくれるのも嬉うれしいのかもしれない。


    「そうかー。ゴーレムだけに頼るんじゃなくて、人類でちゃんと翻訳しろ。そうじゃないと本当に世界を救ったことになんないぞ！　ってことなのかもねー」


    　ソニアは勝手にそう結論づけると、納得がいった様子で何度も大げさにうなずく。


    　ナディーネの言うように家に最後に帰りたかったのか。


    　ソニアが言うようなメッセージが込められているのか……。


    　それは誰にもわからないし、いまになっては正解を知る術すべはない。


    　ただルディはふたりとは違うルディなりの解釈をする。


    　──あいつ、冗談が好きだったからな。最後の最後にジョークで締めやがったか。まったく誰に似たんだか……。なかなか洒しや落れてるじゃないか。


    　庭に墓でも作って、お返しにエッチな漫画でも供そなえてやろう。


    　ルディはひとりでクスリと笑うのだった。
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    「本当に帰るのかよ」


    　ルディはソニアに言う。


    　すでにソニアは身支度を整えている。


    　王立考古院のバッジの付いたズタ袋はこれまで集めた資料でパンパンに膨ふくれ上がっている。


    「うーん。ひと段落したしねー。本物の暦こよみも手に入れたしさー、本格的に研究しなおさないと」


    「そうか……俺としてはありがたい話だが」


    「本当に──？　本当はソニアが居なくなっちゃうの、ちょっと寂しいでしょー？」


    　ソニアはルディの顔をじっと見つめながら言う。


    「そ、そんなことねーよ。まったく散らかしやがって、本当なら掃そう除じしてから出ていくのがスジってもんだぞ」


    　ソニアがここに運ばれてきた日、ルディはリビングの大掃除中だったのだ。


    　……いまではそれ以前に増して散らかってしまっているが。


    「えー、前からこんなんだったよー」


    　ソニアは平然と言ってのける。


    「この馬ば鹿か賢者、とっとと出てけ！」


    「ひどーい。ちゃんとみんな集まって見送ってよ！　みんなーソニアが帰るよ──！」


    　ソニアは自みずからの見送りのために自分で集合をかける。


    　それに応じてリビングに集まるナディーネ、アーニャ、クリストフ。


    　ソニアと遺跡の冒険をしたパーティーだ。


    「あれー、もう帰っちゃうの、寂しくなるねえ」


    　クリストフはまだ腕に包帯を巻いている。


    　ナディーネの応急処置もあって、軽症で済んだはずなのだが、どうも名誉の負傷が誇らしいようだ。


    「でしょ、でしょー」


    　ソニアはこういう言葉が欲しかったようで、満足げな様子だ。


    「これ、よかったら」


    　ナディーネがソニアにお手製のお弁当を手渡す。


    　ソニアがこれからどこに行くのかわからないが、ナディーネが最初に発見したときには空腹で倒れていたのだ。


    　せめて一食分くらいはとの思いやりだろう。


    「おお、ありがとうー！　本当に優しい子だよ。勇者にしとくのもったいないねー、ご飯のお店で働いたらー？」


    　ソニアはそう言いながら、お弁当の包みを解き、食べはじめた。


    「いま食べちゃうのかよ！」


    「なんでー!?」


    　ルディに軽く頭をチョップされて、不思議そうな顔をしている。


    　あったらあっただけ食べちゃう。計画性においてはペットの犬レベルだ。


    　お別れのために集まった一同の視線を一身に受けながら、無心にお弁当を食べ続ける。


    　ルディたちはそれをただひたすら待つ。


    　──これなんの時間なんだよ……。


    　しかしソニアにそんな話をしてもこんがらがるだけだ。


    　ひたすら食べ終わりを待つ。


    「ふー、食べた食べた。じゃあ、行くね。みんなありがとねー」


    　ようやく意味のわからない時間が終わり、お見送り再開。


    　ソニアはひとり、ひとりとしっかり握手する。


    　ナディーネ、クリストフ、そしてアーニャ。


    　惜せき別べつの念を込めて、握った手をぶんぶんと振るソニア。


    「コネ、よろしく」


    　アーニャは握手しながら、はっきりと言う。


    　その目は真剣そのもの。アーニャにとって全国勇者協会とのコネはよっぽど重要らしい。


    「コネ？　あー、会長さん？　いいよー」


    　ソニアはあっさりとＯＫする。


    「絶対、よろしく言っといて」


    「言うよー、よろしくー！　でしょ」


    　本当に「よろしく」だけ言うタイプなんじゃないかと不安になるが、こればっかりはソニアに任せるしかない。


    　いよいよ別れの時が近づく。


    　少しよろけながらパンパンになったズタ袋を背負うソニア。


    　ルディにも別れの握手をする。


    「君ぃー、ナディーネちゃんに優しくしてあげてねー。ソニアとの約束だよ」


    「なんでお前にそんな約束をしなきゃいけないんだよ」


    　ルディはぶっきらぼうに答えるが、ソニアの言いたいことはわかる。


    　ナディーネは周りに悟られまいと明るく振る舞っているが、まだゴレ太郎のことを引きずっているのだ。


    「ダメー、約束してっ！」


    「わかった、わかった」


    　ルディとしてはソニアに言われなくても十分に優しくするつもりだ。


    　その言葉を聞いてようやく安心したのか、ソニアはルディの手を放す。


    「ソニアねー、勇者なんか役立たずだと思ってたけど、ちょっと考え変わったよ。君はきっと魔王が復活しても逃げないよ。期待の勇者だねー。ソニアが言うんだから間違いないよ！　また会おう！」


    　大きく手を振ると、くるりと踵きびすを返すソニア。


    　相変わらず変な杖つえを上下逆にずるずると引きずって、玄関から消えていく。
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    「じゃあな、馬ば鹿か賢者、もう来るなよ」


    　ルディは最大の愛情を込めての〝馬鹿賢者〟呼ばわりで、ソニアを見送るのだった。
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    　その日もルディは昼過ぎに起き、フラフラとリビングに出ると、観るわけでもないテレビをつけ、ぼんやりとスマホをいじっていた。


    　相変わらず散らかりっぱなしだが、まだ掃そう除じする気にはなれない。


    　ルディのスマートフォンに表示されているのは、異世界系のＳＮＳイセッター。


    　ルディが投稿した遺跡冒険を伝える画像の数々はいまいち評判が悪かった。


    　──本を持ってるだけの人に見えたか……。


    　失敗してみるとわかるが、珍しいとされる本を持ったバストアップの画像では、なんのことか伝わっていない。


    　なにより肝心の〝世界を救うための冒険〟が失敗に終わっている。


    　そこの流れがなくなってしまうと、ただの珍本コレクターである。


    「なかなか上う手まくいかねーな」


    　ルディはソファーに横になりながら、呟つぶやく。


    「ルディはいい方だよ……」


    　独り言のつもりだったが、ルディの言葉に返事が。


    　身体からだを起こしてみると、いつの間にかヴォルフの姿がある。


    　ヴォルフの眼鏡が昔の冴さえないバージョンに戻っている。


    　別人かと思うほどのしょぼくれっぷり。


    　ルディはその理由がわかっていた。


    　ヴォルフは事務所の養成所所属の見習い女子勇者に手を出そうとしたのだ。ゴレ太郎直伝、エルバウル流女の口説き方は完全に失敗。


    　セクハラする事務所の先輩として、イセッター上で告発され、炎上してしまったのだ。


    　ヴォルフの偉そうな呟きには、猛烈な抗議のリプライが殺到。


    　ついには謝罪の投稿をするまでに追い込まれてしまった。


    「まあ、ある意味夢がかなったじゃねーか。新人に手を出したいって言ってたろ」


    　ルディはこれまでの復ふく讐しゆうとばかりにからかいの言葉をかける。


    「かなってないよ！　失敗なんだから手を出せてないじゃん！　これじゃなんのために炎上したんだかわかんないよ！」


    　ヴォルフは憤ふん懣まんやる方ないといった様子。


    　どうも炎上したことへの後悔よりも、手を出そうとして失敗したことが悔しいらしい。


    「まあ、次は成功するかもよ」


    　ルディは適当な返事をする。


    「そうもいかないよ。事務所の人に怒られまくったから。あんなに怒んなくてもいいのにさ！」


    　つけるだけつけていたテレビではお昼の番組のグルメコーナーがはじまっている。かつてヴォルフも出ていたネバネバグルメのレポートだ。


    　いつの間にかネネの隣には知らない眼鏡。ヴォルフより随分と陽気そうな男だ。


    　駆け出し勇者の辛つらいところ。


    　代わりはいくらでもいるのである。


    「……まあ、その……、あれだ……。とにかく頑張れよ」


    　ルディはかける言葉が見つからず、ぼんやりとした慰なぐさめの言葉をかけるしかない。


    「うん。こうやって炎上して、仕事を失って改めてわかったよ」


    「なにが？」


    「僕はやっぱりネネ推おしなんだ。現場で一緒だったときは、いろいろ不満もあったけど、こうやってモニター越しに見ると、やっぱいいよね！　さすが僕の正妻だね！」


    　ヴォルフはテレビを観ながら目を輝かせる。


    　炎上しても、仕事をおろされてもこのポジティブさ。


    　──こいつ、見た目よりもはるかにタフな男だ……。


    　ルディはむしろヴォルフを尊敬する気持ちが芽生える。


    　──このタフさは見習わなければいけない。


    　ルディはそう思いつつも、炎上に巻き込まれることを防ぐために、ヴォルフのフォローをそっと外すのだった。

  


  
    　あとがき


    



    　川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。いつの間にかあとがき歴も八年となりました。


    　この八年間、よいあとがき、おもしろいあとがきを目指し、様々なことを試みてみましたが、まだまだ道半なかば。これぞ！　というあとがきは書けておりません。


    　今回のあとがきもまた、書いては消し、書いては消しを数え切れないほど繰り返しました。書けば書くほど、「これでいいのだろうか？」との悩みは増し、結局、すべて消して頭を抱え込む。そんなことを繰り返すこと数週間。やがては誰もが普通に書いている謝辞すら書けない状態に陥おちいってしまいました。


    　──あとがきとはなにか？　あとがきの本質とは？　人類はなぜあとがきを書くのか？


    　そのことを自問自答しながら、ひと文字も書かれていないまっさらなモニターをひたすら見つめ続ける日々。


    　精神を研ぎ澄ますために、絶食し、睡眠を取ることもやめました。


    　ただモニターに向かい「我にあとがきを書かせたまえ」と、祈りの言葉を一心不乱に唱え続けました。睡魔に襲おそわれれば冷水を浴び、臨りん・兵ぴよう・闘・者・我・欲・面・白・後・書の印を切り、モニターの前に座り直します。そのような日々をどれくらい過ごしたでしょうか？


    　すでに時間の感覚は失われ、手足にも力が入りません。


    　いまが昼なのか夜なのか、自分が立っているのか、座っているのか、それすらわからなくなり、フワフワと宙を漂ただよっているかのような感覚が全身を包みます。


    　その快感に身を任せていると、視界が突如閃光のような光に包まれました。目もくらむような光はゆっくりと人間の形へと姿を変えました。初めての体験であるのに僕はそれがなんなのかはっきりと理解できました。


    　そうです。あとがき神がついに僕の前に姿を現して下さったのです。


    　その神こう々ごうしいお姿に、いつの間にか涙が流れ、頬ほおを伝います。


    　絶食により、カラカラに干からびた身体からだにこれほどの水分が残っていたとは……。


    「あとがき神よ。あとがきの真髄を教えたまえ！　あとがきの本当の意味を！　人は生まれ、やがて死ぬ。その短い生のなかでなぜこれほどあとがきに苦しまなければならないのか？　戦争、飢き餓が、憎しみの連鎖。そんな世界であとがきはなんの意味を持つのか？」


    　僕の声にならない絶ぜつ叫きようにあとがき神はお答えにはなりませんでした。ただ優しい微笑ほほえみを返し。そっと手を伸ばし僕の肩にお触れになられたのでございます。


    　その瞬間でございました。わたくしめの身体を稲いな妻づまが貫いたかのような衝撃が走りました。


    　そしてその衝撃と同時にすべてを理解したのでございます。


    



    　──あとがきとは愛そのものであると。


    



    　いままで愚おろかなわたくしめはあとがきにどうしてもついてくる謝辞の部分をどうにかしておもしろくしようと四苦八苦しておりました。しかし、そのなんの変哲もない謝辞こそがあとがきの真髄であったのでございます。


    　担当編集様、イラストレイター様、そして読者のみなさまに愛と真心を込めて心からの感謝を捧げること、それがあとがきの本質なのでございます。


    　愛と真心を伝えること、心からの謝辞がみなさまのお心に届くことにより、愛は少しずつ世界に広がり、憎しみよりも愛が勝まさり、やがては争いが止み、世界に平和が訪れる。そのためにはセコい手でおもしろあとがきを書く必要はないのでございます。ただひたすらにあとがき神に感謝をささげ、あとがきは書いているのではなく、あとがき神の御み心こころにより書かせていただいている。そのことを知るだけでよいのでございます。


    



    　──南な無む後あと書がき陀だ仏ぶつ。


    



    　それでは僭せん越えつながら謝辞をお送りさせていただきます。心からの愛と真心を込めて。


    　担当編集、岩いわ浅あさ様、この動くクソのようなわたくしめの原稿に適切な指摘をしていただき、ありがとうございます。わたくしめごときの脳ではとても本一冊まともに仕上げることなど能あたわず、ご指摘がなければ、死んでいたことでございましょう。このように出版の運びとなったのはすべて岩浅様のお力のおかげでございます。


    　イラストを描いていただいたすまき様、このたびも美麗なるイラストをいただきありがとうございます。いつもラフをいただいた折にはまるで天上の美しき姿を垣間見たかのような、恍こう惚こつとした気持ちを覚えます。身に余るありがたさに心が震える毎日でございます。


    　ガガガ文庫野の村むら編集長、星ほし野の副編集長、校正担当者様、そしてデザイナー様、書店員様、書店に本を運んでくださる運送関係の方々。そして、わたくしめに日々の食事を与えてくださっている農家の方々、実りをもたらす大地、美しい四季、すべての生命の母である海、地球に自転、公転をもたらせていただいている物理法則そのものにも感謝を。


    　地球を回転させていただき、ありがとうございます。


    　そしてなにより読者のみなさまに感謝を。


    　みなさまがこの本を手に取っていただけるからこそ、あとがきを書くことができ、あとがき神によるありがたい教えを伝えることができるのでございます。


    　あとがきの世界は無限。あとがきは世界平和をもたらし、みなさまに穏やかな心を与えてくださいます。わたくしはあとがきで世界を救うためにあとがきで愛を伝えるつもりでございます。つきましてはみなさまにはひとり五冊ずつ本書をご購入いただきたい。それが世界を救うことになるのです。……南無後書陀仏。

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    ここでキーワードの発表です。三巻のキーワードは「の」。最終巻までのキーワードを書いて、僕にメールかツイッターのリプライなどで送ってくれたら、プレゼントを！　商品はキーワードそのもの。三巻で終了の場合は蟹のどこかしらの部位をお送りします。
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